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平成２３年３月、上尾市教育委員会では 「夢・感動教育 あげお」 を基本理念とした「上尾市教育振興基本

計画」を策定し、新しい時代への新たな一歩を踏み出しました。 

この基本理念にある 

 「夢」 という言葉は、知・徳・体の調和のもと、目標・志を持って自己実現を目指し、変化の時代を

たくましく生き抜く自立した人間を育成する教育を実践すること 

「感動」 という言葉は、人と人とのつながりや学校・家庭・地域のつながりの輪を広げ、一体となって、

共に生きることの素晴らしさ、尊さを享受し、感動する心を大切にする教育を実践すること 

を表し、教育委員会の願い、決意や、家庭・地域において ”教育” に携わっていただいているすべての皆様

の情熱、絆、希望が込められております。 

昨今の社会情勢は、グローバル化、金融危機、さらには東日本大震災などにより、急速に変化し続けており、

教育行政に着目すると、少子高齢化の急激な進行、家族形態の変容やライフスタイルの多様化等の社会変

化に伴い、過去から社会問題化している いじめ問題、不登校をはじめ、学力・体力の低下、教職員の資質

の向上、食の安全等、取り組まなければならない喫緊の課題が山積しております。 

本年６月には地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正され、教育委員会制度が大きな転換期

を迎えております。今後とも市民の皆様から真に信頼される教育行政を運営していくためには、単に施策を講

じ、事業の成果だけを求めるのではなく、適切なコストで最大限の成果を得ることができるよう、より効率的で

効果的な行政運営を心がけ、市民の皆様に対して説明責任を果たしていかなければなりません。 

そこで、上尾市教育委員会では、平成２０年度から毎年、教育に関する事務について、点検評価を実施し

てまいりました。７年目となる本年度も、平成２５年度に実施した６７の教育に関する事務事業と 「上尾市教

育振興基本計画」 に体系付けられた全３２の施策について、自ら点検及び評価を実施し、聖学院大学教授 

小川洋様、元市立学校長 河原塚貴美代様、元さいたま市生涯学習部生涯学習振興課長 高見澤妙子様

からも貴重なご意見を賜り、このたび本報告書を作成いたしました。 

今般の自己の点検評価の結果、学識経験を有する先生からの評価、そして、市民の皆様から頂戴する貴

重なご意見を真摯に受け止め、引き続き施策の効果の検証と改善を図りながら、「夢・感動教育 あげお」 の

実現に向けて、より効率的で効果的な行政運営を行ってまいります。 

平成２６年１２月  上尾市教育委員会 

  上 尾 市 教 育 委 員 会 委 員 

委員長 細 野 宏 道 

委員長職務代理者 本 田 直 子 

委員 甲 原 裕 子 

委員 吉 田 る み 子 

委員 岡 田 栄 一 

教育長 岡 野 栄 二 

 



 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ⅠⅠ  点点検検評評価価制制度度のの概概要要  



〔 Ⅰ 点検評価制度の概要 〕 

1  〔 ◎平成２6 年度 教育委員会点検評価実施主要事業 〕 

１１  点点検検評評価価制制度度のの趣趣旨旨 

平成１８年１２月の教育基本法の改正、平成１９年３月の中央教育審議会答申等を踏まえ、平

成１９年６月、教育委員会の組織やその運営方法等を定めた「地方教育行政の組織及び運営に

関する法律」が改正された。この法改正においては、大きな柱の一つとして『地方における教育行

政の中心的な担い手である教育委員会が、より高い使命感をもって責任を果たすために、教育委

員会の責任体制の明確化を図ること』が掲げられ、実現する一つの方策として、平成２０年４月１

日から、各教育委員会は、毎年、教育に関する事務の管理執行状況について、点検及び評価を

行い、その結果に関する報告書を作成して、議会に報告するともに、公表しなければならないこと

が定められた。 

この点検評価の実施にあたっては、教育に関し学識経験を有する者の意見を聴取する機会を

設けるなど、知見を活用することにより、教育委員会が行った点検評価結果の客観性を確保する

ことが求められている。 

２２  上上尾尾市市教教育育振振興興基基本本計計画画・・教教育育行行政政重重点点施施策策  

平成２３年３月に策定した「上尾市教育振興基本計画」であるが、「夢・感動教育 あげお」を基本理

念として、「生きる力をはぐくむ」「生きる喜びをはぐくむ」「絆をはぐくむ」の３つの基本方針を掲げている。

この基本理念及び基本方針を踏まえて、平成２３年度から平成２７年度の間に取り組む教育行政の

７つの基本目標を定め、さらに、「夢・感動教育 あげお」の実現に向けて、この７つの基本目標には、

全３２の施策が体系付けられている。 

 

また、この計画の実効性をさらに高め、今日的教育課題に素早く対応し、適切に解決していくために、

「平成２５年度上尾市教育行政重点施策」を平成２５年３月に策定をしている。この重点施策におい

ては、計画の７つの基本目標とそれに体系付けられた施策を効果的に展開していくために、６７の事

務事業を体系付けている。 

当該計画を効率的かつ効果的に推進していくためには、ＰＤＣA サイクルの考え方に基づき、当該計

画と点検評価を関連付け、計画の進捗管理を行っていく必要がある。  

３３  平平成成２２６６年年度度ににおおけけるる点点検検評評価価  

 平成２６年度における点検評価については、平成２３年度に策定された「上尾市教育振興基

本計画」に掲げられた各施策の下に体系付けられた事業（平成２５年度上尾市教育行政重点施

策において決定）について、事業レベルでの「事務事業評価」を実施するとともに、事務事業評価

をベースに、施策レベルでの「施策評価」についても実施する。 

なお、事務事業評価及び施策評価とも、評価基準日は平成２６年３月３１日とする。 



〔 Ⅰ 点検評価制度の概要 〕 

〔 ４ 教育に関し学識経験を有する者の知見の活用 〕 2 

 

 (1) 施策評価 

施策評価については、各施策に体系付けられている事務事業の事務事業評価判定（Ｓ～Ｄ）、評

価指標、決算額とともに、当該施策に係る成果指標を掲載している。また、「次年度以降の目標設

定」を掲載し、計画の適切な進捗管理を行っていく。 

 (２) 事務事業評価 

平成２６年度の「事業評価判定」の基準については、次のとおりである。 

評価 評価基準 

Ｓ 極めて効果があり、他の事業にも影響を与えた。 

Ａ 予定どおり順調に事務執行し、具体的な成果が表れており、引き続き、継続していく必要がある。 

Ｂ おおむね順調に事務執行し、成果が表れているが、一部を改善し、継続する必要がある。 

Ｃ 目標とした成果が予定を下回っており、その手法について改善する余地が多くある。 

Ｄ 目標とした成果を大幅に下回っており、事業廃止を含めて、事業の見直しをする必要がある。 

 

 

４４  教教育育にに関関しし学学識識経経験験をを有有すするる者者のの知知見見のの活活用用 

地教行法においては、点検及び評価を行うに当たり、点検評価結果の客観性を確保する観点から、教育

に関し学識経験を有する者の意見を聴取する機会を設けるなど、知見の活用を求めている。平成２６年度

においても、昨年同様に広範に亘る事業を網羅するため３人に第三者評価を依頼した。 

 

 

◎教育に関し学識経験を有する者  ※５０音順 

聖学院大学教授   小川  洋  氏  （おがわ よう） 

元上尾市立小学校長  河原塚貴美代 氏  （かわはらづか きみよ）        

元さいたま市生涯学習部生涯学習振興課長 高見澤妙子 氏 （たかみざわ たえこ） 

 

 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）［抜粋］ 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委

任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局職員等に委

任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その

結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。  

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用を図るものとする。 

  



〔 Ⅰ 点検評価制度の概要 〕 

3  〔 ◎平成２6 年度 教育委員会点検評価実施主要事業 〕 

◎◎平平 成成 ２２ ４４年年 度度   教教育育 委委 員員 会会点点 検検 評評 価価実実 施施 主主 要要事事 業業   

◎平成２６年度 教育委員会点検評価  （平成２５年度実施事業の評価） 実施主要事業（全６７事業） 
 

基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成  

施策１ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 
1 さわやかスクールサポート事業（学級支援）【再Ⅰ-4】 

2 理科教育振興事業 

3 教育に関する３つの達成目標推進事業 【再Ⅱ-1,Ⅱ-7】 

4 魅力ある学校づくり事業   【再Ⅱ-7,Ⅲ-2】 

5 学力向上支援事業 

施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 
６ 日本語指導職員派遣事業   【再Ⅲ-6】 

７ 準教科書・副読本整備事業   【再Ⅱ-1,Ⅲ-3】 

８ 英語弁論暗唱大会開催事業 

９ 中学生海外派遣研修事業 

10 小中学校ＡＬＴ配置事業 

施策３ 進路指導・キャリア教育の充実 
11 中学生社会体験チャレンジ事業 

12 中学生進路意識啓発事業 

施策４ 特別支援教育の推進 

再掲 さわやかスクールサポート事業（学級支援） 

13 特別支援学級補助員派遣事業 

14 特別支援教育推進事業 

施策５ 幼児教育の推進 

15 幼稚園就園奨励費補助事業 

16 私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 
 
※ 15・16 については、１シートで評価 
 
 
 
 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成  

施策１ 豊かな心の育成 
再掲 教育に関する３つの達成目標推進事業 

再掲 準教科書・副読本整備事業 

１7 学習支援事業 

１8 さわやかスクールサポート事業（学校図書館支援） 

19 小中学校音楽会開催事業 

20 小中学校図書整備事業 【再Ⅲ-3】 

21 図書館資料整備事業 【再Ⅴ-5】 

22 指導法改善事業 【再Ⅲ-1, Ⅲ-2, Ⅲ-4】 

23 中学校部活動支援事業 【再Ⅱ-7】 

24 中学校吹奏楽演奏会開催事業 

25 子どもの読書活動支援センタ－運営事業 【再Ⅴ-5】 

施策２ 生徒指導の充実 
26 生徒指導推進事業 

27 さわやか相談室運営事業 

28 いじめ根絶対策事業（防止事業）【再Ⅱ-4】 

29 いじめ根絶対策事業（相談事業）【再Ⅱ-4】 

 

 

施策３ 人権教育の推進 
30 人権教育推進事業（指導課所管分） 

施策４ 学校教育相談の充実 

再掲 いじめ根絶対策事業（防止事業） 

再掲 いじめ根絶対策事業（相談事業） 

31 不登校児童生徒の学校適応指導事業 

32 教育相談事業 

施策５ 学校保健の充実 

施策６ 食育の推進・学校給食の充実 

施策７ 児童生徒の体力向上 

再掲 教育に関する３つの達成目標推進事業 

再掲 魅力ある学校づくり事業 

再掲 中学校部活動支援事業 

33 児童生徒体力向上推進事業 
 
 
 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進  

施策１ 教職員の資質・能力の向上 
再掲 指導法改善事業 

施策２ 学校経営の改善・充実 

再掲 魅力ある学校づくり事業 

再掲 指導法改善事業 

34 学校評議員制度運営事業 

35 元気な学校をつくる地域連携推進事業 【再Ⅳ-1】 

施策３ 学校施設・設備の整備・充実 

再掲 準教科書・副読本整備事業 

再掲 小中学校図書整備事業 

36 小中学校教育教材整備事業 

37 小中学校校舎改築事業 

施策４ 学校のＩＣＴ化の推進 

再掲 指導法改善事業 

38 小中学校コンピュータ整備事業 

39 小中学校電子黒板整備事業 

施策５ 学校安全の推進 

40 児童生徒安全推進事業 

41 学校安全パトロールカー事業 

42  通学路安全対策事業 

施策６ 就学支援の充実 

再掲 日本語指導職員派遣事業 

43 入学準備金・奨学金貸付事業 

44 小中学校就学援助費補助事業 

45 小中学校特別支援教育就学奨励事業 

46 要保護児童生徒医療費援助事業 

47 準要保護児童生徒給食費援助事業 
 
※ 44・47 については、１シートで評価 
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 基本目標Ⅳ 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上  

施策１ 学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進 
再掲 元気な学校をつくる地域連携推進事業 

施策２ 家庭教育の充実 
48 家庭教育推進事業 
 
 
 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート  

施策１ 生涯学習体制の充実 

49 生涯学習指導者活動推進事業 【再Ⅴ-3】 

施策２ 生涯学習施設の整備 
50 学校施設開放（生涯学習）事業 

施策３ 生涯学習機会の提供 
再掲 生涯学習指導者活動推進事業 

51 成人式事業 

52 子ども大学推進事業 

53 公民館講座事業 

施策４ 人権教育の推進 
54 人権教育推進事業（生涯学習課所管分） 

55 人権教育集会所運営事業 

施策５ 図書館運営の充実 
再掲 図書館資料整備事業 

再掲 子どもの読書活動支援センター運営事業 

56 ブックスタート事業 
 
 
 
 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護  

施策１ 文化芸術活動の推進 
57 文化芸術振興事業 

58 美術展覧会事業 

59 市民音楽祭事業 

 

施策２ 文化財の保護 
60 文化財調査・保存事業 

61 埋蔵文化財調査事業 

62 文化財保護啓発事業 

63 歴史資料調査事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちた 
スポーツ・レクリエーション活動の推進  

施策１ スポーツ推進計画の策定 

施策２ スポーツ施設の整備・充実 
64 学校施設開放（スポーツ振興）事業 

施策３ スポーツ・レクリエーション事業の充実 
65 スポーツ大会・教室等開催事業 【再Ⅶ-5】 

66 子どもの体力向上地域連携事業 

施策４ スポーツ指導者の育成 
67 スポーツ活動推進事業 

施策５ スポーツ・レクリエーション活動の支援 
再掲 スポーツ大会・教室等開催事業 
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〔 Ⅱ 教育委員会活動 〕 

7 〔１ 上尾市教育委員会の組織と事務分掌〕 

教育委員会（委員６人で構成） 

・委 員 長 
・委員長職務代理者 
・委 員  ３人 
 

１ 教育委員会の組織と事務分掌 
 

・教 育 長 

学 校 教 育 部 

保
健
・
給
食
担
当 

学
校
適
応
指
導
、
教
育
相
談
・
就
学
相
談
に
関
す
る
こ
と
、
教
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
、

教
育
に
関
す
る
専
門
的
・
技
術
的
事
項
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
、
教
育
に
関
す
る
資
料

の
収
集
・
整
理
・保
管
・活
用
に
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す
る
こ
と 

教
職
員
の
人
事
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与
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・
福
利
厚
生
そ
の
他
教
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員
に
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す
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こ
と
、
特
別
支
援
学
級
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す
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こ
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学
校
施
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び
教
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員
の
事
故
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す
る
こ
と 

通
学
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に
関
す
る
こ
と
、
学
齢
生
徒
及
び
学
齢
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童
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並
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入
学
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学
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び
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別
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援
教
育
就
学
奨
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費
の
支
給
に

関
す
る
こ
と 

幼
稚
園
１
園 

・ 

小
学
校
22
校 

・中
学
校
11
校 

・ 

中
学
校
分
校
１
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幼
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園
・
小･

中
学
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中
学
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す
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す
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す
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す
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す
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民
館
図
書
室 子

ど
も
の
読
書
活
動
支
援
担
当 

資
料
・
サ
ー
ビ
ス
担
当 

施
設
・
設
備
の
管
理
保
全
に
関
す
る
こ
と
、
図
書
館
協
議
会
及
び
図
書
館
の
業
務
に
関
す
る
諸
団
体
に
関
す
る
こ

と
、
分
館
集
会
室
に
関
す
る
こ
と 

子
ど
も
向
け
の
読
書
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
家
庭
・地
域
・学
校
へ
情
報
の
収
集
・提
供
や
講
座
の
開
催
、
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
養
成
や
派
遣
、
学
校
向
け
団
体
貸
出
の
充
実
に
関
す
る
こ
と 
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市

民

体

育

館 

ス

ポ

ー

ツ

振

興

課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
企
画
及
び
運
営
に
関
す
る
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
体
育
施
設
の
開
放
に
関
す
る
こ
と
、

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
に
関
す
る
こ
と
、
市
民
体
育
館
に
関
す
る
こ
と
、
平
方
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に

関
す
る
こ
と
、
平
方
野
球
場
に
関
す
る
こ
と
、
平
塚
サ
ッ
カ
ー
場
に
関
す
る
こ
と 

大

谷

公

民

館 

大

石

公

民

館 

原

市

公

民

館 

平

方

公

民

館 

上

平

公

民

館 

上

尾

公

民

館 

施
設
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
、
事
業
の
企
画
お
よ
び
実
施
に
関
す
る
こ
と
、
地
域
社
会
教
育

関
係
団
体
お
よ
び
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と 

文
化
・
芸
術
に
関
す
る
こ
と
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
関
す
る
こ
と
、
文
化
財
保
護
に
関
す
る
こ

と
、
市
史
編
さ
ん
事
業
に
関
す
る
こ
と 

生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と
、
公
民
館
運
営
審
議
会
に
関
す
る
こ
と
、
公
民
館
事
業
の
調
整
に

関
す
る
こ
と
、
社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
関
す
る
こ
と
、
市
立
人
権
教
育
集
会
所
に

関
す
る
こ
と 

生
涯
学
習
・
公
民
館
・

人
権
教
育
担
当 

文
化
・ 

文
化
財
保
護
担
当 

教

育

総

務

課 

庶
務
・財
務
担
当 

施

設

担

当 

教 育 総 務 部 

○○部○○課 

網掛け 

…… 教育委員会事務局の組織 

…… 教育機関 

…… 所掌事務 

【平成２６年４月１日現在】 

教
育
委
員
会
会
議
に
関
す
る
こ
と
、
教
育
行
政
の
企
画
調
整
、
広
聴
及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と
、
文
書

事
務
に
関
す
る
こ
と
、
事
務
局
及
び
教
育
機
関
の
職
員(

県
費
負
担
教
職
員
を
除
く
。)

の
人
事
、
給
与
、
研

修
、
服
務
及
び
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
、
入
学
準
備
金
及
び
奨
学
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
こ
と
、
市

立
幼
稚
園
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
及
び
幼
稚
園
の
予
算
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
の
教
具
お
よ
び
教
材
に

関
す
る
こ
と 

学
校
の
施
設
の
整
備
・
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
の
用
に
供
す
る
財
産
の
管
理
に
関

す
る
こ
と 

生

涯

学

習

課 

…… 指定管理施設 網掛け 
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２ 上尾市教育振興基本計画 

 
 

（１）基本計画の策定の趣旨 

近年、急速に進む社会の少子高齢化、ＩＣ

Ｔ（情報通信技術）の発達などに見られる高

度情報化、さらには社会・経済のグローバル

化、環境問題の深刻化などにより社会全体が

大きく変化し、また地域では、地域コミュニ

ティの希薄化が進行しています。一方、教育

分野においては、子どもたちの学ぶ意欲や学

力・体力の低下、問題行動、さらには、社会

全体における規範意識や倫理観の低下など、

解決すべき多くの課題が指摘されています。 

こうした中、平成１８年１２月、制定から約６０年を経て教育基本法が改正されました。この改

正教育基本法では、教育を取り巻く様々な状況の変化を踏まえた上で、新しい時代にふさわしい教

育の実現のため、「人格の完成」や「個人の尊厳」などの普遍的な理念とともに、新たに達成すべ

き教育の目標を掲げるなど新しい時代の教育の理念が明確に示されました。 

この改正教育基本法に基づき、国は教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るた

め、教育振興基本計画を策定し、また、地方公共団体においては、地域の実情に応じた教育振興基

本計画を定めるよう努めなければならないと規定されました。 

上尾市教育委員会では、これまでも「第４次上尾市総合計画」に基づく総合的かつ計画的なまち

づくりを進める中で、教育行政に関する施策を展開してきましたが、改正教育基本法の趣旨に鑑み、

また、「第５次上尾市総合計画」を踏まえながら、市の教育が目指す理念としては、おおむね１０

年先を見通し、教育行政に関して中長期的視点から今後５年間に取り組むべき施策の体系をより明

確にし、それらをさらに着実に推進していくために、改正教育基本法に基づく教育振興の施策に関

する基本的な計画として、平成２３年３月、上尾市教育振興基本計画を定めました。 
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教育関連計画

上尾市生涯学習振興基本計画     上尾市スポーツ推進計画     上尾市図書館サービス計画

「生きる力と絆の埼玉教育プラン」
（平成２３年度から平成２７年度）

（平成２１年度から平成２５年度）

上尾市教育振興基本計画（平成２３年度から平成２７年度）

「夢・感動教育　あげお」
○生きる力をはぐくむ   ○生きる喜びをはぐくむ   ○絆をはぐくむ

教育基本法（平成１８年１２月２２日施行）
第５次上尾市総合計画

教育振興基本計画
「笑顔きらめく”ほっと”なまち　あげお」

（平成２０年度から平成２４年度）

（前期基本計画）
埼玉県教育振興基本計画

 

（２）上尾市教育振興基本計画の位置付け 

本計画は、教育基本法第１７条第２項に基づき、平成２０年７月に策定された国の教育振興基本

計画（平成２０年度から平成２４年度）及び平成２１年２月に策定された埼玉県教育振興基本計画（平成２

１年度から平成２５年度）を参考にし、市の実情に応じた教育の振興のための施策に関して総合的かつ

計画的な推進を図るために定める基本的な計画です。 

また、本計画は「第５次上尾市総合計画」に示す上尾市の将来都市像「笑顔きらめく“ほっと”

なまち あげお」を実現するための教育分野における計画であり、本市の教育関連計画においては、

最上位に位置付けられます。そして、平成２３年度を初年度とする平成２７年度までの５年間の計

画として、上尾市教育委員会は、これに基づき年度ごとに重点施策を策定し、事業に取り組みます。 
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（３）上尾市における教育の基本的な考え方 

 

 

 

●基本理念 

上尾市教育振興基本計画では、本市の教育について、おおむね１０年先を見通した 

基本理念を「夢・感動教育 あげお」とします。 

 

 

 

 

 

 

知・徳・体の調和がとれ、夢や目標・志を持って自己実現を目指す、変化の

時代をたくましく生き抜く自立した人間を育成する教育を実践します。 

 

 

人と人とのつながりや学校・家庭・地域のつながりの輪を広げ、一体となっ

て、共に生きることの素晴らしさ、尊さを享受し、感動する心を大切にする

教育を実践します。 
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●基本方針 

基本理念を踏まえて、施策を実施していくにあたっては、次の３つの基本方針で取り組みます。 

 

 

 

新しい学習指導要領が、小学校では平成２３年度から、また、中学校では平成２４年度か

ら全面実施されます。この中においても、子どもたちの「生きる力」をはぐくむという理念

が引き継がれています。 

子どもたちを取り巻く社会や環境が激変する時代にあっては、個性を尊重するとともに能

力を伸ばし、知・徳・体の調和を図りつつ、公共の精神、他者を思いやる気持ちや感謝する

心などを尊ぶ社会の一員として、たくましく自立するための生きる力をはぐくむことが重要

です。 

 

 

 

多くの市民が、自己の充実・啓発や生活の質向上のため、スポーツや文化芸術活動など多

様な学習機会を求めています。 

市民一人一人が、いつでも、どこでも学べる環境を整え、誰もが生涯にわたって自己実現

が可能な社会、笑顔いっぱいの社会の実現を目指し、生きる喜びをはぐくむことが重要です。 

 

 

 

今日の様々な教育課題を解決するためには、学校や家庭、地域住民、行政はもとより、企

業や大学、関係団体やＮＰＯなど社会全体が連携・協働して一体となって取り組むことが必

要です。 

また、社会全体で連携・協働して教育に取り組むことは、地域学習や体験活動の充実など

教育の質を向上させることにもつながります。 

教育の振興を図り、郷土愛に満ちた次世代の人づくりやより良い社会づくりのためには、

市民一人一人が教育に対する関心を高め、主体的に教育に参画し、すべての市民の絆をはぐ

くむことが重要です。 

生生ききるる力力ををははぐぐくくむむ  

生生ききるる喜喜びびををははぐぐくくむむ  

絆絆ををははぐぐくくむむ  
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●基本目標 

本計画の基本理念及び基本方針を踏まえて、今後５年間（平成２３年度～平成２７年度）に取り組む

教育行政の７つの基本目標を示します。 

 

〔基本目標Ⅰ〕 確かな学力と自立する力の育成  

創意工夫を生かして子どもたちの確かな学力を育成するとともに、社会や環境の変化に主体的

に対応できる自立する力を育成します。 

 

〔基本目標Ⅱ〕 豊かな心と健やかな体の育成  

公共の精神、他者を思いやる気持ちや感謝する心など子どもたちの豊かな心をはぐくむととも

に、いじめや不登校、非行・問題行動の防止などの課題に取り組みます。 

また、健康の保持・増進や体力向上などにより、健やかな体を育成します。 

 

〔基本目標Ⅲ〕 安心・安全で質の高い学校教育の推進  

子どもたちの教育環境を整備・充実するとともに、教職員の資質向上を図り、質の高い学校教

育を推進します。 

また、子どもたちを災害・犯罪から守るための安全対策を講じます。 

 

〔基本目標Ⅳ〕 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上  

社会全体で教育に取り組む気運を高め、学校応援団など、学校・家庭・地域が一体となった教

育を推進します。 

 

〔基本目標Ⅴ〕 生涯にわたる豊かな学びのサポート  

自己啓発や生活の充実のための学びの環境を整え、生涯にわたる自己実現をサポートします。 

 

〔基本目標Ⅵ〕 文化芸術の創造と文化財の保護  

多様な文化芸術活動を支援するとともに、貴重な文化財の保存・活用に取り組みます。 

 

〔基本目標Ⅶ〕 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進  

生涯にわたり心身ともに健康で活力に満ちた生活を営むため、スポーツ・レクリエーションに

親しむことができる機会と場の提供に取り組みます。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔上尾市中学校吹奏楽演奏会（大谷中学校）〕 
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３ 平成２５年度 教育行政重点施策 

 

「平成２５年度上尾市教育行政重点施策」とは、平成２３年度にスタートし、今後５年間を計画

期間とした「上尾市教育振興基本計画」に位置付けられた７つの基本目標と施策に沿って、当該計

画の実効性をさらに高めるために策定したものです。 

市教育委員会では、「夢・感動教育 あげお」を基本理念とした当該計画とともに、本市教育の

振興・充実に努めます。  

 

〔基本目標Ⅰ〕 確かな学力と自立する力の育成  

児童生徒の生きる力をはぐくむため、アッピースマイルサポーターや中学１年生におけるアッ

ピースマイル教員の配置を行い、個々の児童生徒へのきめ細かな支援を推進するとともに、年間

授業日数を５日間増加させ、充実した教育活動を行い、「確かな学力」を育成します。 

また、今後さらに進展する国際化・情報化、科学技術の高度化などの社会の変化に対応するた

め、外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置による外国語活動・英語学習のより一層の質の向上を図り、

学校ＩＣＴ化の推進に取り組むとともに、児童生徒一人一人の社会的・職業的自立に向けて必要

な能力や態度を育てます。 

特別支援教育については、すべての児童生徒が、障害の有無にかかわらず、ともに学ぶ機会を

保障し、ノーマライゼーションの理念に基づく教育を推進し、「多様な学びの場」として、通常

学級、通級指導教室及び特別支援学級における教育の充実を図ります。 

幼児期の教育については、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであり、幼保小の連

携を図りつつ、幼児教育の質の向上に取り組むとともに、すべての子どもが質の高い幼児教育を

受けられるよう保護者の経済的負担の軽減等の取組を通じて、幼児教育の振興を図る幼稚園への

就園奨励に取り組みます。 

 

（施策と重点的な取組）                                   （ ）内は当初予算額 

施策１  創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 
① 確かな学力の定着と学力向上の推進       ③ 魅力ある学校づくりの推進 
② アッピースマイル教員の配置（中学校１年生３５人学級の実施） 

  

■主要事業 
○さわやかスクールサポート事業（学級支援）(80,990 千円)  ○魅力ある学校づくり事業(6,814 千円) 
○理科教育振興事業(171 千円) ○学力向上支援事業(7,553 千円) 
○教育に関する３つの達成目標推進事業(510 千円) 

 

施策２  時代の変化に対応した教育の推進 
① 国際理解教育の推進 ③ 環境教育の推進 
② ＩＣＴ機器の活用と情報教育の推進 ④ 伝統文化に親しむ教育の推進 

 

■主要事業 
○日本語指導職員派遣事業(2,981 千円) ○中学生海外派遣研修事業 (11,314 千円) 
○準教科書・副読本整備事業(14,594 千円) ○小中学校ＡＬＴ配置事業 (104,900 千円) 
○英語弁論暗唱大会開催事業(61 千円) ○緑のカーテン整備事業(600 千円) 

 

施策３  進路指導・キャリア教育の充実 
① 進路指導・キャリア教育の推進   ② 進路指導体制の充実   ③ 異校種間の連携 

  

■主要事業 

○中学生社会体験チャレンジ事業(651 千円) ○中学生進路意識啓発事業(116 千円) 
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施策４  特別支援教育の推進 
① 特別支援教育体制の充実  ② ニーズに応じた支援の推進  ③ 交流及び共同学習の推進 

  

■主要事業 
○特別支援学級補助員派遣事業(16,635 千円) ○特別支援教育推進事業(254 千円) 
○（再掲）さわやかスクールサポート事業（学級支援）(80,990 千円) 

 

施策５  幼児教育の推進 
① 保護者の経済的負担の軽減  ② 私立幼稚園への支援  ③ 市立幼稚園の適切な管理運営 

  

■主要事業 
○幼稚園管理運営事業(4,115 千円)         ○私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業(68,136 千円) 
○幼稚園就園奨励費補助事業 (314,673 千円)  ○私立幼稚園委託事務補助事業(18,270 千円) 

 

 

〔基本目標Ⅱ〕 豊かな心と健やかな体の育成  

豊かな心をはぐくむため、道徳教育、人権教育、読書環境、体験活動を充実するとともに、ア

ッピースマイル学校図書館支援員を配置し、読書活動の一層の推進を図ります。 

また、いじめや不登校など今日的な教育課題に対応するため、幼稚園・保育所・小学校・中学

校の連携を一層強化し、家庭・地域と一体となった生徒指導を推進するとともに、支援員や相談

員を配置し、教職員と児童生徒の信頼関係を深め、児童生徒の心を支える教育相談を充実するな

ど積極的に学校をサポートします。 

さらに、いじめ専用相談ダイヤルを設置し、児童生徒・保護者等の緊急相談等に対応し、いじ

めの早期解消を図ります。また、学校生活に関する児童生徒向けアンケート調査を行い、児童生

徒個々の状況を的確に把握するとともに、教職員を対象とした専門的な研修を実施し、いじめの

根絶を図ります。 

学校保健活動や食育の充実、安心・安全な給食の提供に努めるとともに、児童生徒の体力向上

に向けた取組を積極的に推進し、健やかな体を育成します。 
 

（施策と重点的な取組）                                   （ ）内は当初予算額 

施策１  豊かな心の育成 
① 道徳教育の充実 ④ 読書環境の充実と読書活動の推進 
② 特別活動・部活動の充実 ⑤ ボランティア・福祉教育の充実 
③ 体験活動の充実 ⑥ 幼・保・小連携の取組の推進 

  

■主要事業 

○学習支援事業(214 千円) ○（再掲）準教科書・副読本整備事業(14,594 千円) 
○さわやかスクールサポート事業（学校図書館支援）(18,139 千円) ○指導法改善事業(15,533 千円) 
○小中学校音楽会開催事業(919 千円) ○中学校部活動支援事業(3,099 千円) 
○（再掲）教育に関する３つの達成目標推進事業(510 千円) ○中学校吹奏楽演奏会開催事業(336 千円) 
○小学校図書整備事業(16,369 千円) ○中学校図書整備事業(11,976 千円) 
○図書館資料整備事業(33,704 千円) ○子どもの読書活動支援センタ－運営事業(8,408 千円)  

施策２  生徒指導の充実 
① 生徒指導体制の充実 ③ いじめ・暴力行為防止対策の推進 
② 総合的な不登校対策の推進 ④ 非行・問題行動防止対策の推進 

  

■主要事業 
○生徒指導推進事業(4,684 千円) ○【新規】 いじめ根絶対策事業（防止事業）(6,335 千円) 
○さわやか相談室運営事業(17,882 千円) ○【新規】 いじめ根絶対策事業（相談事業）(732 千円) 
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施策３  人権教育の推進 
① 人権教育推進体制の充実 ③ 人権教育研修の充実 
② 人権感覚育成プログラムの普及・活用 ④ 啓発活動の推進 

  

■主要事業 
○人権教育推進事業(1,470 千円) 

 

施策４  学校教育相談の充実 
① 教育相談体制の充実 ③ 就学相談の充実 
② 学校適応指導教室の充実 ④ 学校・教育センターの連携推進 

  

■主要事業 

○教育センター管理運営事業(456 千円) 
○不登校児童生徒の学校適応指導事業(4,671 千円) 
○（再掲）【新規】 いじめ根絶対策事業（防止事業）(6,335 千円) 
○（再掲）【新規】 いじめ根絶対策事業（相談事業）(732 千円) 
○教育相談事業(11,502 千円) 

 

施策５  学校保健の充実 
① 保健教育の推進      ② 保健管理の推進      ③ 学校保健組織活動の推進 

  

■主要事業 
○幼稚園環境衛生検査及び健康診断事業(364 千円) ○学校環境衛生検査事業(15,131 千円) 
○学校健康診断及び健康管理事業(86,598 千円) ○保健室管理運営事業(5,027 千円) 

 

施策６  食育の推進・学校給食の充実 
① 食に関する指導の充実      ② 学校給食の充実      ③ 学校給食の衛生管理の徹底 

  

■主要事業 
○小学校給食調理支援事業(115,818 千円) ○調理場備品等整備事業(45,923 千円) 
○小学校給食室設備整備事業(38,840 千円) ○調理業務委託事業(197,400 千円) 
○小学校給食食器更新事業(3,183 千円) ○献立作成事業(375 千円) 
○小学校給食管理運営事業(36,670 千円) ○中学校給食共同調理場管理運営事業(64,501 千円) 
○小学校給食室衛生管理推進事業(19,826 千円) 

 

施策７  児童生徒の体力向上 
① 体力向上の推進      ② 体育的行事・部活動の充実      ③ 体育・部活動支援の充実 

  

■主要事業 

○（再掲）中学校部活動支援事業(3,099 千円) ○（再掲）魅力ある学校づくり事業(6,814 千円) 
○中学校全国・関東大会等補助事業(1,552 千円) ○児童生徒体力向上推進事業(3,744 千円) 
○（再掲）教育に関する３つの達成目標推進事業(510 千円) 
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〔基本目標Ⅲ〕 安心・安全で質の高い学校教育の推進  

様々な課題に対応し、質の高い教育を実現するため、学校経営の改善・充実や教職員の資質の

向上に努めるとともに、児童生徒の人間として調和のとれた育成を目指して、教育課程を編成し、

指導法の改善に積極的に取り組みます。 

また、平成２４年３月に改訂した学校安全マニュアル（防災編）を基にした安全管理・安全教

育の充実、中央小学校の改築や耐震補強工事の実施、学校安全パトロールカー事業などのほか、通

学路の安全対策の実施により児童生徒を災害・犯罪から守るための安全対策を講じるとともに、

小学校、中学校の快適な学校環境整備を行います。 

さらに、小･中学校への電子黒板の整備や学校ＩＣＴ活用研修会、授業研究会の実施などによ

り、学校ＩＣＴを積極的に活用した教育を推進します。 

また、経済的理由で、進学や就学が困難な世帯に貸し付けや就学援助費補助等を行うことによ

り、誰もが質の高い学校教育を受けられるよう支援します。 
 

（施策と重点的な取組）                                   （ ）内は当初予算額 

施策１  教職員の資質・能力の向上 
① 教職員の事故防止の徹底と服務の厳正 ④ 指導法研究の充実 
② 教職員のライフステージに応じた研修の充実 ⑤ 教職員の健康管理・メンタルヘルスの推進 
③ 効果的な人事評価の推進 ⑥ 教師力アップ講座の実施 

  

■主要事業 

○市費学校職員健康診断事業(443 千円) ○（再掲）指導法改善事業(15,533 千円) 
○代替臨時教職員派遣事業(2,910 千円) ○教職員健康管理事業(16,175 千円) 

 

施策２  学校経営の改善・充実 
① 学校評価の実施・公表 ④ 学校評議員制度の活用 
② 地域の実態と学校規模に応じた教育活動の推進 ⑤ 特色ある学校づくりの推進 
③ 適切な教育課程の編成・実施・評価 

  

■主要事業 
○通学区域検討事業(255 千円) ○（再掲）指導法改善事業(15,533 千円) 
○通学区見直し区域登下校サポート事業(7,138 千円) ○（再掲）魅力ある学校づくり事業(6,814 千円) 
○教育関係団体振興推進事業(1,809 千円) ○元気な学校をつくる地域連携推進事業(438 千円) 
○学校評議員制度運営事業(592 千円) 

 

施策３  学校施設・設備の整備・充実 
① 校舎耐震化の推進 ③ 老朽校舎の大規模改修と維持・保全 
② 快適な学校環境の整備 ④ 学校図書館図書・教材の整備・充実 

  

■主要事業 

○学校環境美化等業務委託事業(43,818 千円) ○小学校校舎改築事業 (587,996 千円) 
○学校事務非常勤職員配置事業(37,313 千円) ○中学校管理運営事業 (363,451 千円) 
○（再掲）準教科書・副読本整備事業(14,594 千円) ○（再掲）中学校図書整備事業(11,976 千円) 
○小学校管理運営事業 (633,067 千円) ○中学校教育教材整備事業(11,153 千円) 
○（再掲）小学校図書整備事業(16,369 千円) ○中学校校舎改築事業(111,699 千円) 
○小学校教育教材整備事業(16,946 千円) 

 

施策４  学校のＩＣＴ化の推進 
① ＩＣＴ環境の整備 ② 教職員のＩＣＴ研修の充実 

  

■主要事業 

○（再掲）指導法改善事業(15,533 千円) ○中学校コンピュータ整備事業(49,318 千円) 
○小学校コンピュータ整備事業(97,223 千円) ○中学校電子黒板整備事業(1,320 千円) 
○小学校電子黒板整備事業(3,960 千円) 
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施策５  学校安全の推進 
① 生活安全・防犯教育の推進 ④ 学校安全管理の徹底 
② 交通安全教育の推進 ⑤ 学校安全パトロールカー事業の推進 
③ 防災教育の推進 

  

■主要事業 
○児童生徒安全推進事業(25,206 千円) ○【新規】 通学路安全対策事業(8,488 千円) 
○学校安全パトロールカー事業(3,333 千円) 

 

施策６  就学支援の充実 
① 進学に対する支援 ② 就学に対する援助 

  

■主要事業 
○入学準備金・奨学金貸付事業(8,406 千円) ○中学校就学援助費補助事業(34,414 千円) 
○（再掲）日本語指導職員派遣事業(2,981 千円) ○中学校特別支援教育就学奨励事業(3,347 千円) 
○外国人学校児童生徒保護者補助事業(732 千円) ○要保護児童生徒医療費援助事業(285 千円) 
○小学校就学援助費補助事業(20,904 千円) ○準要保護児童生徒給食費援助事業(74,545 千円) 
○小学校特別支援教育就学奨励事業(3,105 千円) 

 

 

 

 

 

〔基本目標Ⅳ〕 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上  

社会全体で教育に取り組む機運を高め、学校応援団の活動をはじめ、上尾市教育月間、学校フ

ァームなどの取組をとおして、学校・家庭・地域が一体となって児童生徒を育てる教育を充実し

ます。 

 

（施策と重点的な取組）                                   （ ）内は当初予算額 

施策１  学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進 
① 学校応援団活動の充実                   ③ 学校・家庭・地域・関係機関の連携推進 

② ＰＴＡ活動の活性化の推進 

  

■主要事業 
○（再掲）元気な学校をつくる地域連携推進事業(438 千円) ○社会教育団体等補助事業(1,997 千円) 

 

施策２  家庭教育の充実 
①家庭教育推進活動の実施                 ②親の学習の推進 

  

■主要事業 
○家庭教育推進事業(493 千円) 
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〔基本目標Ⅴ〕 生涯にわたる豊かな学びのサポート  

いつでも、どこでも、自分が学びたいときに学べる体制を整備しながら、自己実現と地域参加

を積極的に支援します。また、市民一人一人が人権を尊重し合う社会を実現するための施策を推

進します。 

図書館は、生涯学習の基盤施設として、くらしに役立つ情報提供サ－ビスの充実を図り、市民

の生活をサポ－トします。 

また、平成２４年７月に開設した「子どもの読書活動支援センタ－」では、上尾市のすべての

子どもを本好きにするために、読み聞かせやブックスタ－ト事業などに取り組みます。さらに、

学校・家庭・地域への情報の収集・提供等を行い、連携を強化する中で子どもの読書活動を推進

します。 

 

（施策と重点的な取組）                                   （ ）内は当初予算額 

施策１  生涯学習体制の充実 
① 生涯学習振興基本計画の推進 ③ 学習グループの支援 
② 生涯学習・社会教育情報の収集・提供 ④ 社会教育団体活動の支援 

  

■主要事業 
○生涯学習指導者活動推進事業(1,300 千円) ○（再掲）社会教育団体等補助事業(1,997 千円) 

 

施策２  生涯学習施設の整備 
① 公民館の整備と管理運営              ② 学校施設開放事業の充実 

  

■主要事業 

○学校施設開放（生涯学習）事業(2,064 千円) ○公民館管理運営事業(264,855 千円) 

 

施策３  生涯学習機会の提供 
① 公民館活動の充実                   ② 多様な学習機会の提供 

  

■主要事業 
○（再掲）生涯学習指導者活動推進事業(1,300 千円) ○生涯学習フェア・民俗芸能公演事業(2,742 千円) 
○成人式事業(1,170 千円) ○公民館講座事業(3,649 千円) 
○子ども大学推進事業(60 千円) 

 

施策４  人権教育の推進 
① 人権教育・啓発活動の推進            ③ 人権教育集会所の整備と管理運営 

② 人権教育集会所活動の推進 

  

■主要事業 
○人権教育推進事業(1,260 千円) ○人権教育集会所管理事業(12,733 千円) 
○人権教育集会所運営事業 (2,024 千円) 

 

施策５  図書館運営の充実 
① 図書館資料の整備・充実 ③ 図書館施設の整備・充実 
② 図書館サ－ビスの充実 ④ 子どもの読書活動支援センタ－の推進・充実 

  

■主要事業 

○図書館運営事業(153,692 千円) ○視聴覚ライブラリー事業(3,685 千円) 
○図書館施設管理事業(28,517 千円) ○（再掲）子どもの読書活動支援センタ－運営事業(8,408 千円) 
○（再掲）図書館資料整備事業 (33,704 千円) ○ブックスタート事業 (2,701 千円) 
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〔基本目標Ⅵ〕 文化芸術の創造と文化財の保護  

広く市民に芸術活動の発表の場として利用されている市民ギャラリーの運営や、市美術展覧会

や市民音楽祭の開催など、市民の文化・芸術活動の展開や活動団体の育成を支援し、市民が豊か

な文化を享受し、発信ができるような環境づくりを行います。 

また、伝統文化の継承、文化財の保存管理に努め、収集・整理を進め、学習活動を支援する環

境を整えるために、古文書整理事業などにも取り組みます。 

 

（施策と重点的な取組）                                   （ ）内は当初予算額 

施策１  文化芸術活動の推進 
① 文化芸術活動の支援 ③ 市民ギャラリーの運営・充実 
② 新しい文化芸術を創造する活動の支援 

  

■主要事業 
○文化芸術振興事業(2,137 千円) ○市民音楽祭事業(547 千円) 
○美術展覧会事業(1,390 千円) ○市民ギャラリー管理運営事業(20,560 千円) 

 

施策２  文化財の保護 
① 文化財の指定・登録と保存・管理 ④ 文化財の保存・活用 
② 埋蔵文化財の保護 ⑤ 歴史資料の収集・整理と保存・活用 
③ 無形民俗文化財の継承支援 

  

■主要事業 
○文化財調査・保存事業(2,709 千円) ○歴史資料調査事業(2,807 千円) 
○埋蔵文化財調査事業 (3,900 千円) ○市史担当分室及び資料室維持管理事業(109 千円) 
○文化財保護啓発事業 (279 千円) 

 

 

 
〔基本目標Ⅶ〕 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進  

スポーツ施設の整備・充実に努めるとともに、市民の継続的な生涯スポーツ活動の要となる団

体や指導者・リーダーの育成、スポーツイベントやスポーツ推進委員を中心とした地域スポーツ

活動の充実など、各種施策を推進するとともに、これらを体系的・計画的に推進していくために、

上尾市スポーツ推進計画を策定します。 

新たに、大学やスポーツ推進委員と連携した子どもの体力向上地域連携事業を実施し、今年度

は子どもたちの体力を調査し、地域や家庭でもできる、体力向上に向けた事業に取り組みます。 

また、市民のスポーツ・レクリエーション活動の拠点となる上尾市民体育館については、平成

２５年４月のリニューアルオープンに合わせ、指定管理者による管理運営を図り、利用者サービ

スの向上を図ります。 

 

 
（施策と重点的な取組）                                   （ ）内は当初予算額 

施策１  スポーツ推進計画の策定 
① スポーツ推進計画の策定 
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施策２  スポーツ施設の整備・充実 
① スポーツ施設の整備と管理運営              ② 学校体育施設の開放と設備の充実 

  

■主要事業 
○学校施設開放（スポーツ振興）事業(4,357 千円) ○市民体育館管理運営事業(61,797 千円) 
○屋外スポーツ施設管理事業(19,526 千円) 

 

施策３  スポーツ・レクリエーション事業の充実 
① スポーツ・レクリエーション大会の充実          ② スポーツ・レクリエーション教室の充実 

   

■主要事業 
○スポーツ大会・教室等開催事業 (19,116 千円) ○【新規】 子どもの体力向上地域連携事業(306 千円) 

 

施策４  スポーツ指導者の育成 
① スポーツ推進委員活動の充実               ② スポーツ指導者の育成・活用 

  

■主要事業 
○スポーツ活動推進事業(4,795 千円) 

 

施策５  スポーツ・レクリエーション活動の支援 
① スポーツ・レクリエーション団体の育成・支援     ② 総合型地域スポーツクラブの支援 

  

■主要事業 

○（再掲）スポーツ大会・教室等開催事業 (19,116 千円) 
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４ 上尾市教育委員会の活動 

 （１）平成２５年度 教育委員会会議の開催状況 

定例会・臨時会 開催日時 場 所 
出席 

委員数 

平成 25 年 4 月定例会 平成 25 年 4 月 19 日（金） １6：05 ～ 17：03 
上尾市役所 
教育委員室 

6 人 

平成 25 年 5 月定例会 平成 25 年 5 月 23 日（木） 13：32 ～ 14：54 
上尾市役所 
教育委員室 

6 人 

平成 25 年 6 月定例会 平成 25 年 6 月 27 日（木） １4：01 ～ １5：10 
上尾市役所 
教育委員室 

6 人 

平成 25 年 7 月定例会 平成 25 年 7 月 25 日（木） 14：０1 ～ 14：49 
上尾市役所 
教育委員室 

6 人 

平成 25 年 8 月定例会 平成 25 年 8 月 22 日（木） 15：32 ～ 16：58 
上尾市役所 
教育委員室 

6 人 

平成 25 年 9 月定例会 平成 25 年 9 月 26 日（木） 14：04 ～ 15：30 
上尾市役所 
教育委員室 

6 人 

平成 25 年 第２回臨時会 平成 25 年 10 月 15 日（火） 15：52 ～ 16：03 
上尾市立 
西小学校 5 人 

平成 25 年 10 月定例会 平成 25 年 10 月 24 日（木） 10：00 ～ 10：46 
上尾市役所 
教育委員室 

６人 

平成 25 年 11 月定例会 平成 25 年 11 月 28 日（木） 14：02 ～ 14：42 
上尾市役所 

教育委員室 
６人 

平成 25 年 12 月定例会 平成 25 年 12 月 26 日（木） 11：02 ～ 11：51 
上尾市役所 
教育委員室 

６人 

平成 26 年 1 月定例会 平成 26 年 1 月 30 日（木） 15：30 ～ 17：03 
上尾市役所 
大会議室 

５人 

平成 26 年 2 月定例会 平成 26 年 2 月 20 日（木） 14：09 ～ 15：55 
上尾市役所 

教育委員室 
６人 

平成 26 年 第１回臨時会 平成 26 年 3 月 24 日（月） 14：00 ～ 14：13 
上尾市役所 

教育委員室 
６人 

平成 26 年 3 月定例会 平成 26 年 3 月 27 日（木） 14：00 ～ 15：15 
上尾市役所 
教育委員室 

６人 

 
 

（２）平成２５年度 教育委員会議決案件 

議案番号 議 案 名 
採決 
結果 

議決番号 
議決 

年月日 

議案第15 号 
上尾市公民館運営審議会委員の委嘱又は任命につい
て 

全員一致 
原案可決 

議決第 15 号 

平成 25 年 
5 月 23 日 

議案第16 号 上尾市図書館協議会委員の任命について 
全員一致 

原案可決 
議決第 16 号 

議案第17 号 上尾市スポーツ推進審議会委員の任命について 
全員一致 

原案可決 
議決第 17 号 

議案第18 号 
上尾市立中学校給食共同調理場運営委員会委員の委
嘱又は任命について 

全員一致 
原案可決 

議決第 18 号 
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議案番号 議 案 名 
採決 
結果 

議決番号 
議決 

年月日 

議案第19 号 
平成２５年度上尾市一般会計補正予算に係る意見の
申出について 

全員一致 

原案可決 
議決第 19 号 

 議案第20 号 
工事請負契約の締結に係る意見の申出について（中
央小学校北校舎） 

全員一致 

原案可決 
議決第 20 号 

議案第21 号 
工事請負契約の締結に係る意見の申出について（中
央小学校南校舎） 

全員一致 

原案可決 
議決第 21 号 

議案第22 号 上尾市社会教育委員の委嘱・任命について 
全員一致 
原案可決 

議決第 22 号 

平成 25 年 
6 月 27 日 

議案第23 号 
上尾市立人権教育集会所運営委員会委員の委嘱・任
命について 

全員一致 
原案可決 

議決第 23 号 

議案第24 号 上尾市図書館協議会委員の委嘱・任命について 
全員一致 
原案可決 

議決第 24 号 
平成 25 年 
7 月 25 日 

議案第25 号 
平成２４年度上尾市一般会計歳入歳出決算の認定に
係る意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第 25 号 
平成 25 年 
8 月 22 日 

議案第26 号 平成２６年度当初教職員人事異動の方針について 
全員一致 
原案可決 

議決第 26 号 

平成 25 年 
9 月 26 日 

議案第27 号 
平成２５年度教育に関する事務の管理及び執行の状
況の点検及び評価について 

全員一致 
原案可決 

議決第 27 号 

議案第28 号 県費負担教職員の人事について 
全員一致 
原案可決 

議決第 28 号 
平成 25 年 

10 月 15 日 

議案第29 号 
上尾市民ギャラリー条例の一部を改正する条例の制
定に係る意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第 30 号 

平成 25 年 
10 月 24 日 

議案第30 号 
上尾市立小・中学校通学区域に関する規則の一部を
改正する規則の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第 29 号 

議案第31 号 
平成２６年度当初給食調理員及び用務員人事異動方
針について 

全員一致 
原案可決 

議決第 31 号 

平成 25 年 

11 月 28 日 
議案第32 号 

平成２５年度教育に関する事務の管理及び執行の状
況の点検及び評価に係る報告書の提出について 

全員一致
原案可決 

議決第 32 号 

議案第33 号 
平成２５年度上尾市一般会計補正予算に係る意見の
申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第 33 号 

議案第34 号 
平成２６年度以降の小・中学校給食費の改定につい
て 

全員一致 
原案可決 

議決第 34 号 
平成 25 年 

12 月 26 日 

議案第1 号 
上尾市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定に係
る意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第 3 号 

平成 26 年 
1 月 30 日 

議案第2 号 
上尾市社会教育委員に関する条例の一部を改正する
条例の制定に係る意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第 4 号 

議案第3 号 
上尾市生涯学習推進市民会議条例を廃止する条例の
制定に係る意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第 5 号 
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議案番号 議 案 名 
採決 
結果 

議決番号 
議決 

年月日 

議案第4 号 スポーツ推進審議会委員の任命について 
全員一致 
原案可決 

議決第 1 号 

 

議案第5 号 
上尾市民ギャラリー管理規則の一部を改正する規則
の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第 2 号 

議案第6 号 
平成２６年度当初教職員人事異動に係る内申につい
て 

全員一致 
原案可決 

議決第 11 号 

平成 26 年 
2 月 20 日 

議案第7 号 
平成２５年度上尾市一般会計補正予算に係る意見の
申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第 9 号 

議案第8 号 
平成２６年度上尾市一般会計予算に係る意見の申出
について 

全員一致 
原案可決 

議決第 10 号 

議案第9 号 
上尾市社会教育指導員設置規則の一部を改正する規
則の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第 6 号 

議案第10 号 上尾市スポーツ推進計画の策定について 
全員一致 
原案可決 

議決第 7 号 

議案第11 号 
上尾市いじめの防止等のための基本的な方針案の策
定について 

全員一致 
原案可決 

議決第 8 号 

議案第12 号 
教育委員会事務局及び教育機関の職員の人事異動に
ついて 

全員一致 
原案可決 

議決第 12 号 
平成 26 年 
3 月 24 日 

議案第13 号 
平成２６年度上尾市教育行政重点施策の策定につい
て 

全員一致 
原案可決 

議決第 13 号 

平成 26 年 
3 月 27 日 

議案第14 号 
上尾市教育委員会事務局組織規則等の一部を改正す
る規則の制定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 14 号 

議案第15 号 
上尾市教育委員会の権限に属する事務の委任等に関
する規則の一部を改正する規則の制定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 15 号 

議案第16 号 上尾市文化財調査専門員設置規則の制定について 
全員一致 

原案可決 
議決第 16 号 

議案第17 号 
上尾市立小・中学校職員服務規程の一部を改正する
規則の制定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 17 号 

議案第18 号 
上尾市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則
の制定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 18 号 

議案第19 号 
上尾市立小・中学校使用教科用図書の採択に関する
規則の制定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 19 号 

議案第20 号 
上尾市スクールソーシャルワーカー設置規則の制定
について 

全員一致 

原案可決 
議決第 20 号 

議案第21 号 
上尾市教育相談員、学校適応指導教室指導員等設置
規則の一部を改正する規則の制定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 21 号 

議案第22 号 
上尾市教育委員会の権限に属する事務の決裁に関す
る規程の一部を改正する訓令の制定について 

全員一致 

原案可決 
議決第 22 号 

議案第23 号 上尾市文化財保護審議会委員の委嘱について 
全員一致 
原案可決 

議決第 23 号 
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（３）平成２５年度教育委員会委員の主な活動 

月日 件 名 場所 

4 月1 日 小・中学校新採用・転入教職員等着任式 上尾小学校 

4 月5 日 上尾市学校評議員委嘱式及び研修会 上尾市文化センター 

4 月8 日 小・中学校入学式 市内小・中学校 

4 月19 日 教育委員会４月定例会 上尾市役所 

4 月26 日 上尾・桶川・伊奈教育委員会連絡協議会総会 上尾市役所 

5 月8 日 埼玉県南部地区教育委員会連合会理事会・総会 川口市フレンディア 

5 月23 日 教育委員会５月定例会 上尾市役所 

５月25・26 日 上尾市立小学校運動会 市内各小学校 

5 月28 日 埼玉県市町村教育委員会連合会総会 秩父ミューズパーク 

5 月31 日 関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会 つくば国際会議場 

６月1 日 上尾市立中学校体育祭 上尾中学校 

6 月3 日 埼玉県市町村教育委員会教育委員研究協議会 さいたま商工会議所 

6 月27 日 教育委員会６月定例会 上尾市役所 

7 月４日 上尾・桶川・伊奈教育委員会連絡協議会視察研修 東京都杉並区 ゆう杉並 

7 月23 日 上尾市中学校吹奏楽演奏会 上尾市文化センター 

7 月25 日 教育委員会７月定例会 上尾市役所 

８月9 日 中央小学校内覧会 中央小学校 

8 月22 日 教育委員会８月定例会 上尾市役所 

9 月21 日 中学校体育祭 市内各中学校 

9 月26 日 教育委員会９月定例会 上尾市役所 

9 月14・18・22・
28・29 日 

小学校運動会 市内各小学校 

10 月6 日 平方幼稚園運動会 平方幼稚園 

10 月12 日 東中学校向原分校体育祭 向原分校 

10 月13 日 上尾市民体育祭 上尾運動公園 

10 月15 日 西小学校委嘱研究発表、教育委員会第２回臨時会 西小学校 

10 月18 日 西中学校委嘱研究発表 西中学校 

10 月23 日 上尾市小学校連合運動会 上尾運動公園 

10 月24 日 教育委員会１０月定例会 上尾市役所 

10 月29 日 平方小学校委嘱研究発表 平方小学校 

10 月31 日 大石南中学校委嘱研究発表 大石南中学校 

11 月5 日 平方北小学校委嘱研究発表 平方北小学校 

11 月13 日 上尾市立小・中学校音楽会 上尾市文化センター 

11 月15 日 上尾中学校委嘱研究発表 上尾中学校 

11 月17 日 上尾シティマラソン 上尾運動公園 

11 月20 日 原市中学校委嘱研究発表 原市中学校 

11 月28 日 教育委員会１１月定例会 上尾市役所 

12 月26 日 教育懇談会、教育委員会１２月定例会 上尾市役所 

1 月5 日 新春懇談会 上尾市文化センター 
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27 〔４ 上尾市教育委員会の活動〕 

月日 件 名 場所 

1 月6 日 教育委員会年頭式 上尾公民館 

1 月12 日 成人式 上尾市文化センター 

1 月24 日 上平小学校委嘱研究発表 上平小学校 

1 月28 日 大石北小学校委嘱研究発表 大石北小学校 

1 月30 日 教育委員会１月定例会 上尾市役所 

2 月5 日 原市小学校委嘱研究発表 原市小学校 

2 月9 日 上尾市民駅伝競走大会 上尾運動公園 

2 月19 日 埼玉県教育長賞受賞給食試食会、東小学校委嘱研究発表 大石小学校、東小学校 

2 月20 日 教育委員会 2 月定例会 上尾市役所 

3 月14 日 中学校卒業証書授与式 市内各中学校 

3 月16 日 中央小学校竣工式 中央小学校 

3 月24 日 小学校卒業証書授与式、第１回教育委員会臨時会 市内各小学校、上尾市役所 

3 月27 日 教育委員会３月定例会 上尾市役所 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

〔西小学校委嘱研究発表〕 〔教育委員会定例会〕 

〔小・中学校新採用・転入教職員等着任式〕 〔埼玉県教育長賞受賞給食試食会(大石小学校)〕 
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29 〔５ 平成２５年度 教育費予算額〕 

５ 平成２５年度 教育費予算額 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）平成２５年度 上尾市一般会計歳出予算（当初）【目的別】 

 
平成２５年度 平成２４年度 比較増減 （C） 

〔（A）―（B）〕 

増減率 

〔（C）/ （B）＊100〕 予算額 （A） 構成比(%) 予算額 （B） 構成比(%) 

議 会 費 ４３６，４２４ ０．８ ４５２，２４６ ０．８ ▲１５，８２２ ▲３．５ 

総 務 費 ７，０９３，３８６ １２．７ ７，０５３，５３２ １２．５ ３９，８５４ ０．６ 

民 生 費 ２２，７１９，０２０ ４０．７ ２２，３５７，６５７ ３９．８ ３６１，３６３ １．６ 

衛 生 費 ４，９７６，３８３ ８．９ ５，５６８，１２１ ９．９ ▲５９１，７３８ ▲１０．６ 

農林水産業費 １６７，８７２ ０．３ １７３，４９６ ０．３ ▲５，６２４ ▲３．２ 

商 工 費 ４４６，８９４ ０．８ ４５８，１０１ ０．８ ▲１１，２０７ ▲２．４ 

土 木 費 ５，４５１，１８２ ９．８ ５，５３７，６９７ ９．９ ▲８６，５１５ ▲１．６ 

消 防 費 ２，４３１，６００ ４．３ ２，３５８，７７２ ４．２ ７２，８２８ ３．１ 

教 育 費 ５，５３３，５８８ ９．９ ５，４９５，２９４ ９．８ ３８，２９４ ０．７ 

公 債 費 ６，５４３，６５１ １１．７ ６，６７５，０８４ １１．９ ▲１３１，４３３ ▲２．０ 

予 備 費 ８０，０００ ０．１ ８０，０００ ０．１ ０ ０．０ 

合 計 ５５，８８０，０００ １００．０ ５６，２１０，０００ １００．０ ▲３３０，０００ ▲０．６ 

 

（単位：千円） 

平成２５年度 上尾市一般会計予算（当初） [ 単位：千円 ] 

総務費 
７，０９３，３８６ 

（１２．７％） 

民生費 
２２，７１９，０２０ 

（４０．７％） 

衛生費 
４，９７６，３８３ 

（８．９％） 

農林水産業費 
１６７，８７２ 

（０．３％） 

商工費 
４４６，８９４ 

（０．８％） 

土木費 
５，４５１，１８２ 

（９．８％） 

消防費 
２，４３１，６００ 

（４．４％） 

公債費 
６，５４３，６５１ 

（１１．７％） 

議会費 
４３６，４２４ 

（０．８％） 

教育費 
５，５３３，５８８ 

（９．９％） 教育総務費 
８２５，１２８ 

（１４．９％） 

保健体育費 
１，３２４，５２６ 

（２３．９％） 

社会教育費 
９４３，６１１ 

  （１７．１％） 

小学校費 
１，３９５，１１１ 

（２５．２％） 

幼稚園費 
４５０，８４８ 

（８．１％） 

中学校費 
５９４，３６４ 

（１０．７％） 

予備費 
８０，０００ 

（０．１％） 
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（２）平成２５年度 教育費歳出予算内訳（当初） 

平成２5年度 平成２4年度 比較増減 対前年度比

825,128 842,976 ▲ 17,848 ▲ 2.12

教育委員会費 4,768 4,749 19 0.40

事務局費 465,395 474,380 ▲ 8,985 ▲ 1.89

教育指導費 319,225 328,817 ▲ 9,592 ▲ 2.92

教育センター運営費 35,740 35,030 710 2.03

1,395,111 1,047,709 347,402 33.16

学校管理費 745,831 740,973 4,858 0.66

教育振興費 61,284 71,779 ▲ 10,495 ▲ 14.62

学校建設費 587,996 234,957 353,039 150.26

594,364 515,334 79,030 15.34

学校管理費 420,455 410,505 9,950 2.42

教育振興費 62,210 67,204 ▲ 4,994 ▲ 7.43

学校建設費 111,699 37,625 74,074 196.87

450,848 425,140 25,708 6.05

幼稚園費 450,848 425,140 25,708 6.05

943,611 777,617 165,994 21.35

社会教育総務費 134,360 140,137 ▲ 5,777 ▲ 4.12

公民館費 408,993 208,361 200,632 96.29

図書館費 364,446 365,155 ▲ 709 ▲ 0.19

子どもの読書活動推進費 11,109 6,975 4,134 59.27

集会所運営費 14,757 13,091 1,666 12.73

文化財保護費 7,030 10,515 ▲ 3,485 ▲ 33.14

市史編さん費 2,916 33,383 ▲ 30,467 ▲ 91.27

1,324,526 1,886,518 ▲ 561,992 ▲ 29.79

保健体育総務費 314,808 324,135 ▲ 9,327 ▲ 2.88

学校給食費 590,995 580,227 10,768 1.86

共同調理場運営費 308,199 301,933 6,266 2.08

社会体育費 29,201 26,529 2,672 10.07

スポーツ施設費 81,323 653,694 ▲ 572,371 ▲ 87.56

5,533,588 5,495,294 38,294 0.70

○社会教育費

○保健体育費

合　　計

○教育総務費

○小学校費

○中学校費

○幼稚園費

（単位：千円） 



〔 Ⅱ 教育委員会活動 〕 

31 〔５ 平成２５年度 教育費予算額〕 

 

（３）平成２５年度 教育予算主要事業概要 ［★印は新規事業］ 

教育総務費  

○教育指導費 
きめ細かな学習指導を展開するため、引き続きさわやかスクールサポート事業に係る経費を計上している。

また、小中学校にエアコンが整備されたことも踏まえ、充実した教育活動を実施するため新たに年間授業日数
を 5 日間増加するほか、いじめを根絶するための事業に係る経費を計上している。 

         事 業 名 （★印は新規事業） 
平成２５年度

予算額 
平成２４年度 

予算額 

★新規★ 充実した教育活動の実施      

(小中学校における夏季休業日を 5 日間短縮) 

4,854 

※該当事業予算の集計額 
― 

さわやかスクールサポート事業(学級支援) 

(アッピースマイルサポーター70 人など) 
80,990 80,080 

さわやかスクールサポート事業(学校図書館支援) 

(小学校に週５日全校配置など) 
18,139 18,139 

中学生海外派遣研修事業 11,314 8,935 

小中学校ＡＬＴ配置事業(小中学校に全校配置) 104,900 104,900 

★新規★ いじめ根絶対策事業(防止事業) 

(教員研修、児童生徒アンケートの実施) 
6,335 ― 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円） 
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〔５ 平成２５年度 教育費予算額〕 32 

〔
耐
震
補
強
工
事
〕 

〔
中
央
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
〕 

〔
受
水
槽
改
修
〕 

○教育センター運営費 
教育相談・不登校児童生徒の学校適応指導などに係る経費のほか、新たにいじめを根絶するための相談体

制の強化を図るための経費を計上している。 

さわやか相談室運営事業 17,882 17,848 

★新規★ いじめ根絶対策事業(相談事業) 

(いじめﾎｯﾄﾗｲﾝ設置、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ配置) 
732 ― 

 

 

 小学校費・中学校費  

○学校管理費 
学校施設の管理運営(屋上防水、受水槽などの改修を含む)に係る

経費のほか、平成 25 年 4 月より開設する大石南中学校の特別支援学
級の運用経費や新たに平成 26 年 4 月に開設を予定している西小学校
の通級指導教室の整備に係る経費を計上している。 

★新規★ 小学校管理運営事業 

(西小学校に通級指導教室を開設) 

633,067 

（3,000） 

548,418 

   （―） 

中学校管理運営事業 363,451 326,337 

 

○学校建設費 
中央小学校校舎改築工事(平成 25 年度完成予定)及び上尾中

学校の校舎改築実施設計に係る経費を計上している。なお、平成
24 年度 3 月補正予算に小学校 2 校、中学校 10 校の大規模改
造・耐震補強工事に係る経費を前倒し計上し、平成 25 年度中に
実施する。 

※ 平成 26、27 年度に改築工事を実施する上尾中学校を除き、 

 すべての小中学校の耐震補強工事が完了。 

小学校校舎改築事業（中央小学校） 587,996 234,757 

中学校校舎改築事業（上尾中学校） 111,699 36,225 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 幼稚園費  

○幼稚園費 
平方幼稚園の管理運営に係る経費、就園奨励費補助金、私立幼稚園児保護者負担軽減費補助金に係る

経費を計上している。 

幼稚園就園奨励費補助事業 314,673 295,094 

私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 68,136 69,896 
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33 〔５ 平成２５年度 教育費予算額〕 

 

 社会教育費  

○社会教育総務費 
学校施設開放に係る経費や美術展覧会など文化・芸術に係る経費のほか、市制施行 55 周年記念事業とし

て生涯学習フェア・民俗芸能公演を実施するための経費を計上している。  

★新規★ 生涯学習指導者活動推進事業 

(まなびすと指導者登録者名簿の作成) 

1,300 

（699） 

620 

（－） 

学校施設開放（生涯学習）事業 2,064 2,341 

美術展覧会事業 1,390 1,379 

★新規★ 生涯学習フェア・民俗芸能公演事業【55 周年】 2,742 ― 

 

 

 

 

 

 

○公民館費 
市内 6 公民館の管理運営に係る経費のほか、原市公民館用地購入に係る経費を計上している。 

★新規★ 公民館管理運営事業 

(原市公民館の用地購入) 

264,855 

（174,611） 

84,324 

（－）  

 

 

 

 

 

 

 

○図書館費 
図書館本館、上尾駅前・大石・瓦葺・平方・たちばなの5分館、各公民館図書室の図書の購入や貸出しに係

る経費を計上している。 

図書館運営事業 153,692 158,671 

図書館資料整備事業 28,517 37,797 
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○子どもの読書活動推進費 
富士見小学校内に設置した子どもの読書活動支援センターの運営に係る経費を計上している。 

子どもの読書活動支援センター運営事業 8,408 4,087 

ブックスタート事業 2,701 2,888 

 

○集会所運営費 
人権教育推進の拠点施設である原市・畔吉集会所の講座などの開催に係る経費を計上している。 

人権教育集会所運営事業 2,024 2,061 

○文化財保護費 
文化財の保護、普及に係る経費のほか、市制施行 55 周年記念事業として、夏休みに子どもを対象として実

施するクイズラリーに係る経費を計上している。 

埋蔵文化財調査事業 3,900 4,789 

★新規★ 文化財保護啓発事業 

(夏休み上尾の歴史クイズラリー【55 周年】) 

279 

（222） 

57 

（－） 

 

 

 

 

 

 

 

 保健体育費  

○保健体育総務費 
児童生徒の各種健康診断や防犯ブザーの貸与に係る経費のほか、新たに通学路の安全対策を実施するた

めの道路整備等に係る経費を計上している。 

学校健康診断及び健康管理事業 86,598 85,880 

児童生徒安全推進事業 25,206 20,749 

★新規★ 通学路安全対策事業 8,488 ― 

○学校給食費 
小学校の学校給食に係る経費のほか、経済的な理由により就学困難な児童生徒の保護者に対する学校給

食費の援助に係る経費を計上している。 

準要保護児童生徒給食費援助事業 74,545 77,427 
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○共同調理場運営費 
中学校給食共同調理場及び各中学校の調理業務や配送などに係る経費を計上している。 

調理業務委託事業 197,400 199,763 

○社会体育費 
市民体育祭や市民駅伝競走大会、シティマラソンなどのイベントの開催・補助に係る経費を計上している。 

★新規★ スポーツ大会・教室等開催事業 

(スポーツ講演会【55 周年】) 

19,116 

（300） 

17,530 

（－） 

 

 

 

 

 

 

 

○スポーツ施設費 
スポーツ施設などの管理運営に係る経費のほか、市民サービスの向上とコスト削減の両立を図るため、市民

体育館に指定管理者制度を導入し、管理運営するための経費を計上している。(5 年間で約 4,500 万円の削
減)  

屋外スポーツ施設管理運営事業 19,526 18,703 

★新規★ 市民体育館管理運営事業 

(平成 25 年度より指定管理者制度を導入) 

※平成 24 年度予算額には人件費相当分を含まない 

61,797 20,291 
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６ 平成２５年度 教育費決算額 

（１）平成２５年度教育費決算 節別内訳 

節 名 教育費合計 教育総務費 小学校費  

１節 報酬 131,328,670  36,342,000  0   

２節 給料 653,743,487  192,824,420  7,718,226   

３節 職員手当等 347,258,218  122,537,570  3,995,986   

４節 共済費 204,565,837  61,543,878  2,536,518   

５節 災害補償費 0  0  0   

６節 恩給退職年金 0  0  0   

７節 賃金 285,017,485  168,157,085  0   

８節 報償費 16,973,884  4,610,400  2,295,582   

９節 旅費 3,245,464  1,960,173  0   

１０節 交際費 339,500  339,500  0   

１１節 需用費 637,954,645  30,288,553  268,395,145   

  消耗品費 180,670,337  24,861,121  63,382,741   

  燃料費 37,705,727  0  1,838,406   

  食糧費 310,234  32,550  0   

  印刷製本費 13,513,071  5,389,972  2,583,838   

  光熱水費 306,168,588  0  155,538,834   

  修繕料 96,543,614  3,600  45,051,326   

  賄材料費 516,900  0  0   

  飼料費 0  0  0   

  医薬材料費 2,526,174  1,310  0   

１２節 役務費 39,123,766  1,972,798  16,639,923   

１３節 委託料 823,946,986  148,108,883  77,870,058   

１４節 使用料及び賃借料 435,899,881  2,062,045  225,368,501   

１５節 工事請負費 2,085,128,280  0  1,545,494,430   

１６節 原材料費 2,201,084  0  1,228,921   

１７節 公有財産購入費 199,070,618  0  0   

１８節 備品購入費 185,934,159  9,679,300  74,526,303   

１９節 負担金補助及び交付金 471,063,053  15,906,710  6,338,000   

２０節 扶助費 123,859,216  0  22,220,460   

２１節 貸付金 5,180,000  5,180,000  0   

２２節 補償・補てん及び賠償金 0  0  0   

２３節 償還金・利子及び割引料 10,214  10,214  0   

２４節 投資及び出資金 0  0  0   

２５節 積立金 44,337  0  0   

２６節 寄附金 0  0  0   

２７節 公課費 0  0  0   

２８節 繰出金 0  0  0   

合  計 6,651,888,784 801,523,529   2,254,628,053  
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中学校費 幼稚園費 社会教育費 保健体育費  節 名 

0  363,750  28,831,000  65,791,920   報酬 １節 

4,016,664  21,841,651  180,346,582  246,995,944   給料 ２節 

2,098,015  11,292,678  89,187,345  118,146,624   職員手当等 ３節 

1,315,498  6,772,984  55,241,059  77,155,900   共済費 ４節 

0  0  0  0   災害補償費 ５節 

0  0  0  0   恩給退職年金 ６節 

0  0  5,896,990  110,963,410   賃金 ７節 

2,274,400  27,000  6,305,834  1,460,668   報償費 ８節 

0  100,391  956,260  228,640   旅費 ９節 

0  0  0  0   交際費 １０節 

139,412,372  1,114,227  60,740,499  138,003,849   需用費 １１節 

38,678,667  638,315  11,161,052  41,948,441    消耗品費  

1,405,705  148,331  340,461  33,972,824    燃料費  

0    178,304  99,380    食糧費  

1,254,473  30,000  2,741,226  1,513,562    印刷製本費  

74,498,435    34,128,358  42,002,961    光熱水費  

23,575,092  286,650  12,169,519  15,457,427    修繕料  

0  0  0  516,900    賄材料費  

0  0  0  0    飼料費  

0  10,931  21,579  2,492,354    医薬材料費  

10,418,828  190,741  4,240,422  5,661,054   役務費 １２節 

101,345,381  573,720  172,476,581  323,572,363   委託料 １３節 

110,071,721  13,782  54,008,586  44,375,246   使用料及び賃借料 １４節 

524,897,100  1,097,250  115,500  13,524,000   工事請負費 １５節 

583,513  0  0  388,650   原材料費 １６節 

0  0  199,070,618  0   公有財産購入費 １７節 

40,557,555  647,500  35,316,215  25,207,286   備品購入費 １８節 

8,002,000  394,349,135  9,449,208  37,018,000   負担金補助及び交付金 １９節 

32,541,151  0  0  69,097,605   扶助費 ２０節 

0  0  0  0   貸付金 ２１節 

0  0  0  0   補償・補てん及び賠償金 ２２節 

0  0  0  0   償還金・利子及び割引料 ２３節 

0  0  0  0   投資及び出資金 ２４節 

0  0  44,337  0   積立金 ２５節 

0  0  0  0   寄附金 ２６節 

0  0  0  0   公課費 ２７節 

0  0  0  0   繰出金 ２８節 

977,534,198 438,384,809 902,227,036 1,277,591,159  合  計 

 

（単位：円） 
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（２）平成２５年度教育費決算 人件費等に関する調 

※この表は、費目毎の正規職員（小・中学校に勤務する県費負担教職員は除く。）に対する給与等（給料・諸手当・共済

費）、非常勤特別職職員に対する報酬 及び 臨時職員に対する賃金を掲載。なお、報酬及び賃金については、

該当評価シートの事業費に含み掲載しているが、正規職員に対する給与等は含まれていない。 

【教育総務費】 

目 節 決算額 備考 

１ 教育委員会費 １ 報酬 3,972,000 教育委員会委員報酬 ５人 

２ 事務局費 

 
２ 給料 192,824,420 

教育長・職員給与等 ４３人 
（総務課・学務課・指導課・教育センター） 

 
３ 職員手当等 122,537,570 

 
４ 共済費 61,543,878 

計 376,905,868 

７ 賃金 36,902,250 臨時学校事務職員パート賃金 
（市立小・中学校３３校に臨時職員を配置） 

３ 教育指導費 ７ 賃金 130,851,535 

病休代替等臨時教職員賃金 
特別支援学級補助員賃金 
日本語指導職員賃金 

アッピースマイルサポーター賃金 

アッピースマイル教員賃金 

アッピースマイル学校図書館支援員賃金 
生徒指導支援員賃金 

４ 教育センター運営費 １ 報酬 32,370,500 

さわやか相談室相談員報酬 １１人 
学校適応指導教室指導員報酬 ３人 
教育相談員報酬 ４人 
臨床心理士報酬 ２人 

【小学校費】 

目 節 決算額 備考 

１ 学校管理費 

 
２ 給料 7,718,226 

職員給与等 ２人 （市立小学校用務員）  
３ 職員手当等 3,995,986 

 
４ 共済費 2,536,518 

計 14,250,730 

【中学校費】 

目 節 決算額 備考 

１ 学校管理費 

 
２ 給料 4,016,664 

職員給与等 １人 （市立中学校用務員）  
３ 職員手当等 2,098,015 

 
４ 共済費 1,315,498 

計 7,430,117 

【幼稚園費】 

目 節 決算額 備考 

１ 幼稚園費 

１ 報酬 363,750 学校薬剤師報酬 １人 
学校医報酬 ２人 

 
２ 給料 21,841,651 

職員給与等 ６人 （市立幼稚園教諭）  
３ 職員手当等 11,292,678 

 
４ 共済費 6,772,984 

計 39,907,313 
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【社会教育費】 

目 節 決算額 備考 

１ 社会教育総務費 

１ 報酬 2,769,000 社会教育指導員報酬 ２人 
社会教育委員報酬 １１人 

 
２ 給料 45,878,575 

職員給与等 １５人 （生涯学習課）  
３ 職員手当等 24,067,031 

 
４ 共済費 14,847,882 

計 84,793,488 

２ 公民館費 

１ 報酬 18,379,000 社会教育指導員報酬 １４人 
公民館運営審議会委員報酬 １３人 

 
２ 給料 58,911,861 

職員給与等 １３人 （公民館６館）  
３ 職員手当等 29,483,121 

 
４ 共済費 18,871,917 

計 107,266,899 

３ 図書館費 

１ 報酬 129,000 図書館協議会委員報酬 １０人 

 
２ 給料 75,556,146 

職員給与等 １６人 （図書館）  
３ 職員手当等 35,637,193 

 
４ 共済費 21,521,260 

計 132,714,599 

７ 賃金 3,902,340 図書館事務パート賃金 

４ 子どもの読書活動 
推進費 

１ 報酬 2,520,000 子どもの読書活動支援センター協力員報酬 ２人 

７ 賃金 820,000 パート賃金 

５ 集会所運営費 １ 報酬 3,264,000 社会教育指導員報酬 ２人 
人権教育集会所運営委員会委員報酬 ２０人 

６ 文化財保護費 
１ 報酬 80,000 文化財保護審議会委員報酬 ７人 

７ 賃金 1,174,650 
遺物整理員賃金 

埋蔵文化財発掘調査員賃金 

【保健体育費】 

目 節 決算額 備考 

１ 保健体育総務費 

１ 報酬 61,495,920 学校薬剤師報酬 ３４人・学校医報酬 １７９人 

 
２ 給料 84,941,478 

職員給与等 ２０人 
（スポーツ振興課・ 
    学校保健課・中学校給食共同調理場） 

 
３ 職員手当等 48,003,848 

 
４ 共済費 26,412,011 

計 159,357,337 

７ 賃金 1,989,430 健康診断業務等パート賃金・保健事務補助パート賃金 

２ 学校給食費 

 
２ 給料 162,054,466 

職員給与等 ４３人（市立小学校給食調理員）  
３ 職員手当等 70,142,776 

 
４ 共済費 50,743,889 

計 282,941,131 

７ 賃金 108,973,980 
嘱託給食調理員賃金 
臨時給食調理員賃金 
臨時短期給食調理員賃金 

３ 共同調理場運営費 １ 報酬 66,000 共同調理場運営委員会委員報酬 ４人 

４ 社会体育費 １ 報酬 4,230,000 スポーツ推進審議会委員報酬 １３人 
体育指導委員報酬 ４８人 
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（３）平成２５年度教育費決算 性質別歳出内訳及び財源内訳 

体育施設費

等
学校給食費

人件費 1,254,975 325,293 54,024 46,193 40,116 344,900 55,165 389,284

物件費 2,097,139 20,625 780,689 426,503 1,380 327,022 81,067 459,853

維持補修費 62,586 31,658 17,603 240 9,986 3,099

扶助費 76,190 2,483 3,000 2,116 68,591

補助費等 493,481 414,895 21,933 17,473 82 18,569 20,055 474

普通建設事
業費

2,549,699 252 1,680,786 641,237 1,130 205,162 389 20,743

積立金 44 44

投資及び出
資金

0

貸付金 5,180 5,180

繰出金 0

歳出合計 6,539,294 766,245 2,571,573 1,152,009 45,064 905,683 159,775 938,945

国庫支出金 675,591 75,133 479,748 119,960 750

都道府県支
出金

11,113 1,031 387 8,926 375 394

使用料・手
数料

25,283 199 140 5,095 18,758 1,091

分担金・負
担金

・寄付金

財産収入 44 44

繰入金 2,137 2,137

諸収入 12,071 5,182 1602 5,080 193 14

繰越金 123,982 43,804 80,178

地方債 1,376,000 907,700 301,400 166900

一般財源等 4,313,073 684,899 1,138,133 641,405 39,969 711,639 158,491 938,537

総　額 教育総務費 小学校費 中学校費 幼稚園費 社会教育費

保健体育費

0

 

 

 

 

［出典：平成２５年度 地方財政状況調査（１１表）］ 

 

 

 

 

 

人件費：報酬、給料、手当等、一定の勤務に対する対価、報酬

として地方公共団体から支払われる一切の経費。 

物件費：人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外の地方公

共団体が支出する消費的性質の経費の総称で、パート賃金、旅

費、教育委員会交際費、需用費、役務費、備品購入費、報償費、

委託料、使用料及び賃借料、原材料費等をいう。 

維持補修費：地方公共団体が管理する公共用又は公用施設の効

用を維持するための経費をいう。 

扶助費：地方公共団体が法律に基づいて支給する費用及び地方公

共団体が単独で行う各種扶助の支出額をいう。教育費では就学援

助費等が該当する。 

補助費等：報償費のうち報償金及び賞賜金、役務費のうち保険

料、物件費に計上されない委託料、負担金補助及び交付金、公

課費などをいう。 

普通建設事業費：投資的経費の代表的なもので、道路、橋りょ

う、学校などの建設・大規模修繕等に要する経費。 

（単位：千円） 

物件費 
２，０９７，１３９ 
（３２．０７％） 

人件費 
１，２５４，９７５ 
（１９．１９％） 

普通建設事業費 
２，５４９，６９９ 

（３８．９９％） 

維持補修費 
６２，５８６ 
（０．９６％） 

補助費等 
４９３，４８１ 

（７．５５％） 

扶助費 
７６，１９０ 
（１．１７％） 

貸付金等 
５，２２４ 

（０．０８％） 
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（４）一般会計・教育費決算額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

※平成 16 年度一般会計歳出決算額については、減税補てん債借換債の額を除いた金額 
 

  教育総務費 小学校費 中学校費 幼稚園費 社会教育費 保健体育費 教育費合計 

平成１４年度 692,839,790 2,349,331,019 570,026,237 343,571,595 938,128,728 1,419,296,002 6,313,193,371 

平成１５年度 722,452,630 1,434,802,075 521,193,590 339,829,795 909,768,579 1,355,541,212 5,283,587,881 

平成１６年度 725,433,972 1,319,977,332 488,190,111 359,627,499 975,589,484 1,294,158,846 5,162,977,244 

平成１７年度 748,159,084 1,413,347,842 474,620,752 359,665,665 1,208,903,848 1,292,397,530 5,497,094,721 

平成１８年度 708,236,734 1,742,294,265 463,654,326 350,290,465 846,117,609 1,295,276,923 5,405,870,322 

平成１９年度 728,647,962 1,159,633,623 924,470,912 355,280,095 877,152,221 1,255,537,940 5,300,722,753 

平成２０年度 718,441,527 1,727,278,365 645,064,158 366,999,341 807,374,959 1,300,070,613 5,565,228,963 

平成２１年度 727,247,575 1,750,179,883 899,888,936 378,921,744 800,470,216 1,281,375,694 5,838,084,048 

平成２２年度 745,616,856 2,003,534,523 716,904,945 400,424,764 743,234,494 1,213,313,426 5,823,029,008 

平成２３年度 902,044,967 3,618,507,100 496,808,804 423,063,614 752,006,065 1,256,194,053 7,448,624,603 

平成２４年度 819,813,863 1,456,855,814 853,389,327 414,235,320 757,720,791 1,804,060,341 6,106,075,456 

平成２５年度 801,523,529 2,254,628,053 977,534,198 438,384,809 902,227,036 1,277,591,159 6,651,888,784 

 
  一般会計歳出額 教育費 合計 構成比（%） 増減率（%） 

平成１４年度 50,389,327,787 6,313,193,371 12.53 8.59 

平成１５年度 53,794,998,277 5,283,587,881 9.82 ▲16.31 

平成１６年度 49,819,808,570 5,162,977,244 10.36 ▲2.28 

平成１７年度 48,968,489,988 5,497,094,721 11.23 6.47 

平成１８年度 49,803,916,276 5,405,870,322 10.85 ▲1.66 

平成１９年度 51,536,553,337 5,300,722,753 10.29 ▲1.95 

平成２０年度 51,771,491,589 5,565,228,963 10.75 4.99 

平成２１年度 56,642,264,638 5,838,084,048 10.3１ 4.90 

平成２２年度 56,417,623,161 5,823,029,008 10.32 ▲0.26 

平成２３年度 56,620,163,136 7,448,624,603 13.16 27.92 

平成２４年度 58,132,713,835 6,106,075,456 10.5 ▲18.02 

平成２５年度 56,752,202,004 6,651,888,784 11.72 8.93 

  

【
教
育
費
】 

【
一
般
会
計
】 

（単位：千円） 

（単位：円） 

（単位：千円） 



 

 

 

〔東町小学校委嘱研究発表〕 



 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅰ 

確かな学力と自立する力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策１ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 

施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 

施策３ 進路指導・キャリア教育の充実 

施策４ 特別支援教育の推進 

施策５ 幼児教育の推進 
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上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策１ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 

 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

１ 
さわやかスクールサポート事業 

（学級支援） 
８８,０４４ Ａ 

アッピースマイル教員数 ２６人 ７人 ７人 

アッピースマイルサポーター数 ２７人 ７０人 ７４人 

２ 理科教育振興事業 １５８ Ａ 
上尾支部科学展出品数 １４４ 点 １４５ 点 １６０ 点 

県中央展選出作品数 ２／１１８ 点 １／１１５ 点 １／１４９ 点 

３ 
教育に関する３つの達成目標 
推進事業 

５１０ Ａ 

教育に関する３つの達成目標 
全小・中学校全学年 
学力の達成率（読む・書く・計算） 

９４.５ ％ ９４.６ ％ ９３．９ ％ 

規律ある態度８０％達成項目数 ９９項目 ／ １０８項目 103 項目 ／ １０８項目 105 項目 ／ １０８項目 

新体力テスト 総合評価 
上位３ランク（ＡＢＣ） 
の児童生徒の割合 

小学校 ７９.５ ％ ７９．６ ％ ７８．９ ％ 

中学校 ８４.９ ％ ８５．５ ％ ８４．７ ％ 

４ 魅力ある学校づくり事業 ６，８１４ Ａ 

上尾市学力調査の国

語･算数（数学）・英

語の平均値 

小学校 ５２．４ ５１．８ ５１．９ 

中学校 ５０．７ ５０．３ ５０．３ 

教育に関する３つの達成目標 

 体力（運動習慣） 
８０．１％ ７６．４％ ７７．４％ 

５ 学力向上支援事業 ７，５０２ Ａ 
上尾市学力調査の 

国語･算数（数学）・

英語の平均値 

小学校 ５２.４ ５１．８ ５１．９ 

中学校 ５０.７ ５０．３ ５０．３ 

 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

上尾市学力調査の 

国語・算数（数学）・英語の平均値 

小学校 ５２．４ ５１．８ ５１．９ 

全国平均を50としたときの市の平均値 

中学校 ５０．７ ５０．３ ５０．３ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

 [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策１ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 ]  46   

◎教育委員会の施策評価  

平成２５年度のアッピースマイル教員の配置については、中学校１年生で少人数学級の編制を行い、小

学校から中学校への滑らかな接続を図り、中１ギャップの解消にも効果を上げている。一人一人の生徒に

教員が接する機会も多くなり、より一層、きめ細やかな指導が可能となった。また、アッピースマイルサ

ポーターを７４人に増員し、通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒の支援の充実を図る

ことができた。平成２５年度は、上尾支部科学展への出品数が１６０点に達し、年を追うごとに増加の傾

向にある。各学校で自由課題研究に対する啓発が進んできていることに合わせて、継続して研究を行って

いる児童生徒が多数おり、研究物の内容も大変充実してきている。 

学力向上に向けては、各学校での繰り返し学習や言語活動の充実によって、思考力・判断力・表現力を

児童生徒が身に付けることができる授業が展開された。また、自校の学力調査の結果分析を行い、成果と

課題を明確化、共有化し、学校の状況や児童生徒の実態に応じた学力向上プランの改善を図った。適切な

評価・効果の検証とさらなる改善を進め、一人一人の児童生徒の実態に応じたきめ細かな指導に引き続き

取り組んでいく。 

教員は、異校種の学校の研究発表会にも積極的に参加し研鑚を積んでいる。研究協議会において小・中

学校の教員で意見交換を行ったり、中学校区で小・中学校共通のテーマを設定した取組を行ったりするこ

とで、連携教育から一貫教育に向けての推進も図ることができた。 

 

 

◎次年度以降の目標設定 
    

目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

上尾市学力調査の 

国語・算数（数学）・英語の平均値 

小学校 ５１．９ ５２．０ ５２．３ 

中学校 ５０．３ ５０．５ ５０．８ 
    
 

 
 

学 
識 
経 
験 
者 
の 
意 
見 

◇ 障害のある児童・生徒の比率は高まる傾向にあり、担任教員の負担を軽減する事業の拡充は不

可欠である。学力に関しては、小学生に比べて中学生の成績が見劣りするが、この原因について

検討する余地があるだろう。また学校単位の学力調査結果を見ると、小中学校とも、格差の大き

さが目立つ。おそらく地域の家庭環境などが大きな要因となっていると思われる。すべての子ど

もの学力保障という観点から、環境に恵まれない子どもの学力の改善努力に成果を上げている他

県の事例を参考にするなどの検討が必要ではないか。 

◇ 手厚い支援体制と各学校のきめ細やかな指導の成果が、昨今の評価に表れている。ここまで達

成されてきたので、コンマいくつの部分にこだわらず、教育は強い信念を持ち、長い目で見守る

ことも大切。各学校には地域特有の課題があり、今後も一層の個別のボトムアップにも力を注い

で頂ければありがたい。 

◇ 児童･生徒の個性や能力に応じて適切な対応をするために、きめ細やかな学習支援が求められて

いる。“生きる力”を育むため、基礎となる知識を身につけるための様々な取組みが行われている

ようなので、継続的に行うとともに、小･中一貫教育などの新たな取組みについても柔軟な対応を

期待したい。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

47  [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 ]   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

６ 日本語指導職員派遣事業 ２，５１２ Ａ 派遣教職員数 ９人 １２人 １３人 

７ 準教科書・副読本整備事業 １３，８４６ Ａ 

道徳副読本整備状況 ６７ ％ １００ ％ １００ ％ 

体育科準教科書整備状況 ６７ ％ ６７ ％ ６７ ％ 

保健体育科準教科書整備

状況 
１００ ％ １００ ％ １００ ％ 

社会科副読本整備状況 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 

８ 英語弁論暗唱大会開催事業 ５８ Ａ 
大会参加生徒数 30人 33人 33人 

市学力調査英語
平均値 

５１．７ ５２．１ ５０．３ 

９ 中学生海外派遣研修事業 ９，５５３ Ａ 
応募生徒数 ４６人 ４４人 ５４人 

派遣生徒数 ２２人 ２２人 ２２人 

１０ 小中学校ＡＬＴ配置事業 ８８，２６２ Ａ 

ＡＬＴ配置人数 ２７人 ２７人 ２７人 

ＡＬＴ活用
時数 

小学校 ３０．６時間 ３１．５時間 ３２．２時間 

中学校 ３６．０時間 ３７．６時間 ３７．８時間 

中学生海外派遣研修応

募生徒数 ４６人 ４４人 ５４人 

 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

上尾市学力調査の国語・算
数（数学）・英語の平均値 

小学校 ５２．４ ５１．８ ５１．９ 
全国平均を５０としたときの市の

平均値 
中学校 ５０．７ ５０．３ ５０．３ 

中学生海外派遣研修事業 

応募生徒数 
４６人 ４４人 ５４人  

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

 [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 ]  48   

◎教育委員会の施策評価  

グローバル化が著しい現代社会において、豊かな国際感覚を養い、将来、国際社会に貢献できる人材と

して必要な資質と能力を育成することは重要である。国際化した社会の中で、しっかりとしたアイデンテ

ィティを持ち、異文化を理解した上で、自分の意見を適切に主張することができる人材の育成を目指し、

中学生２２人が、一般の家庭にホームステイし、現地の学校に通い語学研修や文化・スポーツ交流等の研

修を行う中学生海外派遣研修を実施した。現地における全研修日程を計画どおり無事に終え、帰国報告会

での発表等、この研修をとおして、派遣生一人一人が人間的に一回り大きく成長を遂げることができた。 

また、全小・中学校にＡＬＴを配置し、日常的に「生きた英語」とふれあい、授業においてもコミュニ

ケーション能力向上を図れる環境を整えることができた。 

さらに、英語弁論大会を開催し、国際感覚の育成や英語力向上を図った。特に平成２５年度は、大会優

勝生徒が、全国大会中央大会予選会出場を果たした。これらの事業を通し、時代の変化に対応した教育の

推進を図ることができた。 

 

 

◎次年度以降の目標設定 

目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

上尾市学力調査の国語・算数（数
学）・英語の平均値 

小学校 ５１．９ ５２．０ ５２．３ 

中学校 ５０．３ ５０．５ ５０．８ 

中学生海外派遣研修事業 

応募生徒数 
５４人 ６６人 ６６人 

 

 

 

学 
識 
経 
験 
者 
の 
意 
見 

◇ 英語教育が小学校でも教科化されることが予定されており、小中学校をとおした体系的な学習

指導法の確立が求められている。ＡＬＴなどを交えて、小中学校教員を対象とした研修や情報交

換の機会を設定するなどの手当てが必要ではないか。海外派遣研修は有意義だと考えるが、経験

することによって自国の文化や歴史への認識が深まるのではなく、自国の文化や歴史を伝えられ

る知識や体験をもって現地の人と交流することが望ましい。選考方法や研修内容にいっそうの工

夫が欲しい。 

◇ それぞれの事業がしっかりと根付き、確実に成果を上げてきた。時代の変化が著しい昨今にお

いて、一層の変化への対応と内容の充実に期待している。 

◇ 語学学習を通して異文化に触れることは、国際理解を深めるためにも重要である。より多くの

子ども達に、こうした機会が提供されるよう努めていただきたい。また、国際理解教育の視点か

ら、語学学習にとどまらず、他国の文化や生活習慣について広く伝えられるよう、ＡＬＴの指導

や質の向上に努められたい。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

49  [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策３ 進路指導・キャリア教育の充実 ]   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策３ 進路指導・キャリア教育の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

１１ 中学生社会体験チャレンジ事業 ６３１ Ａ 
職場体験事業所数 ２３３ ２２１ ２４４ 

「進路意識向上」でき
たと回答した生徒 

４２．０％ ３９．１％ ４２．８％ 

１２ 中学生進路意識啓発事業 １１０ Ａ 
講演会開催回数 １４回 １２回 １１回 

講演会参加生徒数 ７，７８１人 ６，８４５人 ６，１６９人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

職場体験事業所数 ２３３ ２２１ ２４４ 職場体験を行った事業所数 

「進路意識向上」できたと
回答した生徒 

４２．０％ ３９．１％ ４２．８％ 
「進路意識が向上した」と回答し

た生徒の割合 

◎教育委員会の施策評価  

中学生社会体験チャレンジ事業として職場体験を全中学校が実施することができた。中学生が、地域の中で

職場体験を行うことを通して、職業に対する基礎的な知識や一般的なルールや礼儀といった社会性や自立心、

異世代間でのコミュニケーション能力を養うことができた。 

また、進路啓発事業としての学校・家庭・地域「ふれあい講演会」を全中学校が実施し、地域で活躍する方や、

地元出身の各方面で活躍する方による講演を聞くことで、自己の将来について考え、夢や希望を抱き、その実

現をめざして前向きに努力していこうとする態度を身につけることができた。これらの事業を通して、中学生の望

ましい職業観や勤労観の育成を図ることができた。 

◎次年度以降の目標設定 

目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

職場体験受入事業所数 ２４４ ２５０ ２６０ 

 

 

学 
識 
経 
験 
者 
の 
意 
見 

◇ 雇用の不安定化が深刻になりつつある。先生方も年々、仕事が厳しくなっているとはいえ、自身は安定

雇用であり、社会の実情にいまひとつ実感をもって理解が難しいのではないか。児童・生徒への啓発的

な行事は必要であるが、先生方を対象とした雇用の現場に関する研修も不可欠だと考える。また中学生

の社会体験は是非３日間とするよう努力していただきたい。 

◇ 企業経営にとって、大変厳しい状況の中、中学生を毎年受け入れて指導してくださることに心より感謝

している。「社会で仕事をする事」の意味を子供たちが、少しでも学ぶことのできるよい機会である。 

◇ 「社会体験チャレンジ事業」は、生徒が学校外の大人と接する機会であり、働くことの意味を考える貴

重な機会になっている。一方、受け入れる企業側についても、“地域が育む教育”を意識する貴重な機会

であることから、今後も地域企業に十分な説明と理解を得ながら引き続き取り組んでいただきたい。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

 [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策４ 特別支援教育の推進 ]  50   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策４ 特別支援教育の推進 

 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

１ 
さわやかスクールサポート事業
（学級支援） 

８８，０４４ Ａ 

アッピースマイル教員数 ２６人 ７人 ７人 

アッピースマイルサポーター数 ２７人 ７０人 ７４人 

１３ 特別支援学級補助員派遣事業 １６，３０５ Ａ 

補助員配置数 ９人  ９人 ９人 

補助員配置率 ２６．５％ ２８．１％ ２５．０％ 

補助員対象研修回数 ０回 ９回 ９回 

１４ 特別支援教育推進事業 ２１３ Ａ 

特別支援教育研修会回数 ５回 ５ 回 ５ 回 

特別支援教育研修会参加率 １０４ ％ １００ ％ １００ ％ 

合同作品展入場者数 ５００ 人 ５００ 人 ５００ 人 

 

 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

アッピースマイル 
サポータ―配置校数 

２０校 ３３校 ３３校 小学校 22校＋中学校 11校＝全 33校 

アッピースマイル 
サポーター数 ２７人 ７０人 ７４人 サポーター配置総人数 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

51  [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策４ 特別支援教育の推進 ]   

◎教育委員会の施策評価  

特別支援教育の推進については、すべての学校で特別支援教育の視点に立った教育支援が行えるよう

指導を重ねてきた。平成２５年度も教員の指導力・資質の向上のため、県立特別支援学校のセンター的

機能を積極的に活用し、特別支援学校の特別支援教育コーディネーターを講師に招き、特別支援教育コ

ーディネーター研修会や特別支援学級担当者研修会等、専門的な知識・技能を習得するための質の高い

研修会を実施できた。 

また、各学校では、通常の学級における特別な教育的支援を要する児童生徒への対応等についての研

修を行い、一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな指導・支援を続けている。さらに、教育委員会

ではアッピースマイルサポーターを全校に配置し、通常学級に在籍して学ぶ特別な支援を必要とする児

童生徒の成長に効果を上げている。特別支援学級では、担任の指導を補助する特別支援学級補助員を引

き続き配置し、児童生徒一人一人のニーズに応じたきめ細やかな教育的支援を行うことができた。 

本年度は、大石南中学校に特別支援学級を設置することができた。今後も、上尾市特別支援教育基本

方針に基づき計画的に特別支援学級を設置して、特別支援教育の推進・充実を図っていく。 

 

 

 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

アッピースマイルサポータ―配置校数 ３３校 ３３校 ３３校 

アッピースマイルサポータ―数 ７４人 ７５人 ８０人 

 
 
 

学 
識 
経 
験 
者 
の 
意 
見 

◇ 増加傾向にある障害のある児童・生徒への適切な指導体制の充実は、ますます大きな課題とな
る。学級補助員の配置や先生方の研修機会のいっそうの充実が望まれる。 

 

◇ 特別支援教育に対する社会的理解が深まってきている。対象児童生徒の増加に応じて、サポー
ターの数が増加しているのであろうか。特別支援学級の新設もあり、今後も適正な就学指導をお
願いしたい。 

 

◇ 一人ひとりの個性に合わせたきめ細かな指導が必要とされるなか、アッピースマイルサポータ
ーや特別支援学級補助員の配置による支援が図れているとのことであるので、計画に基づく特別
支援学級の設置と、それに伴う補助員の確保・養成に取り組む必要がある。 
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上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策５ 幼児教育の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

１５ 幼稚園就園奨励費補助事業 ３０７，４７２ Ａ 
就園奨励費補助金減免率（公立） ２６．２％ １６．２％ １２．７％ 

就園奨励費補助金支給率(私立) ７７．８％ ７６．１％ ７５．８％ 

１６ 
私立幼稚園児保護者負担軽減費補
助事業 

６８，５６９ Ａ 

補助額 １１１，１４５円 １１３，０５０円 １２１,４７８円 

差引後 

公・私立幼稚園保育料差額 
１００，２４５円 ９７,１９８円 ８８,７７０円 

 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

幼稚園就園率 ８６．３％ ８７．４％ ８８．２％ 
全幼稚園児数／（人口－保育所等通園

児数）※市内在住 3,4,5歳児 

幼稚園等と連携・交流して
いる小学校の数 

２２／２２校 ２２／２２校 ２２／２２校  

 

◎教育委員会の施策評価  

上尾市教育振興基本計画では幼児教育について、生涯にわたる人格形成の基礎を培う時期での教

育機会の確保や充実が極めて大切であり、幼稚園教育を希望する保護者に必要な支援を行うことを

うたっている。 

上記の施策は、国費による就園奨励費補助事業に加え、市費による私立幼稚園児保護者負担軽減

費補助事業も併せて行うことにより、園児の保護者の経済的負担の軽減を大幅に図るものであり、

幼稚園の就園率を高め、幼児期における子育ての環境づくりに十分配慮をしている。 

 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

― ― ― ― 
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◇ 「幼稚園就園奨励費」や「私立幼稚園児保護者負担軽減費」などの補助制度は、子育て世

代の保護者の負担を軽減し、就園率を高めるためにたいへん有効である。幼児教育の重要性

が指摘されるなか、引き続きこうした支援の継続をお願いしたい。 



 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅱ 

豊かな心と健やかな体の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策１ 豊かな心の育成 

施策２ 生徒指導の充実 

施策３ 人権教育の推進 

施策４ 学校教育相談の充実 

施策５ 学校保健の充実 

施策６ 食育の推進・学校給食の充実 

施策７ 児童生徒の体力向上 
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上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策１ 豊かな心の育成 

 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

３ 
教育に関する３つの達成目標推進
事業 

５１０ Ａ 

教育に関する３つの達成目標 
全小・中学校全学年 
学力の達成率（読む・書く・計
算） 

９４.５ ％ ９４.６ ％ ９３．９ ％ 

規律ある態度８０％達成項目数 ９９項目 ／ １０８項目 103 項目 ／ １０８項目 105 項目 ／ １０８項目 

新体力テスト 総合
評価 
上位３ランク（ＡＢ
Ｃ）の児童生徒の割合 

小学校 ７９.５ ％ ７９．６ ％ ７８．９ ％ 

中学校 ８４.９ ％ ８５．５ ％ ８４．７ ％ 

７ 準教科書・副読本整備事業 １３，８４６ Ａ 

道徳副読本整備状況 ６７ ％ １００ ％ １００ ％ 

体育科準教科書整備状況 ６７ ％ ６７ ％ ６７ ％ 

保健体育科準教科書整備状況 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 

社会科副読本整備状況 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 

１７ 学習支援事業 １９９ Ａ 
外部指導者補助数 ９７人 １０３人 １０３人 

外部指導者活用数 １０３人 １８７人 １５２人 

１８ 
さわやかスクールサポート事業 
（学校図書館支援） 

１８，０８６ Ａ 

学校図書館支援員数 ８人／３３校 ２５人／３３校 ２５人／３３校 

１校あたりの派遣回数 

（平均） 
４３回 

小学校２０２回 

中学校約４１回 

小学校２０２回 

中学校約４１回 

「読書が好き・
どちらかといえ
ば好き」と回答
した児童生徒の
割合 

小学６年 ７２.６ ％ ７４.５ ％ ７４.９ ％ 

中学３年 ７５.８ ％ ７２.８ ％ ７３.２ ％ 

１９ 小・中学校音楽会開催事業 ８０５ Ａ 
参加学校数 ３３校 ３３校 ３３校 

参加者数 約２，０００人 約２，０００人 約２，０００人 

２０ 小中学校図書整備事業 ２７，６５８ Ａ 

増加冊数 

小学校 １３,２７２ 冊 １２,３９９冊 １０,７４５冊 

中学校 ６,９５９ 冊 ５,７８３冊 ６,０２９冊 

廃棄冊数 

小学校 ４３,１５３ 冊 ４,０２３冊 ６２５冊 

中学校 １７,８４８ 冊 ４９７冊 ５１９冊 

年度末現有冊数 

小学校 １７４,７４０冊 １８１,４００冊 １９３,０１１冊 

中学校 １０３,６７７冊 １０６,１１９冊 １１１,６２９冊 

図書標準目標達

成率 

小学校 ７８．１％ ８３.７ ％ ８９.３ ％ 

中学校 ７２．１％ ７４.３ ％ ７７.４ ％ 
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２１ 図書館資料整備事業 ３３，６６１ Ａ 

蔵書数（全９館） ５８０，５３７ 点  ５８０，７５４ 点  ５８９，２１１ 点 

蔵書密度（市民一人当たり） ２．５６ 点 ２．５５ 点 ２．５８ 点 

図書館利用者数（全９館） ３８５，５３９ 人 ４４０，０３６ 人 ４１７，９０９ 人 

総貸出点数（全９館） １，４１８，１６３ 点 １，４５５，００６ 点 １，３４５，９８８ 点 

貸出密度（市民一人当たり） ６．２４ 点 ６．３９ 点 ５．９０ 点 

２２ 指導法改善事業 １０，５６２ Ａ 

指導の重点努力点  
配布数 

９４２ 冊 ９６５ 冊 ９７４ 冊 

研修会実施数 ４４ 回 ４４ 回 ４４ 回 

市学力調査 

平均値  

小学校 ５２.４ ５１.８ ５１.９ 

中学校 ５０.７ ５０.３ ５０.３ 

２３ 中学校部活動支援事業 ３，０２８ Ａ 
部活動指導員配置率 ７８.９ ％ ８１．８ ％ ９０．１％ 

運動部活動加入率 ７４.２ ％ ７５．０ ％ ７４．１％ 

２４ 中学校吹奏楽演奏会開催事業 ３１１ Ａ 
参加学校数 １１校 １１校 １１校 

一般参加者数 ３１０人 ３７８人 ４３９人 

２５ 
子どもの読書活動支援センター運
営事業 

８，１７９  Ａ 
出張おはなし会 ― ２３回 ３９回 

ボランティア養成講座 ― ２１回 ２８回 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

学力の達成率（読む・書く・計算） ９４.５ ％ ９４.６ ％ ９３．９ ％ 小・中学校全学年正答率 

規律ある態度８０％達成項目数 ９９項目 ／ １０８項目 103 項目 ／ １０８項目 105 項目 ／ １０８項目 
規律ある態度達成数 

（小・中学校合計） 

「読書が好き・どち
らかといえば好き」
と回答した児童生
徒の割合 

小学６年  ７２.６ ％   ７４.５ ％ ７４.９ ％ 上尾市小・中学校学力調査 

質問紙調査 
中学３年 ７５.８ ％ ７２.８ ％ ７３.２ ％ 

◎教育委員会の施策評価  

平成２５年度は、豊かな心の育成のため、学校図書館支援員を小学校全校に毎日派遣、中学校には週１

日派遣した。各学校の司書教諭を助け、児童生徒の読書活動推進に大きく貢献することができた。特に、

読書案内や推薦図書、新書の展示コーナーが設置されるようになり、児童生徒が本を手に取りやすい環境

が整ってきた。児童生徒の学習に必要な環境を整えるため、学校図書館法で規定されている図書標準を達

成するよう予算を傾斜配分することができた。このような取組みや家庭と連携した読書活動が評価され、

鴨川小学校が、子どもの読書活動優秀実践校として文部科学大臣表彰を受賞することができた。 

小・中学校音楽会では、各学校が互いの音楽を鑑賞することにより、児童生徒の豊かな心の育成につな

げることができた。多くの市民も来場し、芸術の提供と学校理解の場とすることができた。また、音楽教

育に関する教員の指導力を高める効果もあった。 

道徳及び体育科・保健体育科では、教科用図書が発行されていないため、本市の教育水準を高めるため

に、道徳及び体育科、保健体育科の準教科書・副読本の整備を行った。特に、道徳は、小・中学校が同系

統の教材を使用することで、学びの連続性が図られ、小・中学校の連携を図ることができた。さらに、家

庭・地域と連携し、人間性や社会性をはぐくむ道徳教育を充実させ、豊かな心の育成に取り組むことがで

きた。そのことにより、規律ある態度の達成数が、年々上昇している。 

専門的な知識や技能を持つ外部指導者を積極的に活用することで、児童生徒一人一人の興味関心等に応

じた効果的な指導ができた。特に、総合的な学習の時間等の授業では、体験活動や個に応じた指導が可能

となり、特色ある教育活動が展開でき、児童生徒にとって魅力ある教育活動となった。 
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〔 平方小学校 〕 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

規律ある態度８０％達成項目数 １０5 項目 ／ １０８項目 １０８項目 ／ １０８項目 １０８項目 ／ １０８項目 

「読書が好き・どちらかといえば好き」
と回答した児童生徒の割合 

小学６年 ７４.９ ％ ７５.５ ％ ７６.０ ％ 

中学３年 ７３.２ ％ ７４.０ ％ ７４.５ ％ 

学校図書館支援員の１校あたりの派遣回数（平均） 
小学校２０２回 

中学校 ４１回 

小学校２０２回 

中学校２０２回 
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◇ 児童・生徒の活字離れが指摘されている。小学生より中学生、中学生より高校生のほうが本を
読まなくなると言われる。原因はさまざまであろうが、素直な小学校段階では、画一的な指導で
も、それなりに成果が出るだろうが、内在的な動機が十分に育たない可能性もある。内在的な動
機を育てるためには、低学年の指導で、より多様な種類の図書に触れる機会を確保する必要があ
ると思われる。その場合、子ども達の興味・関心を尊重し、必ずしも常識的には教育的とは思わ
れない教材も許容すべきである。 

◇ 情報伝達媒体の多様化により、言語環境は大きく変化してきた。しかしその基本は文字であり、
そこをしっかりと押さえていく姿勢はとても大切と考える。 

◇ 児童・生徒の感受性や創造力を育むために、読書活動による効果は大きいことから、学校図書
館支援員の全校配置は早急に進めていただきたい。また、中学生のブックトークも好評とのこと、
機会を増やすなど、こうした取組みが、学校でより効果的に活用されることを期待したい。また、
部活動の大会や発表の場を広く市民にＰＲし、さらに公開していきたい。地域との連携や指導者
確保にも繋がると思う。 

〔しちょうさん、えほんよんで〕 

〔小・中学校音楽会〕 〔中学校吹奏楽演奏会〕 
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上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策２ 生徒指導の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

２６ 生徒指導推進事業 ４，５４３ Ａ 

支援員派遣校数 ５校 ４校 ４校 

支援員１校あたり週
派遣日数 

１．６日 ２日 ２日 

暴力行為発生件数 ２６ 件 １８ 件 ３ 件 

街頭補導回数 ５３６ 回  ５６９回 ４９４回 

地域の集い参加者数 ３５９ 人  ３３２人 ３６３人 

２７ さわやか相談室運営事業 １７，８８２ Ａ 

相談室の相談件数 ９，９２７回 １１，２０４回 １０，４７０回 

相談の解決率 ８０％ ８７％ ７６％ 

不登校生徒割合 １．６９％ １．６０％ １．８３％ 

２８ 
いじめ根絶対策事業 
（防止事業） 

６，２１９ Ａ いじめの認知件数 ２８件 ３２件 ２２件 

２９ 
いじめ根絶対策事業 
（相談事業） 

６１７ Ａ 

いじめ相談解決率 ― ― １００％ 

いじめホットライ
ン・ホットメール相
談件数 

― ― １７件 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

街頭補導回数 ５３６回 ５６９回 ４９４回 11中学校区における該当補導実施数 

不登校生徒出現率（中学校） １．６９％ １．６０％ １．８３％ 不登校生徒数/全生徒数×100 

いじめ解消率（小・中学校） １００％ ９６．９％ ９５．５％ いじめ解消件数/いじめ認知件数×100 

◎教育委員会の施策評価  

各学校に対して管理職のリーダーシップの下、生徒指導主任を中心に全教職員の共通理解に基づいて校

内指導体制を確立し、学級や学年の枠を超え、相互に連携して児童生徒一人一人の指導・援助に当たるよ

う指導し、充実を図ることができた。生徒指導支援員を希望する学校に配置し、校内巡視などを行うこと

で、抑止力となり、専門性の高い支援員を配置することで、非行・問題行動を繰り返す生徒への教員の指

導を支援することができ、再発防止等にも効果を上げることができた。上尾市生徒指導推進協議会の活動

に関しては、市内の小・中学校及び高等学校が地域及び警察等関係機関、青少年育成団体等と連携し、中

学校区内のパトロールなど具体的な実践を行い、児童生徒及び青少年の非行・問題行動の抑止力となるこ

とができた。「いじめ」については、継続してすべての学校で児童生徒対象の共通したアンケートを月１

回、保護者対象の共通したアンケートを学期１回実施するとともに、学級における望ましい人間関係の構

築のための「Ｑ-Ｕ調査」や教職員がいじめを見抜き、早期発見・早期対応の能力を高めるための「ＣＡ

Ｐ研修会」を実施し、市全体で「いじめ」の早期発見・早期解消のための取組ができた。一方、さわやか

相談室運営事業では、今年度の相談延べ件数は昨年度より７３４件減少しているが、中学校における不登

校出現率が０．２３％増加したことが課題である。 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策２ 生徒指導の充実 ]  58 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

暴力行為発生件数 ３ 件 ０ 件 ０ 件 

いじめ解消率（小・中学校） ９５．５％ １００％ １００％ 

 
 

 

学 
識 
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意 
見 

◇ 不登校生徒の比率が多少、増加していることが心配である。学校や学年による偏りの有無など

を検討して、減少に向けた努力が求められる。スクールソーシャルワーカーの配置は新しい試み

として評価できるが、新しい職員が本格的な活動を展開できるようにするためには、関連各部署

との間のネットワークの構築が不可欠である。しかるべき立場の職員の協力が求められるであろ

う。また効果的な問題解決の活動のためには複数職員の配置も検討されるべきである。 

 

◇ 生徒指導上の課題は、時代とともにその形や質を変えながら、常に学校には存在し続けていく。

背景にあるのは家庭環境と考えられるが、社会的な問題として、外部支援を積極的に取り入れ解

決していく姿勢を評価したい。現場においては、今後も躊躇せず、積極的に関係機関と連携して

いくべきであると思う。 

 

◇ 生徒を指導する上で、教師と生徒、生徒同士の信頼関係を築くことが最も大切であり、そのた

めには、人との関わり方、コミュニケーション能力の向上を図ることが重要となる。教師間で、

そうした取組みについての情報も共有し、体制を強化していく必要がある。不登校の問題は、多

様化する社会の中で解決が難しくなっている。25年度からいじめへの取組みが強化されているよ

うなので、今後調査に基づく効果を検証し、解決につなげることを期待したい。 

〔いじめ根絶中学生サミット〕 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

59  [ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策３ 人権教育の推進 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策３ 人権教育の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

３０ 
人権教育推進事業
（指導課所管分） 

１，３４６ Ａ 

教育に関する３つの達成目標 

相手のことを考えた優しい言葉
づかいでできると回答した児童
生徒の割合 

８６.５ ％ ８８.７ ％ ９０.０ ％ 

作文・標語集等配布率 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

教育に関する３つの達成目標 

相手のことを考えた優しい言葉

づかいでできると回答した児童

生徒の割合 

８６.５ ％ ８８.７ ％ ９０.０ ％ 
「よくできる」「だいたいできる」回答児

童生徒数／全児童生徒数×１００ 

作文・標語集等配布率 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 配布数／児童生徒数×１００ 

◎教育委員会の施策評価  

人権作文・標語の作成と人権作文・標語集の配布やあいさつ運動、道徳教育の推進、いじめ根絶への

取組など全市的な取組により、児童生徒の人権意識を高めることができた。しかし、同和問題やインタ

ーネット上での人権問題の深刻化など、課題は残っている。また、管理職及び教員を対象とした「差別

の現実」を踏まえた講演や「同和問題」を視点としたフィールドワークによる研修を実施し、人権教育

を推進する指導者の資質向上を行うことができた。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

教育に関する３つの達成目標 

相手のことを考えた優しい言葉づかいでできると回答した

児童生徒の割合 

９０.０ ％ ９１.０ ％ ９２.０ ％ 

作文・標語集等配布率 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 
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◇ 社会的には「ヘイトスピーチ」が大きな問題となっている。人種・民族差別の格好の話題でも

あり、生徒たちの政治的・社会的関心や素養を涵養するうえで、適切に利用すれば効果的な課題

として扱えるはずである。悪い意味で影響を受けかねない年齢層である生徒たちの自覚を育てる

うえで、積極的な取組みを検討してもらいたい。 

◇ 長く続けることは、時に「慣れ」を生みだすこともあるが、やはり「継続は力」である。手堅

く継続していきたい。 

◇ すべての人が正しい人権意識をもつことが重要であり、家庭教育においても人権意識啓発は必

要と感じている。お互いを思いやる気持ちを醸成できるよう、親世代も含めて人権教育の推進を

引き続きお願いしたい。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策４ 学校教育相談の充実 ]  60 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策４ 学校教育相談の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

２８ 
いじめ根絶対策事業 
（防止事業） 

６，２１９ Ａ いじめの認知件数 ２８件 ３２件 ２２件 

２９ 
いじめ根絶対策事業 
（相談事業） 

６１７ Ａ 
いじめ相談解決率 ― ― １００％ 

いじめホットライン・ホ
ットメール相談件数 

― ― １７件 

３１ 
不登校児童生徒の学校
適応指導事業 

４，６８２ Ａ 

適応指導教室入級者数 １０人 ９ 人 １３人 

適応指導教室開設日数 １６７日 １４６ 日 １５１日 

学校への復帰率 １００％ １００％ １００％ 

３２ 教育相談事業 １１，４２７ Ａ 

教育相談実件数 ２８２ 件 ２７９ 件 ３２１件 

教育相談延べ回数 ３，４３２ 回 ３，１７１ 回 ５，９３５回 

教育相談終結率 ８８.７ ％ ８６．４ ％ ７９．１％ 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

不登校児童生徒の割合 ０．７０％ ０．６７％ ０．７３％ 不登校児童生徒数÷児童生徒数×100 

教育相談終結率 ８８.７ ％ ８６．４ ％ ７９．１％ 終結数／相談実件数×１００ 

適応指導教室から学校へ
の復帰率 

１００％ １００％ １００％ 学校復帰した人数／入級者×１００ 

◎教育委員会の施策評価  

平成２５年度の教育センターの教育相談延べ回数は５，９３５回と、前年度より２，７６４回も多くなって
いる。これは、児童生徒が抱える問題が長期化していることと、不登校に関する相談件数が今まで以上に多く
なったからである。教育センターでは、学校やさわやか相談室等と連携し、これらの相談を一つ一つ丁寧に対
応することで問題を解決できた。特にコミュニケーションを苦手としている不登校児童生徒にとって適応指導
教室での活動は、一人一人の状態に合わせ、指導員・教育心理専門員が計画的に指導・支援を行うことで、そ
の後の学校復帰に繋がった。教育相談の終結率は、前年度より低くなったが、原因は、年度末での新規の教育
相談や継続相談が多かったためであり、約８割が終結していることから、教育相談が順調に機能しているとい
える。いじめホットライン・ホットメール相談では、新規事業であるが、迅速・丁寧に対応するとともに、学
校と連携することで早期解決に至った。 
今後も、不登校を出さないため、また、不登校になってしまった児童生徒を学校復帰させるため、教育セン

ターでの教育相談機能の一層の充実を図っていく。また、同時に学校、家庭、教育センターの連携を進めなが
ら学校適応指導教室をより有効に機能させていく。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

教育相談終結率 ７９．１％ ８１ ％ ８３％ 
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◇ 学習障害・発達障害については、いっそう大きな問題となりつつあるが、それらの研究も進められ
ている。学校現場の管理職および先生方が最新の知見に関する報告などに接する機会を増やし、該当
児童・生徒たちへの適切で適時的な指導ができる体制の整備が求められていると考える。 

◇ 不登校は、学校における永遠の課題になりつつある。２０年ほど前から「大人の関係性の問題」が
指摘されてきた。心地よい人間関係を作ることの苦手な大人に育てられた子供たちは、学校に不適応
を起こしても不思議ではない。この分野も大きなくくりの「社会的子育て支援」の一環ととらえるべ
きかもしれない。専門家の力を大いに活用し、地道に継続を。 

◇ 教育相談の体制は整えられている。適応指導教室の復帰率１００％を継続しつつ、適応指導教室に
来られていない方たちをどうフォローしていくのか、適切な相談が受けられていないということがな
いよう、きめ細やかな対応に努めていく必要がある。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

61  [ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策５ 学校保健の充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策５ 学校保健の充実 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

「
早
寝 

早
起
き 

朝
ご
は
ん
」
調
査 

起床時間 

７時までに起きる 

小学校 ９６．０％ ９６．５％ ９６．１％ 

「早寝 早起き朝ご

はん」調査（各年度

４月調査） 

中学校 ８３．８％ ８３．４％ ８５．０％ 

就寝時間 

１０時までに寝る 

小学１年 ９６．５％ ９７．５％ ９５．９％ 

小学２年 ９３．２％ ９５．０％ ９４．０％ 

小学３年 ８９．５％ ９０．３％ ９１．０％ 

小学４年 ８１．９％ ８３．８％ ８１．６％ 

小学５年 ７７．３％ ７３．５％ ７２．２％ 

小学６年 ６４．４％ ６２．６％ ５８．３％ 

就寝時間 

１１時までに寝る 

中学１年 ８２．６％ ７８．９％ ８２．９％ 

中学２年 ５４．３％ ５１．８％ ４９．５％ 

中学３年 ３１．９％ ３１．５％ ３０．４％ 

ＤＭＦ保有数 

小学校 ０．４１本 ０．３６本 ０．２８本 
※ＤＭＦ保有数・・永

久歯一人平均むし歯

経験歯数 

中学校 １．２３本 １．２９本 １．１１本 

平均 ０．６８本 ０．６７本 ０．５６本 

◎教育委員会の施策評価  

 各学校では、子ども達の生活リズムの改善、基本的な生活習慣を培うこと、健康の保持・増進等を実
践するため、学校保健計画を作成し、家庭・地域・関係機関との連携を図りながら、学校保健活動を行
っている。平成２５年度も学校保健委員会を各学校で複数回開催し、学校保健活動の充実を図っている。
食物アレルギーについては、学校と保護者や主治医とが連携し、対象児童生徒のもつアレルギーに関す
る情報やアレルギー症状発生時の対応策などについて、情報を共有するよう努めている。また、各学校
では、これらの情報をもとに、アレルギー対応に関する対策や実戦的な対処法についての研修等を実施
している。定期健康診断は、全ての小・中学校で計画的に実施されており、疾病の早期発見・治療に努
めている。特に「歯・口の健康づくり」においては、児童一人あたりのＤМＦ保有数も低下してきてい
る。また、県の歯科保健コンクールへの参加校も増えており、入賞校も増えている。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

起床時間 

７時までに起きる 

小学校 ９６．１％ ９６．５％ ９７．０％ 

中学校 ８５．０％ ８５．５％ ８６．０％ 

就寝時間 
１０時までに寝る 小学校 ８２．２％ ８３．０％ ８３．５％ 

１１時までに寝る 中学校 ５４．２％ ５５．０％ ５５．５％ 

ＤＭＦ保有数 

小学校 ０．２８本 

小・中学校平均０．５０本未満 中学校 １．１１本 

平均 ０．５６本 

学 
識 
経 
験 
者 
の 
意 
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◇ ＤＭＦ保有者の比率が確実に減少していることなどに、家庭・地域との連携の成果が表れてい
ると思われる。とくに保護者への啓発活動が効果的であるので、今後とも、家庭との連携のあり
方などに工夫を重ねていく必要がある。 

◇ 中学生になると親や教師の指導が入りにくくなるのは、成長の過程として当然であるが、成長
とともに、自らの体や健康に関心を持ち、自分で管理できるように指導していきたい。 

◇ 教職員のメンタル面での指導を強化する必要がある。教職員は、子ども達たちとの関係だけで
なく、保護者や地域の方々との関係、教職員同士との関係性で悩むことも多いと伺っている。子
ども達とはいつも心身とも健康な状態で相対できるよう、サポートが必要である。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策６ 食育の推進・学校給食の充実 ]  62 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策６ 食育の推進・学校給食の充実 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

朝ごはんを
必ず食べる 

小 

学 

校 

１年 ９７．５％ ９７．２％ ９８．３％ 

「早寝 早起き 朝ごは

ん」調査 （各年度４月調

査） 

２年 ９５．０％ ９６．９％ ９６．０％ 

３年 ９５．３％ ９５．１％ ９６．８％ 

４年 ９６．４％ ９５．４％ ９５．７％ 

５年 ９６．０％ ９４．５％ ９６．９％ 

６年 ９６．６％ ９６．２％ ９６．３％ 

平均 ９６．１％ ９５．９％ ９６．７％ 

中 

学 

校 

１年 ９６．７％ ９４．９％ ９６．７％ 

２年 ９３．０％ ９２．５％ ９２．８％ 

３年 ９１．１％ ９２．７％ ９０．４％ 

平均 ９３．６％ ９３．４％ ９３．３％ 

◎教育委員会の施策評価  

子ども達の朝食欠食や偏食などが、指摘されているが、特に成長期にある子ども達にとっては、重要

なものである。そこで、学校と家庭が連携しながら子ども達に、生活リズムの改善とともに、望ましい

食習慣を身に着けさせるよう努めている。さらに、栄養教諭・栄養職員とのティーム・ティーチングに

よる食に関する指導の充実がなされている。栄養教諭配置校は平成２５年度に１１校に増えて、さらな

る充実が図られている。平成２５年度も「早寝・早起き・朝ごはん運動」に取り組み独自に作成したチ

ャレンジカードを子ども達に取り組ませたり、栄養教諭等がエプロンシアターで指導するなど、工夫を

凝らしながら取り組むとともに、保護者への啓発にも取り組んでいる。また、学校における食育推進者

の指導力を向上させるため、研修の充実が必要である。本市では、学校ファームが設置されており、平

成２５年度も児童生徒が栽培体験に取り組み、環境や食物に対する理解を深めることができた。また、

地産地消の一環として、市内で収穫されたお米や市内清酒会社の酒粕を使用した献立を取り入れた給食

を実施している。生産者の顔が見える地場産米や地場産野菜等の使用は、食材に対する認識を深め、食

育を推進する役割を果たしている。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

朝ごはんを必ず食べる 
小学校 ９６．７％ ９７．５％ ９８．０％ 

中学校 ９３．３％ ９４．０％ ９４．５％ 
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識 
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意 
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◇ 朝食摂取の有無は、保護者の子育てへの余裕の有無による部分があるとも指摘される。子ども
の家庭環境に関する情報にもなる。数値目標も意味があるが、子どもの生活実態を知る手がかり
としての意味もあると思われる。 

◇ 食育が家庭教育から学校教育に大きく比重が移ってから久しい。学校からの発信により、家庭
に大きな影響を与え、これだけの成果を上げたことを評価したい。地産池消を学校給食で実践し
たことは、生産者にとっても消費者にとってもその意義は大きい。 

◇ 食育の視点から、さまざまな工夫がなされ、楽しい学校給食への取り組みがなされている。ア
レルギーのある子どもへの対応など、安心安全な給食に引き続き努めていただきたい。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

63  [ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策７ 児童生徒の体力向上 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策７ 児童生徒の体力向上 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

３ 
教育に関する３つの達成目標 
推進事業 

５１０ Ａ 

教育に関する３つの達成目標 
全小・中学校全学年 
学力の達成率（読む・書く・計算） 

９４.５ ％ ９４.６ ％ ９３．９ ％ 

規律ある態度８０％達成項目数 ９９項目 ／ １０８項目 103 項目 ／ １０８項目 105 項目 ／ １０８項目 

新体力テスト 総合評価 
上位３ランク（ＡＢＣ） 
の児童生徒の割合 

小学校 ７９.５ ％ ７９．６ ％ ７８．９ ％ 

中学校 ８４.９ ％ ８５．５ ％ ８４．７ ％ 

４ 魅力ある学校づくり事業 ６，８１４ Ａ 

上尾市学力調査の 

国語･算数（数学）・英

語の平均値 

小学校 ５２．４ ５１．８ ５１．９ 

中学校 ５０．７ ５０．３ ５０．３ 

教育に関する３つの達成目標 

 体力（運動習慣） 
８０．１％ ７６．４％ ７７．４％ 

２３ 中学校部活動支援事業 ３，０２８ Ａ 
部活動指導員配置率 ７８.９ ％ ８１．８ ％ ９０．１％ 

運動部活動加入率 ７４.２ ％ ７５．０ ％ ７４．１％ 

３３ 児童生徒体力向上推進事業 ３，６４５ Ａ 

運動部活動加入率 ７４.２ ％ ７５．０ ％ ７５．５％ 

教育に関する３つの達成目標 
体力（運動習慣） 

８０.１ ％ ７６．４ ％ ７７．４％ 

新体力テスト  
総合評価 
上位３ランク 
（ＡＢＣ） 
の児童生徒の割合 

小学校 ７９.５ ％ ７９.６ ％ ７８．８％ 

中学校 ８４.９ ％ ８５.５ ％ ８４．６％ 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

新体力テスト 
総合評価 

上位３ランク 

（ＡＢＣ）の 

児童生徒の割合 

小学校 ７９．５％ ７９．６％ ７８．９％ 
５ランク中上位３ランクの児童生

徒の割合 

中学校 ８４．９％ ８５．５％ ８４．７％ 

◎教育委員会の施策評価  

児童生徒の体力向上については、児童生徒の体力低下が懸念される中、本市においても児童生徒の体

力向上を目指し、様々な取組を行った。具体的には、小学生ドッジボール大会、上尾市なわとび大会、

市民駅伝に向けて、各校で計画的に練習に取り組み、大会で成果を発揮することができた。また、体育

授業の充実に向けて、大学から講師を招聘し、体育授業の指導方法を深めることができた。 

小学校体育連盟と中学校体育連盟では、各種大会に向けて、練習に取り組み、好記録、好成績を収め

ることができた。また、授業改善に向けて研究協議会を開催し、体育授業力向上に努めることができた。 

中学校では、スポーツにおいて高い技能、知識を持つ部活動指導員を配置することで、教員による指

導を補うことができ、部活動の充実を図ることができた。 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策７ 児童生徒の体力向上 ]  64 

 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

新体力テスト 総合評価  

上位３ランク（ＡＢＣ）の 

児童生徒の割合 

小学校 ７８．９％ ８０．０％ ８０．０％ 

中学校 ８４．７％ ８５．０％ ８５．０％ 

 
 

 

学 
識 
経 
験 
者 
の 
意 
見 

◇ 部活動指導員の配置は大変効果的だと思われる。特に先生方の年齢構成がアンバランスになる
学校が増える傾向があるので、適切な配置が求められると考える。 

 

◇ 児童生徒の体力低下は全国的な傾向で、便利な生活のつけともいえる。その中で、上尾市の結
果は、様々な取り組みの成果と考えられる。中学校において新体力テスト上位ランクの生徒の割
合が高いのは熱心な部活動の指導や部活動指導員の充実が大きな要因である。 

 

◇ 限られた授業時間の中で、学校だけでの対応は難しい。日常生活の中で取り組むことが大切で
あることから、生涯学習と連携を図りながら、家庭へのアプローチや家族で取り組むことの出来
るようなプログラムの紹介など、機会の提供に努めたい。 

〔 上尾小学校 〕 

〔 芝川小学校 〕 



 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅲ 

安心・安全で質の高い学校教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策１ 教職員の資質・能力の向上 

施策２ 学校経営の改善・充実 

施策３ 学校施設・設備の整備・充実 

施策４ 学校のＩＣＴ化の推進 

施策５ 学校安全の推進 

施策６ 就学支援の充実 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策１ 教職員の資質・能力の向上 ]  66 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策１ 教職員の資質・能力の向上 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

２２ 指導法改善事業 １０，５６２ Ａ 

指導の重点努力点  
配布数 

９４２ 冊 ９６５ 冊 ９７４ 冊 

研修会実施数 ４４ 回 ４４ 回 ４４ 回 

市学力調査 

平均値  

小学校 ５２.４ ５１.８ ５１.９ 
中学校 ５０.７ ５０.３ ５０.３ 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

指導の重点努力点 配布数 ９４２ 冊 ９６５ 冊 ９７４ 冊 小・中学校教職員への配布数 

研修会実施数 ４４ 回 ４４ 回 ４４ 回 指導課主催の研修会総数 

上尾市学力調査の国語・算

数（数学）・英語の平均値 

小学校 ５２.４ ５１.８ ５１.９ 
全国平均を５０としたときの市の平均値 

中学校 ５０.７ ５０.３ ５０.３ 

◎教育委員会の施策評価  

埼玉県教育委員会及び上尾市教育委員会主催の各種研修会や各学校の校内研修を積極的に進めること

により、教職員の資質・能力の向上を図ることができた。ライフステージに応じた研修や専門研修の開催、

また、勤務時間外に自ら進んで参加する教師力アップ講座と題した教科等の指導方法研修やＩＣＴ活用研

修など、ニーズに応じた研修も実施することができ、優れた指導力と使命感を備えた教職員の育成ととも

に、学校の教育力の維持向上につながった。 

 デジタル教科書の配備も進み、創意工夫のある魅力的な授業を展開することができ、学力の向上に役立

った。また、上尾市の指導の重点・努力点を作成し、全教職員へ配布することで、市の教育方針を共通理

解・共通実践することができた。 

◎次年度以降の目標設定 

目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

上尾市学力調査の 

国語･算数（数学）・英語の平均値 

小学校 ５１.９ ５２.０ ５２．３ 

中学校 ５０.３ ５０.５ ５０．８ 
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◇ 教室におけるＩＣＴ技術と利用法の普及は、教授法の改善の大きな柱となると考える。今後と
も研修などの充実が期待される。 

◇ 教職員の年齢構成が、ここ数年で大きく変化している。経験の浅い教員の数が増加しているが、
使命感に燃え、意欲的に研究や修養に努める教師は、やがて上尾教育の大きな推進役となること
を確信している。日本の教師の勤務時間は世界一長いといわれている。今後負担過重にならない
よう配慮をしつつ継続していただきたい。 

◇ 教職員の資質･能力の向上のため、各種講座が実施されている。現状として“早朝から遅くまで
忙しい先生”という印象はぬぐえない。児童・生徒と向き合うことのできる先生であってほしい。
研修や講座の成果を子ども達に還元されるよう期待したい。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

67  [ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策２ 学校経営の改善・充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策２ 学校経営の改善・充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

４ 魅力ある学校づくり事業 ６，８１４ Ａ 

上尾市学力調

査の 

国語･算数（数

学）・英語の

平均値 

小学校 ５２．４ ５１．８ ５１．９ 

中学校 ５０．７ ５０．３ ５０．３ 

教育に関する３つ

の達成目標 

 体力（運動習慣） 

８０．１％ ７６．４％ ７７．４％ 

２２ 指導法改善事業 １０，５６２ Ａ 

指導の重点努力点  
配布数 

９４２ 冊 ９６５ 冊 ９７４ 冊 

研修会実施数 ４４ 回 ４４ 回 ４４ 回 

市学力調査 

平均値  

小学校 ５２.４ ５１.８ ５１.９ 

中学校 ５０.７ ５０.３ ５０.３ 

３４ 学校評議員制度運営事業 ５９０ Ａ 

学校評議員会議開
催回数 

３.３０ 回  ３．２１回 ３．３０回 

学校評価に対する
意見聴取回数 

１.８２ 回  １．８４回 ２．３０回 

３５ 
元気な学校をつくる 
地域連携推進事業 

４３８ Ａ 
学校応援団員数 １０,４３４人 ９,５１０人 ６,９１８人 

学校応援団活動日数 ９,０２９日 ８,８９２日 ９,７５１日 

◎施策の成果指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

上尾市学力調査の国
語･算数（数学）・英
語の平均値 

小学校 ５２．４ ５１．８ ５１．９ 
全国平均を５０としたときの 

市の平均値 

中学校 ５０．７ ５０．３ ５０．３ 

教育に関する３つの達成目標 

体力（運動習慣） 
８０．１％ ７６．４％ ７７．４％ 

週１～２回以上は１時間以上運動す

ると回答した児童生徒の割合 

研修会実施数 ４４ 回 ４４ 回 ４４ 回 指導課主催の研修会総数 

学校評価に対する意見聴取回数 １.８２ 回  １．８４回 ２．３０回 
学校の自己評価等に対する評議員か

らの意見聴取回数 

学校応援団活動日数 ９，０２９日 ８，８９２日 ９，７５１日 各学校の学校応援団活動日数合計 
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◎教育委員会の施策評価  

学校経営の改善・充実については、各学校において、学校評議員会の開催回数が増加し、学校の自己評

価等に対する評議員からの意見聴取の回数が増加した。各学校で学校評議員制度の活用が図られたことに

より、開かれた学校づくりの推進につながった。 

学校応援団については、学校応援団員数は減少したが、活動日数は増加している。すべての小・中学校

で学校応援団が整備されており、安心安全、学習支援、環境整備、体験活動等の活動に応援団員が参加し

ている。家庭・地域の力を活用した学校応援団の活動の推進により、各学校において一層の教育活動の充

実を図ることができた。 

学校・家庭・地域が一体となった教育活動が展開されるとともに、指導方法の工夫改善についての研究

を各学校が取り組むことにより、質の高い教育活動を推進することができ、上尾市学力調査の市の平均値

は、全国平均を上回った。 

毎月の校長会議、教頭会議においては、会議開始前の時間を学校経営、学校運営、教育活動に関するさ

まざまな情報、諸課題を中学校区内の小・中学校において、共有するための情報交換の時間とした。中学

校区の小・中学校間で共通理解が図られ、連携強化を図ることができた。 

◎次年度以降の目標設定 

目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

上尾市学力調査の国語･算数 
（数学）・英語の平均値 

小学校 ５１．９ ５２．０ ５２．３ 

中学校 ５０．３ ５０．５ ５０．８ 

教育に関する３つの達成目標 
体力（運動習慣） 

７７．４％ ８０．０％ ８２．０％ 

学校評議員会議開催回数 ３．３０回 ４．００回 ４．００回 

学校応援団活動日数 ９，７５１日 １０，０００日 １０，０００日 
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◇ 学校応援団の参加者数が減少傾向にあるが、活動内容については活性化が進められているよう
である。地域との連携の大きな柱として今後とも拡充することが望ましい。 

◇ 学校経営の外部評価は、学校にとっても大きな励みとなっている。学校応援団の組織も地域に
よっては、少子化や高齢化等により、人材確保が困難になっていると聞く。地域の実態に応じて、
活動内容の精査等も必要になるのではないか。 

◇ 学校は、子ども達のための学校であると共に、地域コミュニティの場としての機能も重要であ
り、学校と地域の相互協力体制が確立することにより、学校教育の活性化、家庭・地域の教育力
の向上が期待できる。「特色ある開かれた学校づくり」を進めているが、それぞれの地域性を生か
した運営をさらに進めていただきたい。 
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69  [ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策３ 学校施設・設備の整備・充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策３ 学校施設・設備の整備・充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

７ 準教科書・副読本整備事業 １３，８４６ Ａ 

道徳副読本整備状況 ６７ ％ １００ ％ １００ ％ 

体育科準教科書整備状況 ６７ ％ ６７ ％ ６７ ％ 

保健体育科準教科書整備状況 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 

社会科副読本整備状況 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 

２０ 小中学校図書整備事業 ２７，６５８ Ａ 

増加冊数 

小学校 １３,２７２ 冊 １２,３９９冊 １０,７４５冊 

中学校 ６,９５９ 冊 ５,７８３冊 ６,０２９冊 

廃棄冊数 

小学校 ４３,１５３ 冊 ４,０２３冊 ６２５冊 

中学校 １７,８４８ 冊 ４９７冊 ５１９冊 

年度末現有冊数 

小学校 １７４,７４０冊 １８１,４００冊 １９３,０１１冊 

中学校 １０３,６７７冊 １０６,１１９冊 １１１,６２９冊 

図書標準目標達

成率 

小学校 ７８．１％ ８３.７ ％ ８９.３ ％ 

中学校 ７２．１％ ７４.３ ％ ７７.４ ％ 

３６ 小中学校教育教材整備事業 ３５，１９４ Ａ 

小学校の児童１人当たりの支出額 １，６７２円 １，６７８円 １，６１４円 

中学校の生徒１人当たりの支出額 ２，３５６円 ２，７２４円 ２，４１８円 

備品購入費（小学校） ２６，６６２千円 ２６，５９１千円 １９，７５８千円 

備品購入費（中学校） １７，２９９千円 １７，２９７千円 １５，４３５千円 

３７ 小中学校校舎改築事業 １，４７３，４６１ Ａ 

富士見小学校校舎改築 
工事出来高率（％） 

１００％ － － 

中央小学校南校舎改築 
工事出来高率（％） 

実施設計 ２０％ １００％ 

上尾中学校校舎改築工事 － 
基本設計 
耐力度調査 

実施設計 

改築事業完了校累計数 １校／３校 １校／３校 ２校／３校 
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◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

図 書 標 準

目 標 達 成

率 

小学校 ７８.１ ％  ８３．７ ％  ８９．３ ％ 現有冊数／標準冊数×100 

中学校 ７２.１ ％  ７４．３ ％  ７７．４ ％ 現有冊数／標準冊数×100 

校舎耐震化率 
小学校  87.5% 
中学校  62.5% 
平均７７.５ ％ 

小学校 94.4% 
中学校 79.1% 
平均８８.３％ 

小学校 100.0% 
中学校  93.7% 
平均９７.４％ 

平成２４年度まで対象棟数１２０棟 
平成２５年度から対象棟数１１９棟 

改築事業完了校累計数 １校 ／ ３校 １校 ／ ３校 ２校 ／ ３校 改築事業校（富士見小・中央小・上尾中） 

◎教育委員会の施策評価  

学校施設は、児童生徒が１日の大半を過ごす活動の場であり、また災害時には地域住民の避難場所と

なるため、学校施設の安全性の確保は最優先課題でもあることから、積極的に耐震化を図り、平成２５

年８月末に中央小学校南校舎の改築工事が竣工し、耐震補強工事も改築事業の上尾中学校を除き、平成

２５年度末までに完了している。上尾中学校についても、実施設計が完了し、平成２６年度、２７年度

の改築事業竣工に向けて、順調かつ計画的に事業展開をしている。 

また、トイレのリニューアル化も上尾中学校改築工事を除き、平成２５年度末までに完了し、健康管

理や心の育成に寄与している。 

学校図書においては「学校図書館図書標準」の達成を目標として、今年度も例年同様、着実に蔵書数

を増やすことができた。今後は図書購入だけではなく書架購入や図書室スペース確保などにも気を配り、

積極的に図書整備を推進していく。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

図書標準目標達成率 
小学校 ８９．３％ ９４．６％ １００％ 

中学校 ７７．４％ ８１．２％ ８５．８％ 

学校施設の耐震化率 ９７.４ ％ ９７.４ ％ １００．０ ％ 

改築事業完了校累計数 ２校 ／ ３校 ２校 ／ ３校 ３校 ／ ３校 
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◇ 学校は災害時、児童・生徒のみならず、地域住民の避難場所として重要な施設となっているこ
とから、耐震対策については確実な対策が求められている。 

◇ どの自治体も財政難にも関わらず、上尾市においては、細部にわたり、きめの細かい整備が進
められている。それを受ける側も備品に対する管理等を徹底していきたい。 

◇ 子ども達が安全で安心して、学校で生活できるよう、施設整備を進める必要がある。校舎の耐
震化だけでなく、避難場所となる体育館の非構造部材の耐震化やバリアフリー化もあわせて、計画
的に進める必要がある。 
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上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策４ 学校のＩＣＴ化の推進 

 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

２２ 指導法改善事業 １０，５６２ Ａ 

指導の重点努力点  
配布数 

９４２ 冊 ９６５ 冊 ９７４ 冊 

研修会実施数 ４４ 回 ４４ 回 ４４ 回 

市学力調査 

平均値  

小学校 ５２.４ ５１.８ ５１.９ 

中学校 ５０.７ ５０.３ ５０.３ 

３８ 
小中学校コンピュータ 
整備事業 

１２４，９２５ Ｂ 

教育用パソコン設置台数 １，４５３台 １，４５３台 １，４５６台 

校務用パソコン設置台数 １，０８６台 １，０８０台 １，０９６台 

教育用ﾊﾟｿｺﾝの目標達成値 
（児童生徒3.6人に1台） 

13.2人に１台 13.0人に１台 12.8人に１台 

３９ 小中学校電子黒板整備事業 ４，６２０ Ａ 

電子黒板ユニット 

設置必要台数（小学校） 
５３９台 ５１３台 ５１６台 

電子黒板ユニット 

設置必要台数（中学校） 
２５８台 ２５５台 ２５４台 

大型テレビ設置台数（小学校） ４８７台 ４８７台 ４８９台 

大型テレビ設置台数（中学校） １１７台 １１７台 １３７台 

電子黒板ユニット設置台数

(小学校) 

１２８ 台 

（１５７台） 
６６ 台 

（２２３台） 
６６ 台 

（２８９台） 

電子黒板ユニット設置台数

(中学校) 

２２ 台 

（４８台） 
２２ 台 

（７０台） 
２２ 台 

（９２台） 

電子黒板ユニット設置率
(小学校) 

２９．１ ％ ４３．４ ％ ５６．０ ％ 

電子黒板ユニット設置率
(中学校) 

１８．６ ％ ２７．４ ％ ３６．２ ％ 

 

◎施策の成果指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

電子黒板ユニット設置率

(小学校) 
２９．１ ％ ４３．４ ％ ５６．０ ％ ユニット設置総数／設置必要台数 

電子黒板ユニット設置率

(中学校) 
１８．６ ％ ２７．４ ％ ３６．２ ％ ユニット設置総数／設置必要台数 
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◎教育委員会の施策評価  

教育用パソコンに関しては、小学校においてコンピュータ教室にある児童用パソコンをタブレット

端末に入替した。タブレットを導入したことにより、コンピュータ教室だけでなく普通教室に持ち込

むことが可能となり、大型テレビとの有線接続によって新たな形のデジタル化された授業が展開され

るようになった。 

 タブレット導入により必要性が高まった大型テレビに関しては、今年度、追加導入することができ

なかったが、平成２６年度において小中学校全普通教室への大型テレビ設置が１００％となる予定で

ある。これにより、小中学校全普通教室においてデジタル教科書、タブレット、大型テレビが使用可

能となる。 

 さらに今後は、それらデジタル教材、デジタル機器を最大限に活用できる無線ＬＡＮの構築を目

指すべきである。それにより、さらなる学校のＩＣＴ化が推進され、子ども達への授業の形も多様化

され、質の高い学校教育の推進の一助となる。 

指導法改善においては、導入の進んだデジタル教科書のさらなる活用方法やタブレット端末の積極

的活用を推進するためのＩＣＴ活用研修会の実施、道徳教育研修会、生徒指導研修会、教育課程研究

協議会等の研修会を実施し、教員一人一人の指導力の幅を広げることができた。 

 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

大型テレビ設置台数 

小学校 ４８９台 ５１６台 ５１６台 

中学校 １３７台 ２５４台 ２５４台 

大型テレビ設置率 

小学校 ９４．７％ １００％ １００％ 

中学校 ５３．９％ １００％ １００％ 
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◇ ＩＣＴを利用した学習指導には、無線ＬＡＮの環境整備が大きなポイントなるので、積極的な
整備に期待する。 

◇ 次々に導入される新しい教育機器の活用が、否応なく要求されている。次世代を生きる子供た
ちにとって、後戻りはできず、不可欠のものであるに違いない。しかし、学力の定着という観点
からの検証を合わせて実施されたい。 

◇ 情報化社会のなかで、子ども達に対する情報教育も重要性を増している。そうした現状に対応
するため、学校のＩＣＴ化の充実を早急に図る必要がある。ＩＣＴを活用した授業の効果を検証
しながら、計画的に進めていただきたい。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

73  [ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策５ 学校安全の推進 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策５ 学校安全の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

４０ 児童生徒安全推進事業 ２４，０８２ Ａ 

新規防犯ブザー貸与数 ２，１５０人 ２，１６０人 ２，２１０人 

スポーツ振興センター災
害共済加入負担金 

１７，９６５千円 １７，６５０千円 １７，４４８千円 

全市立学校に対する 

応急手当普及員在籍率 
－ － １００％ 

４１ 学校安全パトロールカー事業 ３，２０８ Ａ 

月あたりパトロール回数 １５．２回 １５．６回 １５．３回 

登下校時の 

児童生徒事故交通件数 
１５件 １３件 ４件 

４２ 通学路安全対策事業 ８，２６４ Ａ 

危険個所改善要望 
箇所数 

１６０箇所 １６８箇所 １６４箇所 

学校管理下での児童
の交通事故件数 

５件 ７件 １件 

安全対策実施箇所数 ─ ─ １４箇所 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

登下校時の交通事故件数 １５件 １３件 ４件  

学校管理下での児童の交通事故件数 ５件 ７件 １件  

◎教育委員会の施策評価  

登下校時に児童生徒が巻き込まれる交通事故が絶えない状況であるが、子ども達の安全確保のため、各学
校に配置されたスクールガードリーダーを中心に、ＰＴＡ、学校応援団、各地域の防犯ボランティアの皆様
などの協力により、登校時の立哨指導を行うとともに、各学校において、関係団体と情報交換しながら連携
を図り、地域ぐるみで子ども達を見守る体制づくりを進めることができた。また、児童生徒が事件に巻き込
まれないよう、小中学校の下校時に合わせてた立哨指導、市職員および地域住民により、学校安全パトロー
ルカーの運行を行うとともに、防犯ブザーの貸与などを行っている。平成２５年度から、各学校の教職員を
対象に消防署の協力により応急手当普及員資格を取得する講習会を開催し、各学校が実施する普通救命講習
の開催にあたり、各学校が主体的に関わり、より多くの知識・技術を取得した。 

通学路安全対策事業は、平成２５年度から実施した事業で、市ＰＴＡ連合会からの通学路改善要望をもと
に、改善個所を抽出し、関係各課と連携し、通学路危険個所の改善を進めた。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

登下校時の交通事故件数 ４件 ０件 ０件 

学校管理下での児童の交通事故件数 １件 ０件 ０件 

学 
識 
経 
験 
者 
の 
意 
見 

◇ 地震や火山活動の活発化がみられることから、関東地方の深刻な自然災害の発生可能性が高まって
いると考えるべきである。継続的な啓発活動とともに、施設・設備の整備に努めるべきである。 

◇ 上尾市の地域住民の子どもの安全に対する意識が高く、地域の協力に感謝したい。感謝の手紙は、
地域ボランテイアにとって大きな喜びである。 

◇ 登下校時の事故件数が減っていること。学校応援団等の活動により、地域で見守る意識が少しずつ
定着している成果と感じる。「学校安全パトロールカー事業」も地域の安全に対する意識啓発にも役立
っていると思う。通学路の安全対策については、25 年度からということだが、要望に対する改善率ア
ップに早急に努める必要がある。危険箇所の情報を保護者や地域と共有することも重要だろう。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策６ 就学支援の充実 ]  74 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策６ 就学支援の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シ－トを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

６ 日本語指導職員派遣事業 ２，５１２ Ａ 派遣職員数 ９人 １２人 １３人 

４３ 入学準備金・奨学金貸付事業 ５，１８３ Ａ 
貸付件数 １１人 １１人 １７人 

高校進学率 ９８.１％ ９８.２％ ９８．９％ 

４４ 小中学校就学援助費補助事業 ４９，２７９ 
Ａ 

就学援助申請人数 １，５８９人 １，６１５人 １，６９３人 

就学援助認定割合 ９５．７％ ９７．８％ ９５．６％ 

４７ 準要保護児童生徒給食費援助事業 ６８，６２４ 就学援助申請割合 ８．３％ ８．６％ ９．１％ 

４５ 
小中学校特別支援教育就学 
奨励事業 

５，４８４ Ａ 

奨励費申請書
の配布・回収 

小学校 １００％ １００％ １００％ 

中学校 ９７％ １００％ １００％ 

奨励費受給者
の割合 

小学校 ９４％  ９０％  ９４％ 

中学校 ８６％ ９３％ ８５％     

４６ 要保護児童生徒医療費援助事業 ５０７ Ｂ 

医療券交付人数 ５２人 ５４人 ６９人 

医療券使用人数 １５人（３人） １６人（１人） ３１人（２人） 

医療券使用人数割合 ２９．０％ ２９．６％ ４４．９％ 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

― ― ― ―  

◎教育委員会の施策評価  

社会の様々な状況の変化に伴い、経済的に困窮する世帯や日本語の理解が十分できない外国人児童生

徒等が増加している中、市町村は、経済的な格差によらない義務教育の円滑な実施を行うことが求めら

れており、スムーズな就学を図る必要がある中、進学及び就学に対する経済的・人的な援助は効果的な

取組と判断できる。すべての家庭が安心し、子供が必要な教育を受けられるよう就学支援の充実に、引

き続き努める必要がある。なお、主に経済的支援の施策については、何をもって成果とするかを定める

ことが困難であるため、数値目標は設定しないこととする。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

― ― ― ― 

 

 

学 
識 
経 
験 
者 
の 
意 
見 

◇ 経済状況の悪化および雇用の不安定化などから、経済的に不安を抱える家庭の増加が確実であ

る。また貧困率が悪化しているとする政府統計も出されている。子ども達が安心して学習活動が

できるように最大限の努力が求められている。 

◇ 通常の学級に在籍している特別支援対象者への支援はとてもありがたいと思う。一方、手厚い

特別支援教育が用意されている特別支援学級への適正な就学指導を一層お願いしたい。 

◇ 経済的理由で進学を断念することのないよう、支援が必要なすべての方に支援を受けられるよ

う、今後も努めていただきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅳ 

学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策１ 学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進 

施策２ 家庭教育の充実 

 



 

 [ 基本目標Ⅳ 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 / 施策１ 学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進 ]  76 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅳ 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 

施 策 施策１ 学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

３５ 
元気な学校をつくる地域連携
推進事業 

４３８ Ａ 
学校応援団員数 １０，４３４人 ９，５１０人 ６，９１８人 

学校応援団活動日数 ９，０２９日 ８，８９２日 ９，７５１日 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

学校応援団員数 １０，４３４人 ９，５１０人 ６，９１８人 各学校の学校応援団登録者数合計 

学校応援団活動日数 ９，０２９日 ８，８９２日 ９，７５１日 各学校の学校応援団活動日数合計 

◎教育委員会の施策評価  

平成２５年度より、市内全小・中学校に学校応援団コーディネーターが配置され、学習指導、安心安

全、環境整備、体験活動、部活動、生徒指導、環境教育、学校ファームに係る活動において、一層の充

実を図ることができた。特に、学校・家庭・地域が連携したユニークな取組としては、「学校が元気！家

庭が元気！地域が元気！」を合言葉に「歯と口の健康づくり」について取組んだ学校が、その実践が認

められて「埼玉・教育ふれあい賞」を受賞した。また、郷土体験学習を教育計画に位置付け、学校応援

団を指導者として招き、学校全体で取り組み、地元の伝統芸能や食べ物等を伝える学習に取り組んでい

る学校もある。さらに、学校ファームに積極的に取り組み、指導者は学校応援団で、近隣の幼稚園や保

育所と作物の植え付け・収穫などを合同で行っている。生活科の授業、学区探検、昔の道具についての

学習、図画工作での釘の打ち方、パソコンの使い方、手縫いの仕方等で学校応援団に学習支援を依頼す

る学校も少なくない。協力して頂いた学校応援団の方々には、子供たちからお手紙等で感謝の気持ちを

伝え、交流を図っている。 

平成２５年度の学校応援団加入者の事故や怪我はなく、学校応援団活動日数が、昨年の８８９２日か

ら９７５１日と増加し、学校の教育活動を活性化する推進力となった。 

 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

学校応援団活動件数 ９，７５１件 １０，０００件 １０，０００件 

 

 
 
 
 
 

学 
識 
経 
験 
者 
の 
意 
見 

◇ 地域ボランテイアの方は、学校の応援に参加していることを誇りにしており、生き甲斐にして

いるということを聞いたことがあり、双方によい効果をもたらしていると考える。 

◇ 「元気な学校を作る地域連携推進事業」は地域の教育力を高める上で大切な事業となっている。

応援団の団員数が減っており、一人ひとりの負担が大きくなっていることが懸念される。生涯学

習の面でも、学習の成果を地域に生かす場として、さらに活用されるべきである。生涯学習の側

面からの支援方法も検討する必要がある。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

77  [ 基本目標Ⅳ 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 / 施策２ 家庭教育の充実 ]   

 
 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅳ 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 

施 策 施策２ 家庭教育の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

４８ 家庭教育推進事業 ４９０ Ｂ 

家庭教育講演会開催数 １ 回 １ 回 １ 回 

家庭教育に関する講座等
委託団体数 

４ 団体 ６ 団体 ５ 団体 

家庭教育に関する講座・ 

講演会参加者数 
１,４２６ 人 １，５５２人 １，３３３人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

家庭教育に関する講座・ 

講演会参加者数 
１,４２６ 人 １，５５２人 １，３３３人 

委託団体開催講座・家庭教育講演会の

参加者数の合計 

◎教育委員会の施策評価  

 家庭の教育力の向上を図るため、子育て中の親に対して家庭教育に取り組めるよう、家庭教育推進事業

をＰＴＡなど保護者組織と連携を図りながら実施した。この事業により、市ＰＴＡ連合会による家庭教育

行動指針の啓発活動や幼稚園保護者会による家庭教育に関する講演会、市ＰＴＡ連合会と共催による家庭

教育講演会を開催することができた。 

 また、埼玉県の作成した「親の学習プログラム」等について、各学校やＰＴＡ等が活用できるよう、情

報提供に努めた。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

家庭教育に関する講座・ 

講演会参加者数 
１，３３３人 １，５００人 １，５００人 

 
 

 
 
 
 
 
 

学 
識 
経 
験 
者 
の 
意 
見 

◇ 家庭に教育力の低下が叫ばれて久しいが、今の子供の親世代は、社会的に一番厳しい状況に置
かれていることが多く、生活することが精いっぱいで、あまり余裕がないようである。地道に取
り組んでいきたい。 

◇ 「家庭教育行動指針」の啓発リーフレットを配布するなど工夫して周知に努めている。ＰＴＡ
等との連携を深め、親を対象とした学習の機会を増やすなど、きめ細やかな学習機会の提供を検
討する必要がある。 



 

  

 

 

 

 

 

基本目標Ⅴ 

生涯にわたる豊かな学びのサポート 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策１ 生涯学習体制の充実 

施策２ 生涯学習施設の整備 

施策３ 生涯学習機会の提供 

施策４ 人権教育の推進 

施策５ 図書館運営の充実 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

79  [ 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート / 施策１ 生涯学習体制の充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート 

施 策 施策１ 生涯学習体制の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

４９ 生涯学習指導者活動推進事業 １，１６５ Ｂ 
市民講座（実施講座数） ２８講座 ５１講座 ３７講座 

市民講座（参加者数） ４６４人 ６１７人 ４２９人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

まなびすと指導者バンク
登録者数 

１２４人 ９２人 １０５人 各年度末 

◎教育委員会の施策評価  

 生涯学習や社会教育に関する情報については、公民館や生涯学習課で情報を収集し、市民への提供を

随時行ってきた。また、学習グループへの支援を目的として、まなびすと指導者バンクや市政出前講座

の運営を行い、市民が学習する際に必要な指導者情報の提供システムを確立し、安定して情報の提供を

行うことができている。また、平成２５年度は、まなびすと指導者バンクハンドブックを作成して配布

を行い、情報提供の幅を広げることができた。 

 まなびすと指導者バンクについては、平成２５年度に要綱を改正して、情報提供の方法の改善を行う

とともに、登録者の増加を図ることができた。一方で、市政出前講座については、依然として消防・救

命分野に偏りがあり、全般的に利用が減少しているが、学習機会の提供手法の１つとして確保している

という点において評価していきたい。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

まなびすと指導者バンク登録者数  １０５人 １１０人 １１０人 
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◇ 市民講座のメニューについては、市民の年齢構成の高齢化に対応してきめ細かなニーズ調査が

必要であろう。開催要件を満たさない講座数を減らすための適切な調査体制の工夫が求められる。 

 

◇ 公民館の講座の多くは、抽選になるなど応募数が大変多いと聞く。用意された講座の内容が市

民のニーズと差があるのかもしれない。公民館講座とのタイアップ等考えてもよいのではないだ

ろうか。 

 

◇ 「生涯学習指導者活動推進事業」は、“学んだ成果の活用”のため重要な事業である。行政の他

部署や学校、地域との連携を図りながら、実施する講座や講師情報など、情報提供の仕方を工夫

するとともに、活用の場の確保についても引き続き取り組んでいただきたい。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート / 施策２ 生涯学習施設の整備 ]  80 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート 

施 策 施策２ 生涯学習施設の整備 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

５０ 学校施設開放（生涯学習）事業 １，５９３ Ａ 

利用団体登録 ４２団体 ７１団体 ８８団体 

利用件数 ４０９件 ６７２件 ７５９件 

利用者数（延べ人数） ４，４４５人 ７，６７６人 ７，６７７人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

利用者延べ人数 4,445 人 7,676 人 7,677 人  

◎教育委員会の施策評価  

文化センターに併設される上尾公民館を除く５公民館については、建設から２０年を超えており、一

部設備については更新の必要性があるが、緊急性の高いものから随時修繕等を行い、安全で快適な公民

館の運営をすることができた。公民館の利用率は、講座室・体育室については比較的高いが、調理室に

ついては利用率が低いというように、利用施設によって利用率の開きがある。調理室については利用率

は低いが、生涯学習活動の幅を広げる施設の１つであり、自主事業の実施なども行いながら、施設の活

用を図ってきた。 

また、学校施設開放については、平方東小学校、芝川小学校、富士見小学校の３校で実施しているが、

平成２４年に新規開放をした富士見小学校の利用が多く、利用者数の伸びはないものの、利用件数は昨

年よりも多くなっており、生涯学習の場の提供活動として、大きく貢献しているものと考えられる。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

利用者延べ人数 7,677 人 8,000 人 8,000 人 
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◇ 市民の自発的な学習活動を支えるためにも、いっそうの整備が求められている。 

 

◇ 利用施設によって利用率に開きがあることは、地理的条件や施設の内容によって致し方がない

ことである。学校施設の開放は、認知度が低いのではないだろうか。他の施設と同じように、ネ

ット予約が可能となると良いと思う。 

 

◇ 生涯学習施設の整備については、既存施設の老朽化などに伴う計画的な整備が必要である。学

校施設の開放は、生涯学習施設の補填という意味だけでなく、学校サイドや子ども達への生涯学

習意識の啓発も期待される。学校や地域との連携を図りながら、さらに進めていただきたい。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

81  [ 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート / 施策３ 生涯学習機会の提供 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート 

施 策 施策３ 生涯学習機会の提供 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

４９ 生涯学習指導者活動推進事業 １，１６５ Ｂ 

市民講座 
（実施講座数） 

２８講座 ５１講座 ３７講座 

市民講座 
（参加者数） 

４６４人 ６１７人 ４２９人 

５１ 成人式事業 １，０４９ Ａ 

成人式対象者 ２，１４４人 ２，０９９人 ２，２４７人 

成人式参加者 １，５９３人 １，５３３人 １，６００人 

参加率 ７４．３０％ ７３．０３％ ７１．２１％ 

５２ 子ども大学推進事業 ６０ Ａ 
応募者数 １２９人 ９４人 ６９人 

参加者数  ６０人 ６２人 ６９人 

５３ 公民館講座事業 ３，３６１ Ａ 
講座数 136講座 130講座 136講座 

講座参加者数 10,104人 10,549人 11,427人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

公民館講座参加者数 
（延べ人数） 

10,104人 10,549人 11,428人 公民館まつりを除く 

◎教育委員会の施策評価  

 生涯学習機会の提供については、公民館講座事業を基幹的な事業として位置づけ、市民の多様なニー

ズに応じる形で幅広い内容の事業を安定的に実施することができた。講座数、参加者共にほぼ例年どお

りの実施状況となっている。 

 また、地域の大学と連携した小学校 4年生から 6年生対象の子ども大学や、学んだ成果を活かすまな

びすと指導者バンク活動推進会議による市民講座といった、学習機会の提供も行っており、学ぼうとす

る市民の意欲に対応する事業が展開できた。 

子ども大学については、周知方法を抑制したところ、希望者全員が参加できる状況となった。しかし、

潜在的な参加希望者が多いことから、事業の拡大の必要があると考えている。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

公民館講座参加者数（延べ人数） 11,428 人 11,000 人 11,000 人 
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◇ 新たな試みである「子ども大学」などの取り組みは、期待以上の反応があるようである。制限
するのではなく、拡充する方向で関連組織や団体あるいは個人の協力を得る方向で拡充できれば
よいのではないか。 

◇ 生涯学習を推進するためには、学習へのきっかけづくりが重要です。現在、公民館や図書館は
じめ、さまざまな部署、民間も含めて多くの講座が実施されていることから、それらの情報を一
元的に提供すること、さらに学習のきっかけづくりのための学習相談窓口の充実など図る必要が
ある。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート / 施策４ 人権教育の推進 ]  82 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート 

施 策 施策４ 人権教育の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

５４ 
人権教育推進事業 
（生涯学習課所管分） 

１，０３７ Ａ 人権標語作品応募点数 １８，７０５点 １８，８６７点 １９,２０３点 

５５ 人権教育集会所運営事業 １，６８５ Ａ 

人権教育集会所主催事業 
参加者数 

４９１人 ６１４人 ７１１人 

人権教育集会所利用者数 ２６,８６９人 ２６,７７４人 ２５,４９１人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

人権教育集会所利用者数 ２６,８６９人 ２６,７７４人 ２５,４９１人  

◎教育委員会の施策評価  

現在も、様々な形での人権問題が生じている中で、差別のない社会の実現と充実した人権教育を行う

ため、人権教育推進協議会及び人権教育集会所運営委員会で協議された内容をもとに積極的な人権教育

の推進を図っている。 

身近な人権問題を考える契機としての、市民向け人権問題研修会や職員を対象とした人権問題研修会

のほか、全小・中学生を対象とした人権標語コンクールを実施するなど、人権意識の高揚を図る事業を

実施することができた。 

人権教育の拠点施設である人権教育集会所では、市民の人権意識の高揚や市民の交流、文化的教養の

向上のための主催事業の実施し、幅広い内容の事業を安定的に実施することができた。また、集会所利

用者全員を対象とした人権問題指導者研修会を実施し、人権課題の理解を深めることができた。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

人権教育集会所利用者数 25,491 人 27,000 人 27,000 人 
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◇ 上尾市もグローバル化の進展に伴って、徐々に多民族化していくことが避けられない。マイノ

リティが孤立しないよう、さまざまな取り組みの工夫が求められている。 

◇ 人心に余裕がなくなると人権意識が薄れてくる傾向があるらしい。どんな時でも人権意識を持

ち続けられるよう取り組んでいきたい。 

◇ 人権教育・啓発事業は継続的に実施することが重要です。学校や公民館事業、地域活動と連携

を図りながら、機会をとらえて取組みを増やしていくことが重要です。特に子ども達への人権意

識の啓発は重要であることから、学習支援にさらに取り組んでいただきたい。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

83  [ 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート / 施策５ 図書館運営の充実 ]   

 
 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート 

施 策 施策５ 図書館運営の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

２１ 図書館資料整備事業 ３３，６６１ Ａ 

蔵書数（全９館） ５８０，５３７ 点  ５８０，７５４ 点  ５８９，２１１ 点 

蔵書密度（市民一人当たり） ２．５６ 点 ２．５５ 点 ２．５８ 点 

図書館利用者数（全９館） ３８５，５３９ 人 ４４０，０３６ 人 ４１７，９０９ 人 

総貸出点数（全９館） １，４１８，１６３ 点 １，４５５，００６ 点 １，３４５，９８８ 点 

貸出密度（市民一人当たり） ６．２４ 点 ６．３９ 点 ５．９０ 点 

２５ 
子どもの読書活動支援セン
ター運営事業 

８，１７９ Ａ 
出張おはなし会 ― ２３回 ３９回 

ボランティア養成講座 ― ２１回 ２８回 

５６ ブックスタート事業 ２，６１７ Ａ 

絵本配布回数（健康診査実施回数） ２４ 回 ２３ 回 ２４回 

配布率 ９８．２ ％ ９９．８ ％ ９９．８％ 

０歳～６歳 図書館利用者数 １．６９８ 人 ２，３５１ 人 ２，４３２ 人 

児童書・紙芝居貸出点数 
児童書 １５３，６５４ 点 １５２，１９８ 点 １４９，００１ 点 

紙芝居 ３，５７３点 ４，１４０ 点 ４,５７２ 点 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

図書館利用者数（全９館） ３８５，５３９ ４４０，０３６ ４１７，９０９  

蔵書数（全９館） ５８０，５３７ ５８０，７５４ ５８９，２１１  

◎教育委員会の施策評価  

 図書館の根幹といえる資料の整備・充実については、多様化・高度化・専門化する市民のニ－ズに応えるた

めに社会の変化や地域の実情に応じ、広い視野での資料を収集し、迅速な資料提供ができるように努めた。ま

た、県内ネットワ－クを有効活用し、相互貸借（広域利用）による幅広い資料の活用に努め、質の高い情報提

供に努めている。さらに、利用者が必要な情報や問題解決を図るレファレンスサ－ビスを充実させ、きめ細か

なサ－ビスの提供に努めた。子どもの読書活動支援センタ－では、小中学校、幼稚園で本を巡回させる「あっ

ぴいぶっくるセット本（読み物セット本）」の事業を展開し、学校等から好評を得ている。また、昨年度に引

き続き、読み聞かせボランティアの育成と技術力アップを目指して事業を展開した。ブックスタ－ト事業は、

絵本の読み聞かせに加え、読書相談なども実施し、読書に親しむ環境づくりを推進した。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

図書館利用者数 ４１７，９０９ ４４０，０００ ４６２，０００ 

蔵書数（全９館） ５８９，２１１ ５９５，１００ ６０１，０００ 
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◇ 孤立しがちな子育て中の保護者にとっても、図書館での絵本読み聞かせなどは、たいへん有意
義な企画である。今後とも充実を図っていただきたい。 

◇ 時代に対応したシステムの構築等様々なサービスの向上が本好きを確実に育てている。ブック
スタート事業は、親育てに役立っている。 

◇ 図書館機能は、他市町村とのネットワークや子ども読書支援センターの設置など、様々な形の
取組みがなされている。ブックスタート事業も定着している。特に、子ども達が楽しい読書習慣
を身につけることは重要であることから、学校応援団の活動に見られるようなボランティア活動
の充実に一層期待したい。 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅵ 

文化芸術の創造と文化財の保護 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策１ 文化芸術活動の推進 

施策２ 文化財の保護 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

85  [ 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 / 施策１ 文化芸術活動の推進 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 

施 策 施策１ 文化芸術活動の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

５７ 文化芸術振興事業 ２，０８２ Ｂ 
文化団体連合会加盟団体数 １２団体 １２団体 １２団体 

文化芸術祭参加者数 ３，０００人 ３，０００人 ３，０００人 

５８ 美術展覧会事業 １，３８７ Ａ 
作品出品数 ５０３点 ５４５点 ５６１点 

入場者数 ２，５７１人 ２，３６０人 ２，３４２人 

５９ 市民音楽祭事業 ５０５ Ａ 
参加団体数 ４９団体 ５０団体 ５０団体 

文化芸術祭入場者数 １，７７１人 １，９８９人 １，５５７人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

市民ギャラリー利用率 ９６％ ９６％ ９６％  

◎教育委員会の施策評価  

文化芸術活動の推進については、市民の文化芸術活動に対する支援を、主として美術展覧会・市民音楽

祭の開催、市民ギャラリーの運営、文化団体連合会の支援を通じで行った。 

美術展覧会、市民音楽祭は、例年どおりの事業が企画の段階から市民の手によって行われ、安定した事

業運営を行うことができた。ただし、邦楽祭については、開催日が記録的な大雪となり、やむなく中止し

た。しかし、実行委員会については例年通りの運営が行われ、文化芸術活動の支援という点では、一定の

成果を上げることができた。 

市民ギャラリーについては、本年度の条例改正で、市役所ギャラリーと一元管理、市民ギャラリーでの

作品販売を可能にするなど、文化芸術活動の幅を広げることができた。また、市民ギャラリーの利用は堅

調であり、利用率が高く推移しており、広く市民の利用に供されている状況となっている。 

現在、行われている支援事業については、既に安定的に事業実施が行われているが、比較的支援対象の

団体の高齢化が目立つ状況にある。今後は、若年層の文化芸術活動支援について、新たな展開が必要であ

る。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

市民ギャラリー利用率 ９６％ ９６％ ９６％ 
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◇ いずれの企画も市民の支持を得て定着している様子がうかがえる。 

◇ 多くの市民が参加し、利用率の高い施設では抽選になるなど、市民の文化芸術活動への関心は

高く、評価したい。 

◇ 文化団体連合会への補助金交付の形での支援がなされているようだが、一番支援が必要なのは、

新しく活動を始めようとする時なので、そうした団体への支援ができるよう工夫していただきた

い。美術展覧会や市民音楽祭など学習成果の発表の場も提供されているようなので、引き続き、

広く市民に活動の成果が還元されることを期待する。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 / 施策２ 文化財の保護 ]  86 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 

施 策 施策２ 文化財の保護 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

６０ 文化財調査・保存事業 ３，０１４ Ａ 市指定・登録文化財の数 １１７件 １１７件 １２０件 

６１ 埋蔵文化財調査事業 ４，０２２ Ａ － － － － 

６２ 文化財保護啓発事業 ５７ Ａ 
文化財保護啓発事業延べ日数 １５日 ４３日 ２５日 

文化財保護事業参加延べ人数 ９７７人 ３，５３３人 ２，３７２人 

６３ 歴史資料調査事業 ２，７４７ Ａ 文書目録の発行 

１冊（5,776点）
上平村役場文書 
目録（下） 

１冊（9,050点）
原市町役場文書 
目録（上） 

１冊（10,005点） 
原市町役場文書 

目録（下）   

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

市指定・登録文化財の数 １１７件 １１７件 １２０件 市指定・登録文化財の数 

◎教育委員会の施策評価  

文化財については、文化財保護法に基づき、その保存・継承や活用を図る必要がある。このため、文

化財の指定登録、記録保存事業、保存修理事業を行っている。平成２５年度については新たに３件の登

録を行い、文化財の修繕等のための事業を２件行ったほか、登録文化財である大山灯籠行事の映像記録

事業についても実施することができた。埋蔵文化財についても、埋蔵文化財包蔵地内での試掘調査を適

宜実施するなかで、２件の発掘調査を実施した。歴史資料については、保存活用のために必要な目録の

発行やそのための整理が計画的に進んでいる。 

全体的に事業は順調に進んでいるが、公開啓発事業については、文化財展や歴史セミナー、子ども対

象の上尾歴史クイズラリーを実施し多くの参加者を得ることができた。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

市指定・登録文化財の数 １２０件 １２４件 １２４件 
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◇ 市内の文化財に市民が親しめるように展示機会を拡充するなどの工夫を考えたい。 

◇ 歴史資料の価値は、ずっと後の時代になってから評価されることも多い。引き続き大切にして

いきたい。 

◇ 文化財保護、特に啓発事業は地域文化を次世代へ伝えるという重要な役割を担っている。世代

間の交流を交えて、地域文化を学ぶ機会は、地域のコミュニティ形成にも大きな成果を期待でき

る。時間はかかっても積極的に取り組むべき事業である。講座等の参加者によるネットワークづ

くりも、さらに進めていただきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅶ 

健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策１ スポーツ振興計画の策定 

施策２ スポーツ施設の整備・充実 

施策３ スポーツ・レクリエーション事業の充実 

施策４ スポーツ指導者の育成 

施策５ スポーツ・レクリエーション活動の支援 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策１ スポーツ推進計画の策定 ]  88 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 
基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション

活動の推進 

施 策 施策１ スポーツ推進計画の策定 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

スポーツ推進計画策定 
進捗状況 

計画素案の検討 計画素案の検討 推進計画完成  

◎教育委員会の施策評価  

平成２３年８月にスポーツ振興法がスポーツ基本法に全面改正されたことを受け、国及び県のス

ポーツ推進計画等が策定された。市教育委員会では、スポーツの推進を体系的・計画的に進めるた

め、昭和５１年のスポーツ都市宣言を踏まえ、「健康で活力に満ちたスポーツ活動の推進」を基本

方針とする、上尾市スポーツ推進計画を策定した。この計画は、上尾市スポーツ推進審議会に諮り、

上尾市におけるスポーツの課題を整理し、「スポーツ施設の整備・充実」「スポーツ事業の充実」な

ど５つの基本目標に対し、今後取り組むべき１３の施策を定めた。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

スポーツ推進計画策定進捗状況 推進計画完成   

 
 

 
 
 
 
  
 
  

学 
識 
経 
験 
者 
の 
意 
見 

◇25年度中に計画が策定されたとのこと、計画に基づく市民スポーツの更なる推進に期待します。 



 

89  [ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策２ スポーツ施設の整備・充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 
基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション

活動の推進 

施 策 施策２ スポーツ施設の整備・充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

６４ 学校施設開放（スポーツ振興）事業 ５，３５０ Ｂ 
学校開放登録団体数 ５５２団体 ５３６団体 ５５１団体 

学校開放施設使用者数 323,000人 417,161人 363,162人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

学校開放施設利用者数 323,000人 417,161人 363,162人 学校開放施設利用報告書 

◎教育委員会の施策評価  

屋内スポーツ施設の拠点である市民体育館は、平成２５年４月１日にリニューアルオープンするとと

もに、施設の効率的な管理運営と利用者サービスの向上を図るため指定管理者制度を導入し、平成２５

年度利用者は東日本大震災前の全面貸し出しを行っていた平成２１年度に比較し１５２％増と大幅な利

用者増であった。 

屋外スポーツ広場の整備については、利用しやすい施設の環境整備のため施設修繕や整備などの通常

整備のほか、熱中症対策として平塚サッカー場の水道３基の増設を行った。 

市民の身近な地域スポーツ拠点として、各小中学校の校庭及び体育館を開放し、多くの市民に利用い

ただいている。平成２５年度は、校舎や体育館の改修工事等で前年度より利用者が減少したが、各学校

開放運営委員会が相互協力し、混乱なく運営が図られた。 

今後も、利用者の意見も考慮しながら、設備修繕を検討していく。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

学校開放施設利用者数 363,162 人 417,000 人 418,000 人 
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◇ 学校施設の市民への開放は、市民のスポーツ活動に欠かせないものであり、施設・設備の適切
な整備に努めてほしい。 

 

◇ 市民の健康意識の高さがうかがえる。 

 

◇ 利用者が安全で安心して活動するために、施設整備は不可欠である。既存施設の有効活用をさ
らに進めるとともに、計画的に施設の点検・整備に取り組んでいただきたい。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策３ スポーツ・レクリエーション事業の充実 ]  90 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 
基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション

活動の推進 

施 策 施策３ スポーツ・レクリエーション事業の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

６５ スポーツ大会・教室等開催事業 １８，５７１ Ａ 
大会の開催日数 ３日 ４日 ３日 

上尾シティマラソン参加者数 ８，８０５人 ９，３７４人 ９，６７２人 

６６ 子どもの体力向上地域連携事業 １９６ Ａ 

小学生ドッジボール大会 ― ― ８９８人 

中学生バレーボール教室 ― ― １４６人 

上尾市なわとび大会 ― ― ２，０４１人 

ランニング教室 ― ― ２００人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

シティマラソン参加者数 8,805 人 9,374 人 9,672 人  

子どもの体力地域連携事
業 大会・教室開催日数 

― ― 4日  

◎教育委員会の施策評価  

平成２５年度のスポーツ大会は、市制施行・体育協会創立５５周年の記念大会として、いきいきライ

フ大運動会、市民体育祭、シティマラソン、市民駅伝競走大会を企画し実施した。市民駅伝競走大会は、

積雪及び路面凍結の影響のため中止となったが、その他のスポーツ大会は、各関係団体やボランティア

の協力を得て実施できた。 

スポーツ教室・講座としては、スポーツ指導者に向けたスポーツ・ステップアップ講座やＡＥＤ講習

会を実施し、スポーツに関連した知識の習得と参加者の資質の向上を図ることができた。そして高齢者

を対象とした長生きスポーツ教室を実施し、高齢者の体力の維持・増進を図ることができた。 

また平成２５年度の新規事業として子どもの体力向上地域連携事業を実施し、小学生ドッジボール大

会（５年、６年）、バレーボール教室（中学生）、なわとび大会（小学校３年生～中学校３年生）などを

行うことによって子ども達の運動や身体を動かす場や機会の提供を図ることができた。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

シティマラソン参加者数 ９，６７２人 ９，７００人 １０，０００人 

大会・教室開催日数 4 日 5 日 5日 
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◇ 上尾市主催のシティマラソンはすっかり定例行事として多くのマラソン愛好家の間に定着した
ものと思われる。今後は、中高生や大学生など、経済的に恵まれない層がより参加しやすいよう
な参加費の設定などの工夫が欲しい。 

◇ 少子化や高齢化が進む中、参加人数もさることながら、質や内容の改善等を並行して引き続き
考えていきたい。 

◇ 市民の協力の下、さまざまな大会が実施されている。子どもの体力向上のための取組みは、ぜ
ひ全市的な取組みとして実施していただきたい。スポーツやレクリエーションに参加することは、
生活の質の向上や、地域コミュニティの形成に役立っている。公民館事業や他の部署との連携を
図りながら、各種事業の充実を図っていただきたい。 



 

91  [ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策４ スポーツ指導者の育成 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 
基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション

活動の推進 

施 策 施策４ スポーツ指導者の育成 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

６７ スポーツ活動推進事業 ５，０８１ Ａ 

スポーツ推進委員研修日数 １０日 ９日 １３日 

スポーツ推進委員研修参加人数 １５３人 １４９人 １７１人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

スポーツ推進委員研修日数 １０日 ９日 １３日 市・県・地区・関東・全国・自主研修 

スポーツ推進委員研修参加人数 １５３人 １４９人 １７１人 延べ参加人数 

◎教育委員会の施策評価  

スポーツ推進委員について、平成２５年度は２年任期の初年度として４８人委嘱し、内訳としては再

任３４人、新任１４人である。地域スポーツ推進の担い手であるスポーツ推進委員が、自主研修はもと

より国・関東・県等のスポーツ推進委員協議会の研修にも参加し、資質の向上を図る支援を行った。さ

らに、スポーツ推進委員の活動を支援することによって、市で実施する大会事業おいては、競技役員会

議や大会当日責任者として、スムースな大会運営を行うことができた。 

また、平成２５年度にスポーツ推進委員から１名が永年の功績が認められ、全国スポーツ推進委員連合

功労者表彰を受賞した。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

スポーツ推進委員研修日数 １３日 １３日 １３日 

スポーツ推進委員研修参加人数 １７１人 ２００人 ２００人 

 

 

学 
識 
経 
験 
者 
の 
意 
見 

◇ すべての指導者が救命措置に習熟するように、今後とも研修機会を増やすなどの対策を講じて

ほしい。 

 

◇ 継続的にスポーツ指導者を確保していくことは難しいと感じている。25年度から別事業として

掲げ、指導者の育成を図るとのこと、是非強化推進していただきたい。 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策５ スポーツ・レクリエーション活動の支援 ]  92 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 
基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション

活動の推進 

施 策 施策５ スポーツ・レクリエーション活動の支援 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２５年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

６５ 
スポーツ大会・教室等開催
事業 

１８，５７１ Ａ 

大会の開催日数 ３日 ４日 ３日 

上尾シティマラソン 

参加者数 
８，８０５人 ９，３７４人 ９，６７２人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

体育協会加盟 
スポーツ団体人数 

２０，１２０人 １９，６０８人 １８，１７０人  

◎教育委員会の施策評価  

上尾市体育協会は、上尾シティマラソンや市民体育祭、市民駅伝競走大会などスポーツ大会を市と共

同で開催するとともに、市内のスポーツ・レクリエーション団体を統括する団体として、本市のスポー

ツ推進を図るうえで重要なパートナーである。上尾市体育協会に対しては、組織の基盤強化や活動の充

実に向けての事業補助を行い、本年度は、市と共催し市制施行・体育協会創立５５周年を記念したスポ

ーツ講演会をソフトボールの宇津木妙子氏を講師として招き実施することができた。また、市民体育祭

には８６人、上尾シティマラソンには４５３人もの競技役員が体育協会から選出され、スムーズな大会

運営を行うことができた。 

体育協会に加盟している各支部や団体が開催する各競技の大会やジュニアの育成は、市スポーツレクリ

エーションの推進にとって重要なことであるため、今後も必要な支援を行っていく。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度目標 平成２７年度目標 

体育協会加盟スポーツ団体人数 １８，１７０人 １９，０００人 １９，０００人 

 
 

 
 

学 
識 
経 
験 
者 
の 
意 
見 

◇ 市民の健康維持・増進のため、継続的発展を期待する。 

 

◇ 上尾シティマラソンは、シティセールスの役割も果たしていて、市最大のスポーツイベントと
して定着している。ボランティアも含めて、多くの市民が参加しやすい大会、事業であってほし
い。「スポーツ大会・教室等開催事業」のひとつとしてのシティマラソンだと思うので、評価指標
として「上尾シティマラソン参加者数」で良いのか疑問である。 



 

 

 

〔 教師力アップ講座 〕 



 

 

 

 

 

基本目標Ⅰ 

確かな学力と自立する力の育成 

 

 

 
施策１ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 

事業番号１    さわやかスク－ルサポ－ト事業（学級支援）【再Ⅰ－４】 
事業番号２    理科教育振興事業 
事業番号３    教育に関する３つの達成目標推進事業 【再Ⅱ－１,Ⅱ－７】 

事業番号４    魅力ある学校づくり事業   【再Ⅱ－７,Ⅲ－２】 

事業番号５    学力向上支援事業 

施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 
事業番号６    日本語指導職員派遣事業   【再Ⅲ－６】 

事業番号７    準教科書・副読本整備事業   【再Ⅱ－１,Ⅲ－３】 
事業番号８    英語弁論暗唱大会開催事業 
事業番号９    中学生海外派遣研修事業 

事業番号１０   小中学校ＡＬＴ配置事業 

施策３ 進路指導・キャリア教育の充実 
事業番号１１   中学生社会体験チャレンジ事業 

事業番号１２   中学生進路意識啓発事業 

施策４ 特別支援教育の推進 
事業番号１（再掲） さわやかスク－ルサポ－ト事業（学級支援） 

事業番号１３   特別支援学級補助員派遣事業 

事業番号１４   特別支援教育推進事業 

施策５ 幼児教育の推進 
事業番号１５   幼稚園就園奨励費補助事業 

事業番号１６   私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

95  [事業番号 １・１６]  さわやかスク－ルサポ－ト事業（学級支援）・私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 

 

 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

児童生徒への生活指導・自立支援及び介助を行うことで、対象児童生徒の在籍する学校・学級の円滑な運

営、事故防止を図るとともに、学級集団の少人数化により、きめ細やかな個に応じた指導を充実させ、中

１ギャップの解消及び基礎学力の向上を図る。 

事業の対象 

対 象 数 

（アッピ－スマイル教員） 

第１学年の１学級あたりの生徒数が３５人を超える中学校、第１学年生徒 

（アッピ－スマイルサポ－タ－） 

通常学級に特別な支援を必要とする児童生徒が在籍する小・中学校、全３３校 

事業の内容 

障害のある児童及び生徒が在籍する通常学級に対し、生徒指導の充実と健全な学級運営を図るため、学級

担任等の教員の補助を行うアッピ－スマイルサポ－タ－を配置する。また、少人数学級（３５人）を編制

し、きめ細やかな指導を行い、中１ギャップの解消等を図るため、アッピ－スマイル教員を配置する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ８１，６０６ 千円 ８４，２２７ 千円 ８８,０４４ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

アッピ－スマイル教員数 ２６人 ７人 ７人 
少人数学級（３５人学級）実施の為、

中学校に配置する市費臨時教員数 

アッピ－スマイルサポ－タ－数 ２７人 ７０人 ７４人 
通常学級で教員を補助し特別の支援を

行う支援員数 

◎教育委員会の評価の結果   

  

事業番号 １ ささわわややかかススクク－－ルルササポポ－－トト事事業業（（学学級級支支援援））   担当 学務課 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策１ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 施策４ 特別支援教育の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

アッピ－スマイル教員の採用・配置については、中学校１年生で少人数学級の編制を行うこと

で、小学校から中学校への滑らかな接続を図り、中１ギャップの解消にも効果を奏している。具

体的には、一人一人の生徒に教員が接する機会が多くなり、より一層、きめ細やかな評価が可能

となり、指導に生かせている。また、一人一人が発表したり、表現したりする機会が充実し生徒

に自信を持たせることにつながっている。 

アッピ－スマイルサポ－タ－を配置することにより、通常学級に在籍して学ぶ、特別な支援を

必要とする児童生徒の成長を促すことができた。同時に学級の円滑な運営にも資することができ

た。このことは、ノ－マライゼションの理念の実現やインクル－シブ教育の推進にもつながって

いるものと評価できる。 

 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

アッピ－スマイルサポ－タ－の配置は、前年度の７０人から７４人へと増員し、事業の充実を図
ることができた。 
また、教員の大量採用時代に突入していることから、質の高い臨時教員を採用していく必要があり、
大学を訪問して募集要項を配布するなど広報の連携を図った。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
アッピ－スマイル教員数 ７人（中学） ９人（中学） ８人（中学） 

アッピ－スマイルサポ－タ－配置人数 ７４人 ７５人 ８０人 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ２]  理科教育振興事業 96   

事業番号 ２ 理理科科教教育育振振興興事事業業   担当 指導課 
 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策１ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

市内小・中学校児童生徒の科学的研究物の展示を行い、科学教育の振興に資するとともに、児童生徒の研

究物を審査し、北足立地区科学展及び県中央展に出品するための取組を支援する。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立小・中学校 全児童生徒 

事業の内容 
小学校１年生から中学校３年生が、各学校や家庭において科学的研究物を作成し、上尾支部科学教育振興

展覧会に出品する。特に優秀な研究物は、北足立地区科学展の審査を経て、県中央展に選出される。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 １５８ 千円 １５８ 千円 １５８ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

上尾支部科学展出品数 １４４ 点 １４５ 点 １６０ 点 児童生徒の出品数 

県中央展選出作品数 ２／１１８ 点 １／１１５ 点 １／１４９ 点 上尾市作品数／北足立地区展出品作品数 

◎教育委員会の評価の結果   

教
育
委
員
会
の
評
価 

上尾支部科学教育振興展覧会への出品は、各小・中学校で、夏季休業中の自由課題研究として

研究に取り組ませることが多く、毎年行われている教育活動である。９月に行われた上尾支部科

学展では、小・中学校合せて１６０点が出品された。これら研究物は、審査を経て小学校７点、

中学校４点が北足立地区科学展に出品された。北足立地区科学展においても同様に審査を経て、

中学校の部から１点が、最優秀賞として県中央展に選出されている。 

 本事業は、児童生徒の科学的な資質・能力の向上を図るとともに、上尾支部展覧会を公開する

ことで、市民の日常の科学・理科教育に対する興味関心を高める効果があり、出品数も年々増加

している。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

平成２５年度は、出品数が１６０点に達し、出品数も増加の傾向にある。各学校で自由課題研

究に対する啓発が進んできていることに合わせて、継続して研究を行っている児童生徒も多数お

り、研究物の内容も大変充実してきている。過去３年間には、連続して県中央展にも選出されて

いる。一方で、校内で研究の指導ができる教師の育成が必要となっている。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  

上尾支部科学展出品数 １６０ 点 １６０ 点 １６０ 点 

県中央展選出作品数 

（北足立科学展出品作品から１４点が県中
央展へ選出） 

 １ 点  ２ 点  ２ 点 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

97  [事業番号 ３・１６]  教育に関する３つの達成目標推進事業・私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 

 

事業番号 ３ 教教育育にに関関すするる３３つつのの達達成成目目標標推推進進事事業業   担当 指導課 
 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策１ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 施策１ 豊かな心の育成 施策７ 児童生徒の体力向上 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

教育に関する３つの達成目標における県の目標値及び市が実態に応じて設定した独自の目標値の達成を

目指す。各小・中学校の積極的な取組とともに、中学校区を基盤とした上尾市独自の取組を推進し、児童

生徒に身に付けさせる。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立小・中学校 全児童生徒 

事業の内容 

「生きる力」をはぐくむ教育を一層推進するため、小・中学校の児童生徒を対象として、「学力」「規律

ある態度」「体力」の３つの分野について、その学年で身に付けさせたい基礎的・基本的な内容を取りま

とめて県教育委員会が作成した「教育に関する３つの達成目標」の取組を、市内全小・中学校で推進する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ５１０ 千円 ５１０ 千円 ５１０ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

３
つ
の
達
成
目
標 

学
力 

教育に関する３つの達成目標 
全小・中学校全学年 
学力の達成率（読む・書く・計算） 

９４.５ ％ ９４.６ ％ ９３．９ ％ 小・中学校 
全学年正答率 

規
律 規律ある態度８０％達成項目数 ９９項目 ／ １０８項目 １０３項目 ／ １０８項目 １０５項目 ／ １０８項目 小・中学校合計 

体
力 

新体力テスト 総合評価 
上位３ランク（ＡＢＣ） 
の児童生徒の割合 

小学校 ７９.５ ％ ７９．６ ％ ７８．９ ％ ５ランク中 
上位３ランクの 
割合 中学校 ８４.９ ％ ８５．５ ％ ８４．７ ％ 

◎教育委員会の評価の結果   

事業評価判定 

 

目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ 
規律ある態度８０％達成項目数 １０５項目 ／ １０８項目 １０８項目 ／ １０８項目 １０８項目 ／ １０８項目 

新体力テスト 総合評価 
上位３ランク（ＡＢＣ）
の児童生徒の割合 

小学校 ７８．９ ％ ８０ ％ ８１ ％ 

中学校 ８４．７ ％ ８６ ％ ８７ ％ 
 

教
育
委
員
会
の
評
価 

 「学力」に関しては、全体の数値が平成２４年度の数値を若干下回った。しかし、「計算」

分野では９学年中８つの学年で数値が上回る結果となった。「読む・書く」は数値が上回った

学年は３つだけだが、８つの学年が埼玉県の平均を上回った。各学校では、繰り返し学習や

言語活動の充実によって、思考力・判断力・表現力を児童生徒が身に付けることができる授

業が展開された。「規律ある態度」に関しては、各学校ごとに実態に応じた指導が行われ、平

成２４年度の数値を上回った。「体力」に関しては、児童生徒の課題に基づいた授業及び体育

活動が行われたが、小学校女子児童の数値が平成２４年度を下回った。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

「規律ある態度」の「⑩話を聞き発表する」の項目について、平成２４年度は９学年中６

つの学年が、目標値の８０％を超えた。平成２５年度は、９学年中８つの学年で８０％を超

えた。８０％を超えなかった学年も平成２４年度よりも数値が上昇しており、授業における

言語活動の充実が確実に図られている。 

平成２６年度は、埼玉県では「学力」のペ－パ－テスト調査、「規律ある態度」の質問紙調

査は実施しない。上尾市では、「規律ある態度」については、市独自で質問紙調査を実施する

予定である。「体力」については、引き続き新体力テストが実施される。 

   次年度以降の目標設定 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ４]  魅力ある学校づくり事業 98   

 
事業番号 ４ 魅魅力力ああるる学学校校づづくくりり事事業業   担当 指導課 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策１ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 施策７ 児童生徒の体力向上 施策２ 学校経営の改善・充実 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

各学校が教育課題を定め研究をとおし、教員の指導力の向上を図るとともに、児童生徒・保護者・地域か

ら信頼される学校を築く。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立幼稚園・小・中学校 

事業の内容 

市立幼稚園及び小・中学校において教育課題の研究を推進する。各学校に対して、３年ごとのサイクルで

【①研究準備→②研究１年目→③研究２年目＜研究発表＞】、２年間の計画的な研究を委嘱している。各

学校では創意工夫を生かした教育活動を展開することにより、魅力ある学校づくりを行う。また、上尾市

教育研究会に対して、全体研修会や各部会の研究の補助金を交付し、教職員の資質の向上を図る。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ６，８１４ 千円 ６，８１４ 千円 ６，８１４ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

上尾市学力調査の国語･算数（数学）・

英語の平均値 

小学校 ５２．４ ５１．８ ５１．９ 全国平均を５０としたときの 

市の平均値 中学校 ５０．７ ５０．３ ５０．３ 

教育に関する３つの達成目標 

 体力（運動習慣） 
８０．１％ ７６．４％ ７７．４％ 

週１～２回以上は１時間以上運動すると 

回答した児童生徒の割合 

◎教育委員会の評価の結果   

 

教
育
委
員
会
の
評
価 

児童生徒一人一人の学力向上のため、各学校は児童生徒の実態を把握し、実践を重ねることを

とおして、信頼される学校づくりに努めることができた。市の教育水準を高めるため、指導方法

の工夫改善などの研究に取り組むことで、年々教職員の指導力の向上を図ることができている。

さらに、市からの交付金を計画的に使用することにより、資料・教材教具を充実させ、研究を深

めることができている。また、各学校では、２年間の研究のまとめとして研究発表を行い、研究

授業について分科会を開催し、話合いを深めることで、教員の指導力向上につなげることができ

た。市内全校に研究成果を広め、知識や情報を共有することで市全体の教育力の向上を図ること

ができた。市内教職員が組織し、主体的に研修・研究に取り組んでいる上尾市教育研究会へ補助

することで、指導力の向上を図ることができた。本年度は、１２校が研究発表を行い、うち１校

は文部科学省の委嘱発表を行い、研究内容を市内外に広く広めることができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

異校種の学校の研究発表会に参加し、研究協議会において、小・中学校の教員が意見交換を行

うことで小・中学校の連携が推進できている。さらに、中学校区で小・中学校共通のテ－マを設

定して取り組む校区も出てきて、連携教育から一貫教育へ少しずつ変遷してきている。研究委嘱

において、県や埼大附属小（中）学校等から指導者を招き、最先端の情報を得るためにも、進ん

で招聘していく必要がある。 

   
 
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
上尾市学力調査の 

国語･算数（数学）・英語の平均値 

小学校 ５１．９ ５２．０ ５２．３ 

中学校 ５０．３ ５０．５ ５０．８ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

99  [事業番号 ５・１６]  学力向上支援事業・私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 

 
事業番号 ５ 学学力力向向上上支支援援事事業業   担当 指導課 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策１ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

学力調査結果の分析を多面的に行い、学力向上策を立案して、学習指導に取り組むことにより、 児童生

徒一人一人の学力を向上させる。 

事業の対象 

対 象 数 

上尾市立小学校 第３学年・第４学年・第５学年・第６学年 全児童  

上尾市立中学校 第１学年・第２学年・第３学年 全生徒 

事業の内容 
市立小・中学校の児童生徒一人一人に「確かな学力」を育成するため、標準学力検査用紙を用いて基礎的

な学力の実態を把握し、学校の教育課程の編成や学習指導方法の工夫・改善に役立てる。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ７，２６２ 千円 ７，１３９ 千円 ７，５０２ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

上尾市学力調査の 

国語･算数（数学）・英語の平均値 

小学校 ５２.４ ５１．８ ５１．９ 
全国平均を５０としたときの市の平均値 

中学校 ５０.７ ５０．３ ５０．３ 

◎教育委員会の評価の結果   

教
育
委
員
会
の
評
価 

児童生徒に確かな学力を身につけさせるためには、児童生徒一人一人の学習状況を客観的に把

握するとともに、一人一人の学習状況の経年の変化を適切に把握する必要がある。上尾市立小・

中学校学力調査は、その実態を明らかにするための指針の一つである。標準得点値でみると、３

３校中２３校で全国標準を上回ることができた。各学校では、自校の学力調査の結果分析を行い、

成果と課題を明確化、共有化し、学校の状況や児童生徒の実態に応じた学力向上プランの改善を

図ることができた。その学力向上プランに基づいた、授業実践や具体的な支援を重ね、適切な評

価・効果の検証とさらなる改善を進めた。一人一人の児童生徒の実態に応じたきめ細かな指導の

具体的な手立てを計画して引き続き取り組んでいる。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

児童生徒一人一人の学習状況及び経年の変化を把握することで、学習の定着状況等を正確に捉

え、個に応じた指導の充実を図っている。「確かな学力」を育てるために児童生徒の基礎的な学

力を調査し、その調査結果をもとに本年度も各学校の実態に応じた学力向上プランが作成され

た。児童生徒の学習状況の実態に即した指導方法の工夫改善を図るものである。また、１単位時

間の授業改善を図るための具体的な方策を示していることから、継続した指導や支援により上尾

市全体の更なる学力の向上を目指すものである。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
上尾市学力調査の 

国語･算数（数学）・英語の平均値 

小学校 ５１．９ ５２．０ ５２．３ 

中学校 ５０．３ ５０．５ ５０．８ 

 
 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ６]  日本語指導職員派遣事業 100   

 

事業番号 ６ 日日本本語語指指導導職職員員派派遣遣事事業業   担当  学務課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

日本語が理解できない児童生徒に、日本語や日本文化習得の支援を行い、授業をはじめとする学校生活に

意欲をもって参加できるようにする。 

事業の対象 

対 象 数 

計２２人 

（内訳 中国語：１１人 、タガログ語：８人、 スペイン語：２人、 英語：１人） 

事業の内容 
日本語が理解できない児童生徒に対して、日本語習得の援助及び指導を行うため、在籍する小・中学校に

日本語指導職員を配置する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２，２２４ 千円 ２，２５３ 千円 ２,５１２ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

派遣職員数 ９人 １２人 １３人  

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 施策６ 就学支援の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

国際化の進展をはじめ、社会の様々な状況の変化に伴い、日本の学校で学ぶ外国人児童生徒や

日本語の理解を必要としている帰国児童生徒が増加している中、日本語指導職員の配置は、こう

した子供たちのスム－ズな就学を図る上で効果的な取組となっている。また、確かな学力と自立

する力を育成するために、時代の変化に対応した教育支援となっている。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

本年度は、中国語、英語、スペイン語及びタガログ語などでコミュニケ－ションを図ることので

きる日本語指導職員を１３名雇用し対応した。さまざまな言語に対し支援できるよう人材の確保が

必要であることから、関係課とも連携を図っている。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  指導員派遣率 
派遣数/申請数×１００（％） １００％ １００％ １００％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

101  [事業番号 ７・１６]  準教科書・副読本整備事業・私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 

 
事業番号 ７ 準準教教科科書書・・副副読読本本整整備備事事業業   担当 指導課 

 

●事業の概要 

事業の目的 
事業の目標 

体育科・社会科・道徳の授業において、準教科書及び副読本を用い、効果的に活用して児童生徒の基礎基
本の定着、豊かな心の醸成を図る。 

事業の対象 
対 象 数 

上尾市立小・中学校 全児童生徒 

事業の内容 
小・中学校の体育科、保健体育科の準教科書、社会科・道徳の副読本の無償給与と市独自の「社会科副読
本」の作成・配布を行い、授業内容の一層の充実を図る。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 １３，４４８ 千円 １３，１８５ 千円 １３，８４６ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

道徳副読本整備状況 ６７ ％ １００ ％ １００ ％ 整備率 

体育科準教科書整備状況 ６７ ％ ６７ ％ ６７ ％ 整備率 

保健体育科準教科書整備状況 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 整備率 

社会科副読本整備状況 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 整備率 

◎教育委員会の評価の結果   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 施策１ 豊かな心の育成 施策３ 学校施設・設備の整備・充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

道徳及び体育科・保健体育科では教科用図書が発行されていないため、道徳の授業及び体育科、
保健体育科の授業を充実するために、各校へ整備することができた。 

道徳の副読本については、学習指導要領に準拠した内容であり、学校における指導計画は、副
読本の内容を中心に計画することができた。 

体育科の準教科書については、体の動きを視覚的にとらえる資料として有効であり、技能習得
のためのポイントが記載されており、それを参考に技能を高める授業展開ができた。 

社会科副読本「のびゆく上尾」は、小学校３年生に配布し、上尾市の地理や経済などの実態を
踏まえた地域学習を効果的に展開できるよう上尾市教育委員会で作成することができた。さらに
小学校４年生では、「郷土さいたま」を配布し、埼玉県の特徴をつかんだ郷土学習を行うことが
できた。 

平成２３年度、西側小・中学校に整備した道徳副読本及び、全小・中学校に整備した体育科準
教科書を小・中学校で統一したことにより、教材研究、研究内容の共有化を図ることができ、児
童生徒の学びの平等化が図られた。また、小・中学校が同系統の教材を使用することで、学びの
連続性が図られ、小・中学校の連携を図ることができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

教科用図書のない道徳や体育・保健体育、特別に資料が必要な社会科においては、学校・教員
による指導内容の偏りを防ぎ、全員に平等な教育を行うことにより、本市の教育水準を高めるこ
とができる。道徳副読本、体育準教科書については、学校備品として、複数年使用できるように
しているが、書き込みができない等の課題がある。社会科副読本「のびゆく上尾」のデジタル教
材を作成し、ＩＣＴの推進を図ることができているので、より充実した内容にするために今後も
協議していく。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  

道徳副読本整備状況 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 

体育科準教科書整備状況 ６７％ ８９ ％ １００ ％ 

保健体育科準教科書整備状況 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 

社会科副読本整備状況 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ８]  英語弁論暗唱大会開催事業 102   

 

事業番号 ８ 英英語語弁弁論論暗暗唱唱大大会会開開催催事事業業   担当 指導課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

「聞くこと」「話すこと」を中心としたコミュニケ－ション能力、表現力の向上を目指し、英語学習に対

する興味・関心を一層高めることをねらいとする。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立中学校 全生徒（各中学校で３名以内の参加者を決定） 

事業の内容 「弁論の部」「暗唱の部」の２部構成で、市内中学生が英語で表現する発表の機会を設けている。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ５７ 千円 ５８ 千円 ５８ 千円 

●評価指標 

（活動指標） 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

大会参加生徒数 ３０人 ３３人 ３３人 弁論大会参加者数 

市学力調査英語平均値 ５１．７ ５２．１ ５０．３ 
全国平均を５０としたときの市の英語 

（中２・３）の平均値  

◎教育委員会の評価の結果   

教
育
委
員
会
の
評
価 

市英語弁論・暗唱大会は、全国大会である高円宮杯全国中学生弁論大会の市内予選を兼ねており、

県内市町村（地区）ごとに実施している。 

市の弁論の部で第１位になった生徒は、埼玉県英語弁論大会に出場し、そこで上位に入賞した場

合、全国大会にコマを進めることとなり、本大会を実施しない場合は、県大会等への出場者の選抜

が困難となるため重要な行事である。 

平成２５年度は、本大会の１位の生徒が県大会でも入賞し、全国大会中央大会予選会に出場した。 

英語学習の意欲付けを図るとともに、英語による表現力を高めることができる本事業は、今後も

継続して実施する必要がある。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

全国大会につながる大会であるため、今後も継続が望まれる。実施にあたり、埼玉県内全市町村

（地区）で実施しているものである。上尾市の規模から考え、今後も本市単独で予選を行うことが

適するものである。 

県大会の実施要項の変更に合わせ、制限時間を超えても失格とはせず、超過時間に応じた減点法

を採用した。参加者に必要以上の負荷がかからず、表現力豊かな発表が多かった。 

今後は、弁論・暗唱の発表者のみならず、市民の見学を啓発したり、各学校から児童生徒が見学

できるようにしたりするなど、当日の会場への入場者数の増員を図る必要がある。 

   次年度以降の目標設定 

総合評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  大会参加生徒数 ３３人 ３３人 ３３人 

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

103  [事業番号 ９・１６]  中学生海外派遣研修事業・私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 

 

事業番号 ９ 中中学学生生海海外外派派遣遣研研修修事事業業   担当 指導課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

コミュニケ－ション能力、英語力、表現力をはじめ、将来、国際社会で貢献できる人材として必要な資質・

能力及び態度を有した生徒を育成する。   

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立中学校第３学年生徒 ２２人 

事業の内容 

中学生に豊かな国際感覚を養い、国際社会に貢献できる人材として必要な能力や態度を育成する教育活

動の一環として、市立中学校に在籍する生徒を対象に、８日間のホ－ムステイや授業体験、スポ－ツ交流、

文化交流等の英語研修等のプログラムを特色とした１１日間の海外派遣研修を実施する。   

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ７，８００ 千円 ９，８１０ 千円 ９，５５３ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

応募生徒数 ４６人 ４４人 ５４人 海外派遣研修応募生徒数 

派遣生徒数 ２２人 ２２人 ２２人 海外派遣研修派遣生徒数 

◎教育委員会の評価の結果   

教
育
委
員
会
の
評
価 

社会のグロ－バル化が急進する中で、豊かな国際感覚を養い、将来、国際社会に貢献できる人材と

して必要な資質と能力を育成することは重要である。国際化した社会の中で、しっかりとしたアイデ

ンティティを持ち、異文化を理解した上で、自分の意見を適切に主張することができる人材の育成を

目指し、一般の家庭にホ－ムステイし、現地の学校に通い語学研修や文化・スポ－ツ交流等の研修に

参加した。現地における全研修日程を計画どおり無事に終え、帰国報告会での発表等、この研修をと

おして、派遣生一人一人が人間的に一回り大きく成長を遂げることができた。実際に英語を使用しな

がら生活することは、教室での英語学習では学ぶことができない貴重な体験学習であり、日本と異な

る生活習慣や文化の中で暮らすホストファミリ－との生活をとおして、今まで気づくことのなかった

自国の文化・伝統の「よさ」を実感することにもつながった。今回の研修で得た体験を基に、将来「国

際社会」を見据えた広い視野を持った人材の育成につながるものである。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

本研修プログラムの中で、近隣小学校での仲間同士の信頼関係構築や体力向上のための設備である

ハイロ－プ体験活動において、派遣生の参加の意思をあらかじめ確認して臨ませた。緊張もあったが、

全員が体験し、充実した活動となった。 

市制施行５５周年記念式典参加のためのロッキャバレ－市長一行の来訪時に、派遣生希望者が集合

し、市長等にあいさつをしたりや感謝を伝えたりすることができた。 

派遣生は、各学校において全校生徒に報告を行う場を設けてもらい、各自が報告会を行った。派遣

生自身の成長を伝え、また、１・２年生たちに本研修のよさを伝えることができた。 

 

 ※ハイロ－プ体験活動・・・仲間との信頼関係構築、体力向上、危機管理等を目的とし、樹上など

の高所にロ－プ、ワイヤ－を張り巡らせ、ゲ－ムなどを行います。 

   次年度以降の目標設定 

総合評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  応募生徒数 ５４人 ６０人 ６５人 

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 ２ 時代の変化に対応した教育の推進 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 １０]  小中学校ＡＬＴ配置事業 104   

  
事業番号 １０ 小小中中学学校校ＡＡＬＬＴＴ配配置置事事業業   担当 指導課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

小学校では「外国語活動」及び「総合的な学習の時間」をとおして外国語に慣れ親しみ、外国語を使って

コミュニケ－ションを図ろうとする態度を育成し、中学校では、ＡＬＴ（外国語指導助手）とのＴＴ（テ

ィ－ムティ－チング）により、コミュニケ－ション能力の育成を図る。   

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立小・中学校 全児童生徒 

事業の内容 
児童生徒が、国際社会において、外国の方と積極的にコミュニケ－ションを図ろうとする能力や英語力、

態度を身に付けるための体験的学習や国際理解教育を推進するために、ＡＬＴを小・中学校に配置する。   

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 １００，６９８ 千円 １００，６９８ 千円 ８８，２６２ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

ＡＬＴ配置人数 ２７人 ２７人 ２７人 小・中学校ＡＬＴ配置人数 

ＡＬＴ 
活用時数 

小学校 ３０．６時間 ３１．５時間 ３２．２時間 小・中学校の１学級あたりのＡＬＴ活用

時数（外国語活動、英語授業、その他国

際理解教育等） 中学校 ３６．０時間 ３７．６時間 ３７．８時間 

中学生海外派遣研修応募生徒数 ４６人 ４４人 ５４人 中学生海外派遣研修応募生徒数 

◎教育委員会の評価の結果   

教
育
委
員
会
の
評
価 

今後ますますグロ－バル化する社会に主体的に対応できる児童生徒を育成することは、人材育

成の面からも重要である。中学校では、主にＡＬＴと日常的に触れ合い、「生きた英語」を学ぶこ

とができる環境を整える中で、英語学習の動機づけを図り、コミュニケ－ション能力の基礎を培

うことが必要である。また、小学校では、平成２３年度から小学校 ５・６年生で週１時間外国語

活動を行い、英語によるコミュニケ－ション能力やその素地を高める学習活動の充実が図られて

いる。本市では、すでに 平成２１年度から先行実施し、全小学校５・６年生で外国語活動を年間

３５時間ずつ実施している。教科指導以外でも、日常的な触れ合い、給食、清掃等を通しての関

わりや、また中学校ではスピ－チコンテストの指導等においても成果を上げている。教員対象の

研修においても指導力向上のために指導・助言している。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

ＡＬＴ２７名を配置し、外国語教育の充実を図ることができた。ほとんどのＡＬＴが前年度か

らの継続であったため大変スム－ズに配置を開始することができた。学校アンケ－トでもＡＬＴ

に対する評価６点満点中４．８７と高評価であった。授業日数増加による夏季休業が短縮された

ことから、夏季休業中の配置日数を最大５日から３日とした。多くの学校でＡＬＴの配置希望が

あった。また、中学校教員の小学校への出前授業（外国語活動）や小学校教員による中学校への

授業参観など、小・中学校の外国語担当教員の連携による小・中学校の連続した外国語教育や小

学校教員の外国語活動指導力の向上についてもＡＬＴとの連携により、充実することができた。

今後は、さらなる外国語教育の充実を図るため全小学校への完全配置を目指す。   

   次年度以降の目標設定 

総合評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  ＡＬＴ配置人数 ２７人 ３３人 ３３人 

   

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

105  [事業番号 １１・１６]  中学生社会体験チャレンジ事業・私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 

 

事業番号 １１ 中中学学生生社社会会体体験験チチャャレレンンジジ事事業業   担当 指導課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

生徒の勤労観や職業観を育成し、社会性や自立心、表現力、礼儀作法、コミュニケ－ション能力などを養

う。また、教職員と事業所担当者等との打合せ、教職員やＰＴＡによる各事業所等への巡回、校長による

各事業所等への挨拶などをとおして、学校、保護者及び地域との連携を深める。   

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立中学校 第１学年・第２学年 生徒 

事業の内容 
市内中学校生徒が市内等の事業所等において２日間の社会体験活動を行い、勤労観や職業観を育成し、進

路指導・キャリア教育を推進する。    

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ５９６ 千円 ５９３ 千円 ６３１ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

職場体験事業所数 ２３３ ２２１ ２４４ 職場体験を行った事業所数 

「進路意識向上」できたと
回答した生徒 

４２．０％ ３９．１％ ４２．８％ 
「進路意識が向上した」と回答した

生徒の割合 

◎教育委員会の評価の結果   

教
育
委
員
会
の
評
価 

現代は都市化や少子化が進み、物質的に豊かで便利な生活となり子どもたちの生活スタイルや

意識も大きく変わってきており、これまでの子供たちには見られなかった柔軟な感性や遊び心、

ボランティア活動等への高い参加意欲は見られるものの、社会性の不足、規範意識の低下、人間

関係の希薄化などが指摘されている。この社会体験チャレンジは、こうした課題の解決に向けて、

大きな役割を担うものであり、自分の将来に夢や希望を抱き、その実現をめざし、基礎的な知識

や、望ましい勤労観、職業観の育成はすべての子どもたちに必要なものである。異世代間も含め

たコミュニケ－ション能力を養うこと、 実際的な知識や技術を学ぶこと、社会的なル－ルやマナ

－を体得できること、地域や事業所に対する理解を深め、地元への愛着や誇りを持つことなど、

大きな意義がある。参加生徒の感想からは、「働くことの大切さがわかった」「将来を真剣に考え

るようになった」「あいさつの大切さがわかった」等の感想があり、望ましい勤労観がはぐくまれ

ている。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

平成２５年度は１校のみ第１学年での実施であったが、１１校すべてが職場体験を行った。生

徒の発達段階の問題や事業所からの要望等あり、平成２７年度から全中学校第２学年で実施して

いく。本年度、個人情報の漏洩防止や器物破損等の事故が起きた場合に備えて生徒に「職場体験

申込書」の提出を求めるいくつかの事業所があった。平成２６年度は、全生徒がすべての事業所

に「職場体験申込書」を提出することとした。学校にとって事業所の確保が課題ではあるが、大

型ショッピングセンタ－の出店や新規事業所の申し込み等あり、拡大している。体験日数につい

ては、今後もアンケ－トやチャレンジ事業推進委員会において今後さらに協議、検討していく。 

   次年度以降の目標設定 

総合評価判定   目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ   職場体験受入事業所数 ２４４ ２５０ ２６０ 

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策３ 進路指導・キャリア教育の充実 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 １２]  中学生進路意識啓発事業 106   

 

事業番号 １２ 中中学学生生進進路路意意識識啓啓発発事事業業   担当 指導課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

自分を振り返り、自らの生き方や進路について考えることができ、目標を立て その達成のために努力で

きる生徒を育成する。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立中学校 全生徒 

事業の内容 
進路指導・キャリア教育の観点から、地域で活躍する様々な分野の人を招いて講演会を 開き、生徒の将

来の夢や希望をはぐくむとともに進路意識の啓発・高揚を図る。   

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 １１６ 千円 １１６ 千円 １１０ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

講演会開催回数 １４回 １２回 １１回 開催回数 

講演会参加生徒数 ７，７８１人 ６，８４５人 ６，１６９人 延べ参加生徒人数 

◎教育委員会の評価の結果   

教
育
委
員
会
の
評
価 

急速に変化する現代社会において、ニ－トやフリ－タ－を呼ばれる若者の数は減ることがなく、

青少年の意欲や責任感の低下、コミュニケ－ション能力の低下等が懸念され、社会的自立の遅れ

や社会に適応できない若者の増加は社会問題の一つである。進路指導を「人間としての生き方に

関する指導」という観点で捉え、将来にわたって「職業観・勤労観」を育成することが求められ

ている。このような進路指導・キャリア教育を充実させる施策として、地域で活躍する方や地域

ゆかりの方を学校に招き、講演会をとおして、生徒・保護者の意識を啓発し、中学校の進路指導・

キャリア教育の推進を図ることは、有益であり効果も高い。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

本年度、すべての中学校で各１回ずつ実施された。地域で活躍する方々に加え、卒業生やＯＢ

の中から活躍されている方に講師を依頼する学校が増え、進路指導の積み重ねがより充実してき

ている。生徒も高い興味・関心を持って参加し、生徒が自らの進路や生き方について考える有意

義な機会となっている。また、全中学校で一部の学年のみを対象にするのではなく、全学年生徒

が講演会に参加した。また、生徒と保護者が一緒に講演を聞く機会にするなど、学校と家庭が一

体となり、進路意識の啓発を図る学校が増加している。本事業は、生き方を学ぶ中学校の進路指

導・キャリア教育を推進するために必要な事業である。 

平成２５年度からは、他校との合同での開催も可能となり、講師選択の幅も広がっているが、

複数開催と併せ、実施した学校はなかった。 

   次年度以降の目標設定 

総合評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  講演会開催回数 １１回 ２４回 ２４回 

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策３ 進路指導・キャリア教育の充実 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

107  [事業番号 １３・１６]  特別支援学級補助員派遣事業・私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 

 

事業番号 １３ 特特別別支支援援学学級級補補助助員員派派遣遣事事業業   担当 学務課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 
障害のある児童生徒一人一人のニ－ズに応じる教育の充実を図る。 

事業の対象 

対 象 数 

特別支援学級配置校 

 小学校９校２１学級 ９９人、中学校４校１５学級 ７９人 

事業の内容 
特別支援学級において、担任教員の行う指導の補助に当たるため、特別支援学級補助員を特別支援学級が

置かれる市内小・中学校に配置する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 １５，６６６ 千円 １５，６９８ 千円 １６，３０５ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

補助員配置数  ９人 ９人 ９人  

補助員配置率 ２６．５％ ２８．１％ ２５．０％ 補助員数/学級数×１００（％） 

補助員対象研修回数 ０回 ９回 ９回  

◎教育委員会の評価の結果   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策４ 特別支援教育の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

特別支援学級では、より一人一人のニ－ズに応じた教育支援が必要であるため、担任の行う指

導を補助する補助者の存在は大きい。また、特別支援学級補助員は、教員免許を有しているため、

障害のある児童生徒の教育を行うにあたっては、指導内容や機動性の充実が図られている。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

特別支援学級補助員の資質の向上を図るため、年間９回の研修会を実施している。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  補助員配置率 ２５．０％ ２５．７％ ４２．９％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 １４]  特別支援教育推進事業 108   

 
事業番号 １４ 特特別別支支援援教教育育推推進進事事業業   担当 指導課 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策４ 特別支援教育の推進 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

特別支援教育研修会では、特別支援教育担当者が研修を深め、各小・中学校で適切な指導、必要な支援、

授業改善が図られるようにする。特別支援学級設置校と特別支援学校の交流を兼ねた合同作品展は、障害

のある児童生徒の創作意欲を喚起するとともに、市民にとっても、障害のある児童生徒を理解するよい機

会とする。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立小・中学校の特別支援教育担当者及び市民 

事業の内容 
特別支援教育担当者を対象とした各種研修会の実施及び市民啓発、特別支援学級設置校と特別支援学校の

交流の目的を兼ねて合同作品展を開催する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２０６ 千円 ２３６ 千円 ２１３ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

特別支援教育研修会回数 ５ 回 ５ 回 ５ 回 特別支援教育に係る研修会実施回数 

特別支援教育研修会参加率 １０４ ％ １００ ％ １００ ％ 研修会参加者数／３３校×１００ 

合同作品展入場者数 ５００ 人 ５００ 人 ５００ 人  

◎教育委員会の評価の結果   

教
育
委
員
会
の
評
価 

特別支援教育を推進するためには、すべての学校で特別支援教育の視点に立った支援の推進が

行えるよう指導していく必要がある。そのためにも教員の指導力・資質の向上は欠かせない。県

立特別支援学校のセンタ－的機能を積極的に活用するため、県立特別支援学校の特別支援教育コ

－ディネ－タ－を講師に招き、特別支援教育コ－ディネ－タ－研修会や特別支援学級担当者研修

会等を行った。担当教員らが専門的な知識・技能を習得するための質の高い研修会を実施してき

た。また、各学校での通常の学級における特別な支援を要する児童生徒への対応等について積極

的に研修をすすめ、一人一人の教育的ニ－ズに応じたきめ細かな指導を目指してきた。 

 併せて、特別支援学級の児童生徒による合同作品展の開催により、障害のある児童生徒にとっ

て活躍の場を確保できた。市民にとっても障害のある児童生徒を理解する場として有意義な行事

であった。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

平成２５年度、中学校１校に特別支援学級を新たに開設した。次年度以降のさらなる開設に伴

い、特別支援学級を担当する教員の育成が急務である。今後も特別支援教育の一層の推進を図る

ため本市の特別支援教育に携わる教員の指導力向上を目的とし特別支援教育推進のための研修

会の実施や校内研修会等の積極的な活用を行っていく。また、特別支援学級と特別支援学校との

連携を深めるため、各小中学校における県立特別支援学校コ－ディネ－タ－による巡回指導を積

極的に推進する。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  合同作品展入場者数 ５００ 人 ５００ 人 ５００ 人 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

109  [事業番号 １５・１６]  幼稚園就園奨励費補助事業・私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 

 

 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

幼児を幼稚園に通園させている保護者への経済的負担を軽減し、公・私立幼稚園間の保護者負担の格差を

是正し、幼児の幼稚園への就園の機会を確保する。 

事業の対象 

対 象 数 

【幼稚園就園奨励費補助事業】上尾市に住民登録がある満３歳児・３歳児・４歳児・５歳児を幼稚園に通 

園させている保護者のうち、所得要件を満たす者 （平成２５年度実績 ２,９８２人）  

【私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業】基準日現在（当該年度の１０月１日）上尾市に住民登録がある満 

３歳児・３歳児・４歳児・５歳児を私立幼稚園に通園させている保護者（平成２５年度実績 ３,７８９人） 

事業の内容 
幼児を幼稚園に通園させている保護者に対し、保育料の減免または補助金を交付する。（幼稚園就園奨励

費補助事業は国庫補助事業） 

●事業費決算額の推移 

年度 事業名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

 

決算額 

幼稚園就園奨励費補助事業 ２８７，２６５ 千円 ２８４，８９４ 千円 ３０７,４７２ 千円 

私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 ７０，５３５ 千円 ６９，７５７ 千円 ６８,５６９ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

就園奨励費補助金減免率（公立） ２６．２％ １６．２％ １２．７％ 補助対象園児／公立幼稚園児数 

就園奨励費補助金支給率（私立） ７７．８％ ７６．１％ ７５．８％ 補助対象園児／私立幼稚園児数 

補助額 １１１，１４５円 １１３，０５０円 １２１,４７８円 
就園奨励費・保護者負担軽減費補助

金の平均額（一人当たりの年額） 

差引後 

公・私立幼稚園保育料差額 
１００，２４５円 ９７,１９８円 ８８,７７０円 

私立幼稚園補助後保育料－公立幼

稚園保育料（一人当たりの年額） 

◎教育委員会の評価の結果   

 

事業番号 １５ 
事業番号 １６ 

幼幼稚稚園園就就園園奨奨励励費費補補助助事事業業  

私私立立幼幼稚稚園園児児保保護護者者負負担担軽軽減減費費補補助助事事業業  
 担当 教育総務課 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策５ 幼児教育の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

私立幼稚園への就園については、幼児の保護者は相対的に若く、経済的負担が大きいものと

なっている。国の基準に基づき、就園奨励費補助金を交付しているが、保育料の負担を賄い

きれていない状況である。そこで、さらに負担を軽減し、より多くの幼児の就園機会を確保

するため、上尾市独自の事業として保護者負担軽減費補助金を交付している。 

就園奨励費補助金が拡充され、幼稚園への就園機会の確保及び幼児教育の推進を図ることが

できた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

平成２７年度から「子ども・子育て支援新制度」が本格的にスタ－トする予定であり、新制

度では幼児期の学校教育・保育の総合的な提供を目指していることから、平成２６年４月に

行われた組織再編により、私立幼稚園に関する事務が保育所担当課へ移管されたため、教育

委員会での事業は終了とする。 

 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定 

 

目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ 幼稚園就園率 ８８．２％ － － 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

    

 

 

 

基本目標Ⅱ 

豊かな心と健やかな体の育成 

 

 

 
施策１ 豊かな心の育成 

事業番号３（再掲） 教育に関する３つの達成目標推進事業 

事業番号７（再掲） 準教科書・副読本整備事業 

事業番号１７   学習支援事業 

事業番号１８   さわやかスク－ルサポ－ト事業（学校図書館支援） 

事業番号１９   小中学校音楽会開催事業 

事業番号２０   小中学校図書整備事業  【再Ⅲ－３】 

事業番号２１   図書館資料整備事業  【再Ⅴ－５】 

事業番号２２   指導法改善事業  【再Ⅲ－１, Ⅲ－２, Ⅲ－４】 

事業番号２３   中学校部活動支援事業  【再Ⅱ－７】 

事業番号２４   中学校吹奏楽演奏会開催事業 

事業番号２５     子どもの読書活動支援センタ－運営事業 【再Ⅴ－５】 

施策２ 生徒指導の充実 
事業番号２６   生徒指導推進事業 

事業番号２７   さわやか相談室運営事業 

事業番号２８   いじめ根絶対策事業（防止事業）【再Ⅱ－４】 

事業番号２９   いじめ根絶対策事業（相談事業）【再Ⅱ－４】 

施策３ 人権教育の推進 
事業番号３０   人権教育推進事業（指導課所管分） 

施策４ 学校教育相談の充実 
事業番号２８（再掲） いじめ根絶対策事業（防止事業） 

事業番号２９（再掲） いじめ根絶対策事業（相談事業） 

事業番号３１   不登校児童生徒の学校適応指導事業 

事業番号３２   教育相談事業 

施策５ 学校保健の充実 

施策６ 食育の推進・学校給食の充実 

施策７ 児童生徒の体力向上 
事業番号３（再掲） 教育に関する３つの達成目標推進事業 

事業番号４（再掲） 魅力ある学校づくり事業 

事業番号２３（再掲） 中学校部活動支援事業 

事業番号３３    児童生徒体力向上推進事業



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

111   [事業番号 １７]  学習支援事業 

 

事業番号 １７ 学学習習支支援援事事業業   担当 指導課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

総合的な学習の時間等に専門的な知識や技能をもつ外部指導者や学校支援ボランティアを導入すること

で、豊かな体験活動をはじめ、学習活動の充実を図り、豊かな人間性や社会性を育てる。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立小・中学校 全児童生徒 

事業の内容 
「総合的な学習の時間」の外部指導者や学校の教育活動を支援する学校支援ボランティアに、記念品を贈

る。小・中学校校外行事実施に係る引率者の入場料等の経費を負担する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 １９６ 千円 ２０４ 千円 １９９ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

外部指導者補助数 ９７人 １０３人 １０３人 外部指導者補助人数 

外部指導者活用数 １０３人 １８７人 １５２人 外部指導者活用人数 

◎教育委員会の評価の結果   

   

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策１ 豊かな心の育成 

教
育
委
員
会
の
評
価 

各学校において、児童生徒や地域の実態に応じた特色ある教育活動の推進が求められてい

る。そのため、外部指導者や学校支援ボランティアの協力によって地域全体で学校教育の質

を高め、市内の多くの学校で特色ある教育を推進している。そのような状況の中、引率者の

入場料等の経費を負担し、校外行事を円滑に実施することができた。また、各学校において、

総合的な学習の時間等に専門的な知識や技能を持つ外部指導者や学校支援ボランティアを

積極的に活用することで、体験活動の充実や個に応じた指導が図られ、児童生徒にとって魅

力ある教育活動が展開することができた。学校外の教育力を積極的に取り入れるため、学校

では外部指導者の活用希望数が１００回を超えている。平成２５年度は、学校が希望してい

る回数に対して、すべての補助をすることができなかった。今後も外部指導者への依頼の増

加が見込まれるところであり、補助率の向上と外部指導者の高齢化に伴い、新たな指導者の

募集が課題である。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

総合的な学習の時間の目標にある探求活動を一層推進していくためには、子どもが自ら課

題を見つけるきっかけとなる体験活動を充実させることや豊富な知識と技能を有する外部指

導者や学校支援ボランティア等の地域の教育力は不可欠となることから、学校が希望してい

る回数に対する補助をすることが課題である。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  外部指導者活用数 １５２人 １６０人 １７０人 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 １８]  さわやかスク－ルサポ－ト事業（学校図書館支援） 112 

 

事業番号 １８ ささわわややかかススクク－－ルルササポポ－－トト事事業業（（学学校校図図書書館館支支援援））   担当 指導課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

読書活動を推進するとともに、学校図書館の教育効果を組織的に高めることで、児童生徒に「確かな学力」

と「豊かな心」を身につけさせる。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立小・中学校 全児童生徒 

事業の内容 

読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより

深く生きる力を身に付けていく上で欠くことができないものである。そこで、各小・中学校図書館の充実

を図り、読書活動を推進するため、図書館支援員を小学校毎日４時間、中学校週１回５時間、派遣する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ６，２０４ 千円 １８，０９１ 千円 １８，０８６ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

学校図書館支援員数 ８人／３３校 ２５人／３３校 ２５人／３３校 小中学校に派遣する図書館支援員の数 

１校あたりの派遣回数 

（平均） 
４３回 

小学校２０２回 

中学校約４１回 

小学校２０２回 

中学校約４１回 
支援員の派遣回数／１校あたり 

「読書が好き・ど
ちらかといえば
好き」と回答した
児童生徒の割合 

小学６年 ７２.６ ％ ７４.５ ％ ７４.９ ％ 
上尾市小・中学校学力調査結果よ
り 

中学３年 ７５.８ ％ ７２.８ ％ ７３.２ ％ 

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策１ 豊かな心の育成 

教
育
委
員
会
の
評
価 

学校図書館に関わる様々な業務において、司書教諭の補助を行うことができた。また、業務の幅が広

がってきている。小・中学校での読み聞かせの回数が増え、豊かな心の育成につながっている。 

推薦図書や読書案内等の学校図書館の掲示や新書の展示コ－ナ－が豊かになり、児童生徒が本を手に

取りやすい環境が整ってきている。 

研修会を通して、各校の学校図書館の整備状況の底上げを図ることができている。支援員と児童生徒

との関わりを深めるため、児童生徒の興味関心を高める指導方法の研修会を行った。 

 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

中学校の図書館教育の充実のため、ベテラン支援員を配置した。 

平成２５年度から学校図書館に新聞を配備した。新聞を効果的に展示することで、児童生徒が新聞を

読みやすい環境を作り、活字に触れる機会を増やすとともに、司書教諭と連携し、各教科で新聞を活用

するよう指導した。 

  上尾市立鴨川小学校の取組が、文部科学省「平成２６年度子ども読書活動優秀実践校・図書館・団体

（個人）」の優秀実践校表彰を受けた。図書館支援員の力もあったと考えられる。さらに、他校へ広げ

ていくことで、上尾市全体の学校図書館教育の推進につながっている。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  

学校図書館支援員数 ２５人／３３校 ２５人／３３校 ３３人／３３校 

「読書が好き・ど
ちらかといえば好
き」と回答した児
童生徒の割合 

小学６年 ７４.９ ％ ７５.５ ％ ７６.０ ％ 

中学３年 ７３.２ ％ ７４.０ ％ ７４.５ ％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

113   [事業番号 １９]  小中学校音楽会開催事業 

 

事業番号 １９ 小小中中学学校校音音楽楽会会開開催催事事業業   担当   指導課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

市内小・中学校の児童生徒の音楽性を伸ばすとともに、音楽を愛好する心情を養い、情操豊かな児童生徒

の育成を図るとともに、教員の研修の機会とする。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立小・中学校 児童生徒 約１，３００名 

事業の内容 
表現及び鑑賞をとおして、音楽性を伸ばすとともに、音楽を愛好する心情を養い、情操豊かな児童生徒の

育成を図り、教員の研修の機会とするため、毎年度１回「上尾市小・中学校音楽会」を実施する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ８６８ 千円 ８６１ 千円 ８０５ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

参加学校数 ３３校 ３３校 ３３校 音楽会参加学校数 

参加者数 約２，０００人 約２，０００人 約２，０００人 保護者等含む 

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策１ 豊かな心の育成 

教
育
委
員
会
の
評
価 

現在、市では各学校の枠を超えた交流活動として、小学校においては、連合運動会、親善球技大会、

中学校では、部活動における各種大会が中心となっており、いずれも体育的活動が多い。文化的な活

動としては、中学校区において、中学生が小学校に訪問し、合唱や吹奏楽部の演奏を披露するなど、

学校間の交流を行っているところがある。本事業は、市内全小・中学校が参加し、日頃の教育活動の

成果を発表し合える唯一の場であり、その意義は大きく、児童生徒の学習意欲を高めるとともに、音

楽科としての学力向上につながっている。また、市として文化芸術振興の一環としての役割も大きい。

さらに、学校間で互いの音楽を鑑賞することは、教員の指導力を高める視点からも効果的である。参

観者に音楽会の内容についてアンケ－ト調査を行ったところ、調査結果は、「よかった、概ねよかっ

た」がほとんどであった。音を媒体としたコミュニケ－ションとしての観点から各小中学校が文化的

な連携を深め、それぞれで行われている音楽会にも互いに参加するなどの取組も見られた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

平成２２年度から市内全小・中学校が参加している本音楽祭は、同日に開催し、小学生を対象に含

む音楽行事としては、市で唯一の事業であり、その意義は大きい。児童生徒の学習意欲の向上につな

がるとともに、音楽会の教育的効果については、市立小・中学校の教職員及び保護者からの認識が高

まっている。参観者からは、児童生徒の歌声のすばらしさに感動した、継続してほしいなどの内容の

感想も増えている。平成２３年度から、上尾市歌を全員合唱として、参加した児童生徒全員で合唱し

た。平成２５年度からは、保護者も一緒に歌えるよう、全員合唱曲の歌詞をプログラムに掲載した。

また、児童の思いや学校行事等を配慮し、全ての小学校で５年生の参加とした。さらに運営面で、こ

れまで運営委員会と実施委員会に分かれていたものを１本化して合理化を図った。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  音楽会参加者数 約２，０００人 ２，０００人以上 ２，０００人以上 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ２０]  小中学校図書整備事業 114 

 

 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

子どもたちの自主的・自発的な学習活動を支援するとともに、豊かな感性や情操をはぐくむ読書活動を推

進するため、「学校図書館図書標準」（平成５年３月）を目標に、充実した学校図書館図書の整備を図る。 

事業の対象 

対 象 数 

小・中学校の児童・生徒（平成２５年５月１日現在） 

小学校・・・児童数１２，２３８人  中学校・・・生徒数 ６，３８２人 

事業の内容 学校図書館図書標準の早期達成に向け、図書の計画的な整備を図る。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ３２，６６０ 千円 ２５，８６０ 千円 ２７，６５８ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

増加冊数 
小学校 １３,２７２ 冊 １２,３９９冊 １０,７４５冊 

 
中学校 ６,９５９ 冊 ５,７８３冊 ６,０２９冊 

廃棄冊数 
小学校 ４３,１５３ 冊 ４,０２３冊 ６２５冊 

 
中学校 １７,８４８ 冊 ４９７冊 ５１９冊 

年度末現有冊

数 

小学校 １７４,７４０冊 １８１,４００冊 １９３,０１１冊 
 

中学校 １０３,６７７冊 １０６,１１９冊 １１１,６２９冊 

図書標準目標

達成率 

小学校 ７８．１％ ８３.７ ％ ８９.３ ％ 
 

中学校 ７２．１％ ７４.３ ％ ７７.４ ％ 

◎教育委員会の評価の結果   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策１ 豊かな心の育成 施策３ 学校施設・設備の整備・充実 

事業番号 ２０ 小小中中学学校校図図書書整整備備事事業業   担当 教育総務課 

教
育
委
員
会
の
評
価 

確かな学力と豊かな心をはぐくむため、子どもたちの自主的・自発的な学習活動の場として、ま

た多くの情報を収集できる場として、学校図書館の果たす役割は大きなものがある。整備指標であ

る「学校図書館図書標準」の達成を目標としてきたが、現状では図書標準目標達成までには至って

いない。しかし、文部科学省の学校図書館関係地方財政措置を利用し、図書購入予算を例年並みに

維持し、着実に蔵書数を増やすことができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

平成２５年度は学校図書事務の手引きを作成した。これにより、学校図書館管理システムを中

心とした運用管理方法が学校間や教育委員会と学校間で統一的に業務できるようになった。 

また、文部科学省の学校図書館関係地方財政措置を利用し、学習指導要領にもある新聞学習の

ため、小中学校の学校図書館へ新聞配備を実施した。 

小学校（１校につき） ⇒ 一般紙１紙＋子ども新聞１紙 

中学校（１校につき） ⇒ 一般紙２紙 

今後も学校図書館を充実させるため、図書購入だけでなく書架購入や図書室スペ－ス不足の有無

などにも気を配り、積極的に図書整備を推進していく。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
図書標準目標達成率（小学校） ８９．３％ ９４．６％ １００％ 

図書標準目標達成率（中学校） ７７．４％ ８１．２％ ８５．８％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

115   [事業番号 ２１]  図書館資料整備事業 

 
事業番号 ２１ 図図書書館館資資料料整整備備事事業業   担当  図書館 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 
図書館資料の充実を図り、市民の「くらしに役立つ 市民とともに歩む図書館」をめざす。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市民と在勤・在学の人（広域・相互協定による、さいたま市・伊奈町・桶川市・蓮田市に在住の人） 

事業の内容 
図書館運営の根幹となる図書資料（書籍・新聞・雑誌・ＣＤ・ＤＶＤ等）の整備を進め、図書館サ－ビス

の充実を図る。 

●事業費決算額の推移 

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

３７，２１４ 千円 ３７，４１０ 千円 ３７，７８３ 千円 ３３，６６１ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

蔵書数（全９館） ５８０，５３７ 点  ５８０，７５４ 点  ５８９，２１１ 点 雑誌・視聴覚資料含む 

蔵書密度（市民一人当たり） ２．５６ 点 ２．５５ 点 ２．５８ 点 蔵書数／人口 

図書館利用者数（全９館） ３８５，５３９ 人 ４４０，０３６ 人 ４１７，９０９ 人  

総貸出点数（全９館） １，４１８，１６３ 点 １，４５５，００６ 点 １，３４５，９８８ 点  

貸出密度（市民一人当たり） ６．２４ 点 ６．３９ 点 ５．９０ 点 貸出点数／人口 

◎教育委員会の評価の結果   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポ－ト 

施 策 施策Ⅰ 豊かな心の育成 施策５ 図書館運営の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

図書館の根幹といえる資料や情報の提供は、近年市民二－ズの専門性、急速な情報展開、生涯

学習に対する意識の高まり等、多様化する傾向にある。その多様化するニ－ズに応えるため、広

い視野での図書館資料を収集し、蔵書の充実・提供を進めた。また、県内ネットワ－クを有効活

用し、相互貸借（広域利用）による幅広い資料の活用に努め、迅速に利用者へ提供している。ま

た、利用者が必要な情報や問題解決を図るレファレンスサ－ビスを充実させ、きめ細かなサ－ビ

スの提供をした。更に、読書啓発につなげる講演・講座を多数開催し多数の市民に参加いただい

た。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

公共図書館としてのより充実した蔵書構成を考え資料の選書を行う。また、読書環境の整備に

努めるため図書館の組織化を強化する。さらに、地域コミュニティの醸成に役立つ資料整備にも

努める。また近年は、中学・高校生の図書離れが進む中、今年度初めて中学校（１校）でブック

ト－クを実施したところ、好評を得ることができた。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
貸出密度（市民一人当たり貸出点数） ５．９０ 点 ５．９５ 点 ６．００ 点 

蔵書数（全９館） ５８９，２１１ 点 ５９５，１０３点 ６０１，０５４ 点 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ２２]  指導法改善事業 116 

 
事業番号 ２２ 指指導導法法改改善善事事業業   担当 指導課 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策１ 豊かな心の育成 施策１ 教職員の資質・能力の向上 施策２ 学校経営の改善・充実 施策４ 学校のＩＣＴ化の推進 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

適正な教育課程を編成・実施し、教育活動の充実や教員の指導力の向上及び授業の充実を図るために必要

な図書・資料の作成・配布、研修会の開催等を行う。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立小・中学校 全児童生徒・教員及び管理職 各種研修会等参加者 

事業の内容 
学力向上プランの作成、 上尾市の教育「指導の重点・努力点」の印刷製本（全教職員への配付）、研修会

の開催等 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ７９，６２２ 千円 ３１，３５９ 千円 １０，５６２ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

指導の重点努力点 配布数 ９４２ 冊 ９６５ 冊 ９７４ 冊 小・中学校教職員への配布数 

研修会実施数 ４４ 回 ４４ 回 ４４ 回 指導課主催の研修会総数 

上尾市学力調査の国語・算

数（数学）・英語の平均値 

小学校 ５２.４ ５１.８ ５１.９ 
全国平均を５０としたときの市の平均値 

中学校 ５０.７ ５０.３ ５０.３ 

◎教育委員会の評価の結果   

教
育
委
員
会
の
評
価 

教育基本法、学校教育法、学習指導要領等法令に基づいて適正な教育課程を編成し、実施する

とともに、学力向上及び教育活動の充実を図るため教員としての資質そのものや指導力の向上を

図ることは大変重要である。児童生徒の学力向上を目指し、指導方法の工夫改善を図るため、少

人数による授業実践やティ－ムティ－チングによるきめ細やかな指導を繰り返し行ってきた。導

入の済んだデジタル教科書のさらなる活用方法やタブレット端末の積極的活用を推進するため

のＩＣＴ活用研修会の実施、道徳教育研修会、生徒指導研修会、教育課程研究協議会等の研修会

を実施し、教員一人一人の指導力の幅を広げることができた。また、児童生徒の実態を踏まえ各

学校で作成した学力向上プランの積極的な活用を推進してきた。さらに、上尾市の指導の重点・

努力点を作成し全教員へ配付することにより、効率的に市の教育方針を周知徹底し、指導方法の

工夫改善、授業の充実を図ることにつなげた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

授業の質の維持とさらなる向上、指導方法の工夫改善が図られてきているところである。教師

一人一人の指導力の向上を図り、指導内容の理解を深めるため、研修会の内容等を充実させる。

さらに、ハ－ド面・ソフト面の両方の視点から子供たちを取り巻く教育環境の整備を一層の充実

を図る必要がある。 

 教職員を対象とする研修会については、指導力の向上をねらいとし、デジタル教科書を活用し、

ＩＣＴ機器の積極的活用や各教科等の指導方法等をテ－マの中心に据え、教職員が自主的に研修

できる機会として教師力アップ講座（夜間）を開催し、教職員の資質・指導力の向上を図る機会

とした。 

 今年度も、指導の充実を図るとともに、デジタル教科書活用・ＩＣＴ機器活用研修会を開催し、

また、教師力を向上させるためのブラッシュアップ、スキルアップ研修を実施することができた。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
上尾市学力調査の 

国語･算数（数学）・英語の平均値 

小学校 ５１.９ ５２.０ ５２．３ 

中学校 ５０.３ ５０.５ ５０．８ 
  



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

117   [事業番号 ２３]  中学校部活動支援事業 

 
事業番号 ２３ 中中学学校校部部活活動動支支援援事事業業   担当 指導課 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策１ 豊かな心の育成 施策７ 児童生徒の体力向上 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

部活動の充実及び活性化、生徒の意欲の向上と技能の向上を図る。また、生涯スポ－ツ・文化に親しむ習

慣の基礎を養うことや目標を持った意欲的な学校生活を送ることができるようにする。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立中学校 全生徒 

事業の内容 
保護者、地域から部活動の活性化が望まれる中、部活動指導員を配置することで、生徒の技能の向上を図

り、安全を確保する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ３，０８０ 千円 ３，０８０ 千円 ３，０２８ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

部活動指導員配置率 ７８.９ ％ ８１．８ ％ ９０．１％ 学校配置指導員数／学校が希望する指導員数 

運動部活動加入率 ７４.２ ％ ７５．０ ％ ７４．１％ 運動部活動加入生徒数／生徒数×１００ 

◎教育委員会の評価の結果   

  

教
育
委
員
会
の
評
価 

中学校に、技術指導を中心とした、部活動指導員を配置し、生徒の技能の向上を図ることがで

きた。また、活動するうえでの安全を確保することにもなり、部活動の活性化を図ることができ

た。 

中学校部活動では顧問の人事異動等の関係で、技術指導を行える指導者が不在となり、部の活

動が停滞したり存続が難しくなったりする等の状況があるが、部活動指導員を配置することで、

長期的に技術指導を受けることができた。 

平成２５年度は、関東大会に男子バレ－ボ－ル部を含む１３名が出場し、全国大会には、水泳・

陸上において１名ずつ出場することができた。 

部活動指導員の研修会において、消防署の方を講師として招聘し、応急処置とＡＥＤの使い方

について実技を通して研修した。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

生徒の自主性、協調性、責任感、連帯感などの育成を図る部活動は、スポ－ツ、文化において

高い技能を持つ部活動指導員を配置することにより、円滑に進めることができている。  

また、思春期にあたる中学生時期に様々な人と接することで、心の成長につながっている。 

部活動指導員委嘱式・研修会を平日夜間に実施していたものを、平成２６年度から、土曜日午

前中に実施することにした。さらに、消防署の方を招聘することで、より実践的な研修を開くこ

とができる。委嘱式・研修会への参加が約半分程度なので、全員が参加することができるような

工夫が求められる。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  部活動指導員配置率 ９０．１ ％ １００ ％ １００ ％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ２４]  中学校吹奏楽演奏会開催事業 118 

 

事業番号 ２４ 中中学学校校吹吹奏奏楽楽演演奏奏会会開開催催事事業業   担当   指導課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

中学校部活動の充実と相互の発展向上を図るとともに日頃の活動の成果を発表する機会の一つとする。対

象生徒の意欲・技能の向上を図るとともに、保護者や一般市民にも公開することにより、市民の文化的活

動としての位置付けを図る。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立中学校吹奏楽部 

事業の内容 生徒の演奏技能を高め、担当教員の指導力の向上を図る機会として吹奏楽演奏会を開催する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２５２ 千円 ２９９ 千円 ３１１ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

参加学校数 １１校 １１校 １１校 参加中学校数 

一般参加者数 ３１０人 ３７８人 ４３９人 一般参加者数（受付通過分） 

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策１ 豊かな心の育成 

教
育
委
員
会
の
評
価 

市内中学校における部活動の取組については、運動部における各種大会が中心となっており、

いずれも体育的活動が多い。本事業は、文化部における部活動の活性化と文化的活動の振興を図

ることに効果を挙げている。また、吹奏楽演奏会の開催により、吹奏楽部の生徒の演奏技能や担

当教員の指導力の向上にもつながっている。本市の文化芸術の振興の点でも、本事業のような音

楽的活動は効果的であり、市の文化的な活動としての一躍を担っている。また、一般公開するこ

とで、市民への芸術文化の提供と学校理解につながっている。さらに、埼玉県の吹奏楽コンク－

ルに向けての練習の場としての役割も大きく、教育的効果をあげている。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

平成２３年度から、市内１１校すべての中学校の吹奏楽部が揃って参加した演奏会となってい

る。吹奏楽部に所属する生徒には、日頃の取組の成果を発表する場であるとともに、部活動への

取組の意欲向上にもつながっている。また、吹奏楽部顧問が委員となる実施委員会を組織するこ

とで、顧問同士が連携を図り、指導に関する情報交換等を行うことで吹奏楽部顧問の指導力の向

上を図ることができている。演奏技術及び演奏態度とも年々向上してきており、埼玉県の吹奏楽

コンク－ルに出場した学校は、日常的な取組の成果をあげている。市の広報に開催日等を掲載し

ており、市の文化的な活動の一つになっており、一般参加者数も昨年度の３７８人から４３９人

へと増えている。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  一般参加者数 ４３９人 ４５０人 ４５０人 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

119   [事業番号 ２５]  子どもの読書活動支援センタ－運営事業 

  

事業番号 ２５ 子子どどもものの読読書書活活動動支支援援セセンンタタ－－運運営営事事業業   担当 図書館 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

子どもの読書活動の推進を図るため、拠点となる「子どもの読書活動支援センタ－」を富士見小学校図書

館内に開設し、上尾の子どもを本好きにするための事業を展開する。 

事業の対象 

対 象 数 
１８歳以下の子どもたちと保護者 

事業の内容 
家庭・地域・学校へ情報の収集背提供や講師の派遣、講演会・講座の開催、ボランティアの養成、出張お

はなし会の開催 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 － 千円 ３，７６３ 千円   ８，１７９ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

出張おはなし会 － ２３回 ３９回 回数（ボランティア派遣を含む） 

ボランティア養成講座 － ２１回 ２８回 回数 

◎教育委員会の評価の結果   

  
 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポ－ト 

施 策 施策１ 豊かな心の育成 施策５ 図書館運営の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

２５年５月から小中学校・幼稚園で本を巡回させる「あっぴぃぶっくるセット本」の事業を開

始し、学校から好評を得た。西中学校では、このあっぴぃぶっくる本を紹介するブックト－クを

行い、読書離れが進むといわれる中学生の読書意欲を高めるきっかけとなった。また、２５年度

は年間を通じ、効果的な技法を習得するための読み聞かせボランティア養成講座を行った結果、

講座の修了者から読み聞かせグル－プが結成され、学校の授業や地域の公民館などで子どもたち

に読書の楽しさを伝えている。支援センタ－は、今後結成されたボランティアグル－プのさらな

る技術力アップのために、ステップアップ講座等を開催し、支援をすることで、活躍の場を拡大

していく必要がある。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

子どもの読書活動支援センタ－では、読み聞かせボランティアの養成に力を入れた効果が現れ、

ボランティアが行う読書のアニマシオン・科学絵本の読み聞かせ・スト－リ－テ－リング等いろ

いろな手法で子どもたちに読書の魅力を伝えた。更に、活躍の場を拡げ学校・地域をあげて子ど

もたちの読書支援をしていく。 

※スト－リ－テ－リング：伝えたい思いやコンセプトを、それを想起させる印象的な体験談やエ

ピソ－ドなどの“物語”を引用することによって、聞き手に強く印象付ける手法 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
出張おはなし会 ３９回 ４０回 ４０回 

ボランティア養成講座 ２８回 ３０回 ３０回 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ２６]  生徒指導推進事業 120 

 
事業番号 ２６ 生生徒徒指指導導推推進進事事業業   担当 指導課 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策２ 生徒指導の充実 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 
児童生徒の非行・問題行動の未然防止と、健全育成及び学校生活の充実を図る。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立小・中学校 全児童生徒 

事業の内容 

中学校での非行問題行動の未然防止のため、４人の生徒指導支援員を要請のあった中学校へ派遣し、校内

巡視や非行・問題行動を取る生徒への対応など、中学生の非行問題行動を未然に防ぐ活動を行う。また、

生徒指導推進協議会の活動をとおして、各中学校区で小・中学校及び地域住民、警察等関係機関及び青少

年育成団体、高等学校等と連携しながら、青少年健全育成活動、長期休業中のパトロ－ルや補導を行い、

地域と一体となった総合的な生徒指導の取組を推進する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ４，５０４ 千円 ４，５３９ 千円 ４，５４３ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

支援員派遣校数 ５校 ４校 ４校 生徒指導支援員派遣中学校数 

支援員１校あたり週派遣日数 １．６日 ２日 ２日 派遣校１校あたりの週派遣日数 

暴力行為発生件数 ２６ 件 １８ 件 ３ 件 小･中学校の暴力行為発生件数 

街頭補導回数 ５３６ 回  ５６９回 ４９４回 各中学校区における補導回数 

地域の集い参加者数 ３５９ 人  ３３２人 ３６３人 青少年健全育成地域の集い参加者数 

◎教育委員会の評価の結果   

教
育
委
員
会
の
評
価 

 生徒指導推進事業については、生徒指導支援員の活動や上尾市生徒指導推進協議会の取組によ

り、暴力行為が３件と平成２４年度を大幅に下回った。青少年健全育成地域の集いの参加者数は

平成２４年度を大幅に上回り、地域と一体となった生徒指導の推進が図られた。生徒指導支援員

は、２名１組で、教師の目の届かない時間帯、場所を巡回し、生徒の暴力行為等の未然防止を図

り、成果をあげることができた。 

 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

青少年健全育成地域の集いでは、ｅ－ネットキャラバンの講師を迎え、ネットトラブルについ

て講演会を行った。保護者の興味関心が高い内容の講演で、肯定的な感想が多くあった。今後も

児童生徒や地域の実態を踏まえた講演会を行っていくことが重要である。 

本年度は各中学校における街頭補導回数が減少したが、これは夏季休業日が５日間短縮された

影響が考えられる。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  暴力行為発生件数 ３件 ０ 件 ０ 件 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

121   [事業番号 ２７]  さわやか相談室運営事業 

 

事業番号 ２７ ささわわややかか相相談談室室運運営営事事業業   担当 教育センタ－ 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

児童生徒・保護者の身近な相談機関として中学校に相談員を配置し有効に機能させる。不登校生徒が学級

復帰を果たすまでの第一段階として、教育相談主任・学級担任等と連携して、生徒個々にカウンセリング

等を実施しながら学級復帰をめざす。 

事業の対象 

対 象 数 
市内全中学校１１校 

事業の内容 児童生徒・保護者等の様々な相談に応じるため、市内中学校のさわやか相談室に相談員を配置する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 １７，７１８ 千円 １７，７６０ 千円 １７，８８２ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

相談室の相談件数 ９，９２７回 １１，２０４回 １０，４７０回 相談員が扱った相談の延べ回数 

相談の解決率 ８０％ ８７％ ７６％ 解決件数/相談件数×１００ 

不登校生徒数割合 １．６９％ １．６０％ １．８３％ 不登校生徒数/全生徒数×１００ 

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策２ 生徒指導の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

さわやか相談室では、自校の生徒や保護者の学校生活や家庭生活での悩み等の相談に応じた

り、学級に行けない不登校傾向のある生徒へのカウンセリングを行ったりしている。校区内の小

学校とも連携をとり、小学生保護者等との面談等も行っている。また、教育センタ－の相談員及

び適応指導教室指導員と連携を図り、きめ細かい支援を行っている。これらの業務は、不登校児

童生徒の教室復帰に導く重要な業務である。本年度の相談のべ件数は昨年度より減少している。

相談の解決率は７６％で、前年度と比べると低くなっているが、これは、解決すべき問題が長期

化・深刻化していることが影響していると考えられる。さわやか相談室相談員は、教育センタ－

と積極的に連絡をとり、解決に向けての連携を深めることができた。また、スク－ルカウンセラ

－との連携も深まっており、校内の連携を活かした支援も確実に行われてきた。不登校生徒数の

割合は１．８３％で、昨年度より増加したが、さわやか相談室相談員と教育センタ－の連携でか

かわった生徒は段階を踏んで学校へ戻ることができるようになった。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

市内１１のさわやか相談室の活用方法がそれぞれ違っているため、調査を行い、教室復帰を多

く果たしている相談室の活用方法を把握し、相談員研修会で紹介したり、研修の内容に含めたり

してきた。さらに、不登校生徒を減らすために教育センタ－が相談室訪問を行うとともに、連携

しながら生徒や保護者に対応したり、一人一人の生徒の学校復帰に向けた支援計画を立てたりし

て対応してきた。今後は、不登校生徒の割合が減るように、教育相談主任研修会をとおして、さ

わやか相談室をさらに活用した学校内での教育相談体制の構築と充実、教育センタ－の関係機関

等との連携を深めることの必要性を伝え、問題の早期発見・早期解決をさらに推進していく必要

がある。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定 

 

目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ 不登校生徒数割合 １．８３％ １．７５％ １．７０％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ２８]  いじめ根絶対策事業（防止事業） 122 

 

事業番号 ２８ いいじじめめ根根絶絶対対策策事事業業（（防防止止事事業業））   担当 指導課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 
児童生徒の個々の状況を的確に把握し、いじめの未然防止や解消、いじめの早期発見・早期対応を図る。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立小・中学校全児童生徒 

事業の内容 

いじめの問題については、いじめが原因の一つと思われる児童生徒の自殺が起きるなど、社会問題化して

おり、依然として教育上大きな課題となっている。問題行動等の原因や背景は、個々のケ－スにより様々

であるが、インタ－ネットや携帯電話を介した「ネット上のいじめ」など、学校における「いじめ発見」

が難しい事例もある。また、「いじめは決して許されない」という意識が児童生徒に依然としてしっかり

身についていない状況も課題となっている。このようなことから、児童生徒の個々の状況を的確に把握す

るための心理検査を実施するとともに、教員の資質向上、保護者との連携、標語の作成をとおして、いじ

め根絶の取組を市全体で推進する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 － 千円 － 千円 ６，２１９ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

いじめの認知件数 ２８件 ３２件 ２２件 小・中学校におけるいじめの認知件数 

◎教育委員会の評価の結果   

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策２ 生徒指導の充実 施策４ 学校教育相談の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

 平成２５年度は、下記のような具体的事業を行い、いじめ問題に対して、学校を中心に、市全
体で組織的に取り組むことができた。 

「ＣＡＰ研修会」…いじめの早期発見・早期対応といじめの起こりにくい学校づくりを目的とし
て「ＣＡＰ研修会」を全小・中学校の教員対象の実施した。これにより、教職員のいじめを見抜
く能力や望ましい学級経営や信頼関係に立った生徒指導を実践することができた。 

「Ｑ－Ｕ」…いじめの発生・深刻化の予防及びいじめ被害にあっている児童生徒を早期に発見す
ることを目的として「Ｑ－Ｕ」を小学３年から中学３年の児童生徒を対象に実施した。また、調
査結果を適切に分析し、効果的に活用するために「Ｑ－Ｕ」活用研修会を教職員を対象に開催し
た。これにより、児童生徒の意欲や満足感を把握することができるとともに児童生徒の学級内で
の相対的位置が分かり、対人関係の基本的なル－ルが守られているかを把握して、児童生徒が楽
しい学校生活を送る一助となることができた。 

その他…なかよく楽しい学校生活を送るための標語ポスタ－や上尾市「いじめ根絶」中学生宣言
パネルを制作し、各学校へ配布・掲示をすることによって、全児童生徒に「いじめ根絶」の啓発
に効果的であった。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

「ＣＡＰ研修会」…平成２５年度は全小・中学校で開催され、市内全教職員が受講し、いじめを
見抜く能力や組織的に対応することの大切さを学ぶ機会となった。 

「Ｑ－Ｕ」…平成２５年度は、全小学校第３学年から第６学年の児童及び全中学校第１学年から
第３学年の生徒を対象に実施した。児童生徒の集団における満足度を測定し、個に応じた生徒指
導を実践することができた。 

「なかよく楽しい学校生活を送るための標語ポスタ－」を制作・全小・中学校へ掲示した。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  いじめの認知件数 ２２件 ０件 ０件 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

123   [事業番号 ２９]  いじめ根絶対策事業（相談事業） 

 

事業番号 ２９ いいじじめめ根根絶絶対対策策事事業業（（相相談談事事業業））   担当 教育センタ－ 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

「いじめホットライン」「いじめホットメ－ル」を設置し、いじめられている児童生徒の相談窓口とする。

また、教育・社会福祉等の専門的な知識や技能を持ったスク－ルソ－シャルワ－カ－（SSW）を設置し、

児童生徒の問題行動等の解決を図る。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立小・中学校 全児童生徒 

事業の内容 
いじめ相談の迅速な対応を行う。いじめ等の問題で児童生徒本人の心の問題とともに、置かれている環境

に対し働きかけを行う。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額   － 千円   － 千円 ６１７ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

いじめ相談解決率 － － １００％ いじめ相談解決数／いじめ相談数 

いじめホットライン・ホッ
トメ－ル相談件数 

－ － １７件 
ホットライン（電話）件数＋ホットメ

－ル件数 

◎教育委員会の評価の結果   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策２ 生徒指導の充実 施策４ 学校教育相談の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

「子ども・いじめホットライン（電話）」で受けた相談件数は１３件である。内訳は小学生が

７件、中学生が５件、幼稚園が１件である。「子ども・いじめホットライン（電話）」では、相談

員が相談者の気持ちを十分受け止め、寄り添いながら丁寧に相談を進め、学校と協力して問題の

解決を図った結果、１００％のいじめ解消となった。「子ども・いじめホットメ－ル」で受けた

相談件数は４件である。内訳は中学生３件、不明が１件である。「子ども・いじめホットメ－ル」

は、匿名であり、メ－ル相談のみであるため、いじめの詳細を聞くことはできないが、メ－ルで

丁寧に対応している。本年度の教育センタ－で受けた、いじめ相談は、スク－ルソ－シャルワ－

カ－を派遣するするようなことには至らなかったが、いつでも対応できる体制をとることができ

た。 

いじめ相談に関する広報については、市内全児童生徒に、いじめ相談専用の電話番号及びメ－

ルアドレスを記したカ－ドを作成・配布したり、毎月の「広報あげお」に掲載したりすることで

広く知らせることができた。休日・夜間については、相談対応できないため、留守番電話機能を

活用することで対応することができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

平成２５年度から新たに始まった事業である。年度当初に、いじめ相談専用電話を設置すると

ともに、市内全児童生徒及び関係機関にいじめ相談専用の電話番号及びメ－ルアドレスを記した

カ－ドを配布した。カ－ドには、市内全小・中学校で行っている、「なかよく楽しい学校生活を送

るための標語」の最優秀を掲載した。また、いじめについて悩んでいる児童生徒の支援を行うた

め、教育センタ－にスク－ルソ－シャルワ－カ－を配置した。休日・夜間は電話やメ－ルの対応

ができないため、留守番電話機能のある電話で対応している。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  いじめ相談解決率 １００％ １００％ １００％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ３０]  人権教育推進事業（指導課所管分） 124 

 

事業番号 ３０ 人人権権教教育育推推進進事事業業（（指指導導課課所所管管分分））   担当 指導課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

人権を尊重する教育と心豊かな人づくりの推進を図り、人権尊重の意識を高めることで、いじめや差別を

なくせる学校の実現と相手の立場に立って考える思いやりのある児童生徒の育成を図る。 

 
事業の対象 

対 象 数 
上尾市立小･中学校 全児童生徒・管理職及び教員  

事業の内容 
人権教育研修会（人権教育施設体験研修会を含む）をとおして校長、教頭、教員の資質向上を図る。 

人権教育を視点においた指導方法の研究をより一層推進する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額  １，３４５ 千円 １，３５７ 千円 １，３４６ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

教育に関する３つの達成目標 

相手のことを考えた優しい言葉

づかいでできると回答した児童

生徒の割合 

８６.５ ％ ８８.７ ％ ９０.０ ％ 
「よくできる」「だいたいできる」回答児童

生徒数／全児童生徒数×１００ 

作文・標語集等配布率 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 配布数／児童生徒数×１００ 

◎教育委員会の評価の結果   

   

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策３ 人権教育の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

「人権の世紀」と言われる２１世紀を迎えてから１４年が経つが、いじめ、暴力行為、不登校や非
行問題行動の低年齢化や、生徒指導上の諸課題が数多く残されており、それらへの対応が学校教育に
強く求められている。また、地域社会においては、未だに社会的身分又は門地、性別、障害の有無に
よる差別の現状もある。このような現状の中で、人権感覚育成プログラムを全小・中学校で取り組む
など、すべての児童生徒に「人権についての正しい理解」を深めるとともに、「差別をなくす」「家
族や友達を大切にする」「人と人とのきずなを大切にする」ことに重点をおいた人権教育を推進する
ことができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

管理職対象及び一般教職員対象など、それぞれの職責に応じた研修を行い、教職員の資質能力の一
層の向上と人権意識の高揚を図り、人権についての正しい理解を深め、豊かな人権感覚を身に付け、
様々な人権問題を自ら解決しようとする児童生徒を育成することは今後も学校教育が担う重要な課
題であり、継続していく必要がある。特に、いじめ問題については、上尾市いじめの防止等のための
基本的な方針を策定し、それをもとに、各小・中学校においてもいじめ防止等のための基本方針を策
定することで、共通理解・共通指導を行うことができた。また、「上尾市『いじめ根絶』中学生宣言」
を作成し、「あげおヒュ－マンライツミ－ティング２１」において発表することができた。校長対象
研修会、教頭対象研修会、担当教員対象研修（年３回）、人権教育授業研究、人権教育小中学校研究
会全体会・各部会年３回（啓発・調査研究・資料作成）を実施できた。校長対象研修では、ネット上
における人権問題とその対応についての内容を初めて盛り込んだ。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  規律ある態度 

やさしい言葉づかい 
９０.０ ％ ９１.０ ％ ９２.０ ％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

125   [事業番号 ３１]  不登校児童生徒の学校適応指導事業 

 

事業番号 ３１ 不不登登校校児児童童生生徒徒のの学学校校適適応応指指導導事事業業   担当 教育センタ－ 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

不登校児童生徒のうち、学校復帰に意欲のある者のよりよい成長と自立を促し、指導・支援を
行うことによって、学校への完全復帰を目指す。 

事業の対象 

対 象 数 
市内小・中学校不登校児童生徒 １３６人 

事業の内容 

不登校児童生徒の自立と学校生活への適応を図り、学校に復帰させることを目的として様々な
指導・援助を行う。体験学習を多く取り入れた活動や学生ボランティアによる学習支援を実施
する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ４，４３１ 千円 ４，４０８ 千円 ４，６８２ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

適応指導教室入級者数 １０人 ９ 人 １３人 入級者数 

適応指導教室開設日数 １６７日 １４６ 日 １５１日 
４月及び水曜日を除く平日 

＊夏休は火・木のみ開設 

学校への復帰率 １００％ １００％ １００％ 学校復帰した人数／入級者×１００ 

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策４ 学校教育相談の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

上尾市内における、平成２５年度の不登校児童生徒数は１３６名であるが、その内、教育セン

タ－に来所した児童生徒は３１人である。適応指導教室に入級した人数は少ないが、個別対応で

入級手前の段階の生徒は多く、教育センタ－では、その不登校児童生徒の支援を積極的サポ－ト

している。学校適応指導教室は、不登校児童生徒に対して学校復帰を目指すための指導・支援を

行う通級教室で、個別対応から集団対応へ移行する児童生徒の体験の場となる。適応指導教室で

は、自主学習の形態で学習したり、内容を自己決定させてレクリエ－ション活動や体験活動を行

ったりしている。これらの活動により、在籍している児童生徒は、集団の中での行動の仕方を身

につけたり、学校復帰に向けた不安感を払拭させたりすることができた。その結果、昨年度入級

した児童生徒は１００％学校復帰を果たすことができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

教育センタ－に通ってくる児童生徒は、他者と積極的に関わることができない、関わり方が分

からないなど、他者とのコミュニケ－ションに課題がある。そこで、児童生徒が協力する活動を

計画・実行したり、コミュニケ－ションをとるためのスキル獲得に向けた学習に取り組んだりし

ていく。さらに、教育センタ－内の活動にとどまらず、施設外での活動を年間の活動に位置づけ、

他者との関わりを多く持たせる。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  学校への復帰率 １００％ １００％ １００％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ３２]  教育相談事業 126 

 

事業番号 ３２ 教教育育相相談談事事業業   担当 教育センタ－ 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

幼児及び児童生徒と保護者、学校関係者が抱える教育問題等を解消する。特に不登校児童生徒については、

学校（相談室・適応指導教室を含む）に復帰させる。 

事業の対象 

対 象 数 

上尾市在住の幼児、児童生徒、保護者及び関係者 約５９，０００人 

（内訳：幼児、児童生徒数約２９，０００人、保護者数約２９，０００人、学校関係者約１，０００人） 

事業の内容 
幼児・児童生徒及び保護者の教育問題等に関する相談、軽度発達障害のある児童生徒の相談及び各種知能

検査・発達検査を行う。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ９，２８４ 千円 １１，４４６ 千円 １１，４２７ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

教育相談実件数 ２８２ 件 ２７９ 件 ３２１件 実人数＋電話相談（匿名） 

教育相談延べ回数 ３，４３２ 回 ３，１７１ 回 ５，９３５回 面接相談＋電話相談＋メ－ル相談 

教育相談終結率 ８８.７ ％ ８６．４ ％ ７９．１％ 終結数／相談実件数×１００ 

◎教育委員会の評価の結果   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策４ 学校教育相談の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

平成２５年度の教育相談は、副主幹１名、教育心理専門員２名、相談員４名の計７名で対応し

ている。相談実件数は前年度より４２件、延べ回数では２，７６４件増えている。相談の内容に

ついては、不登校に関する相談の他に性格・行動や学習・発達での相談も大変多くなっている。

それに伴い、知能検査（ＷＩＳＣ－Ⅲ）を受けるケ－スも大変多くなっている。また、相談内容

が複雑化・深刻化してきおり、相談が長期にわたるケ－スも多くなっている。きめ細かく丁寧に

問題解決に当たり、一人一人の児童生徒の気持ちが安定して学校に通うことができるまで支援を

することに努めてきたこと、年度の後半以降から、相談件数が急激に増えたこと等の理由から、

年度内の終結率は低くなっているが、教育センタ－が関わった児童生徒及び保護者が抱える問題

については、解決への方向性を見いだすことができた。教育センタ－に来所する不登校児童生徒

は、今後、増える傾向にあると考えられるので、相談員会議、指導員会議、研修会を定期的に実

施し、相談体制の充実及び指導員の資質向上を図りながら、適切かつ有効な支援を行っていく。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

本年度、非常に相談件数が増えたが、早期対応、丁寧なカウンセリングを行い、的確な支援を

行うことができた。ＷＩＳＣ－Ⅲの検査の結果を活かし、児童生徒にとって必要な支援や教育形

態の変更への方向性を捉えることができた。また、積極的に相談員の研修会を行い、相談員とし

ての資質能力の向上に努め、より良い支援をし、学校、家庭、その他の関係機関との連携を密に

し、問題の解決にあたってきた。 

今後は、相談機能の一層の充実を図り、適切な教育相談を行っていくとともに、市内の小・中

学校で現在、登校できない児童生徒全員に対し、何らかの形で接触し、教育センタ－へ繋げるこ

とができるようにしていく必要がある。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定 

 

目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ 教育相談終結率 ７９．１％ ８１％ ８３％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

127   [事業番号 ３３]  児童生徒体力向上推進事業 

 
事業番号 ３３ 児児童童生生徒徒体体力力向向上上推推進進事事業業   担当 指導課 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策７ 児童生徒の体力向上 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 
市立小・中学校の児童生徒の体力向上を図り、心身ともに健やかでたくましい人づくりを目指す。   

事業の対象 

対 象 数 
上尾市中学校体育連盟・小学校体育連盟  上尾市立小・中学校 全児童生徒 

事業の内容 
上尾市中学校体育連盟の学校総合体育大会及び県民体育大会兼新人体育大会の市内予選会や小学校体育

連盟の連合運動会、親善バスケットボ－ル大会などの実施をとおして、児童生徒の体力向上を目指す。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ３，４９８ 千円 ３，６０３ 千円 ３，６４５ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

運動部活動加入率 ７４.２ ％ ７５．０ ％ ７５．５％ 運動部活動加入生徒数／生徒数×１００ 

教育に関する３つの達成目標 
体力（運動習慣） 

８０.１ ％ ７６．４ ％ ７７．４％ 週１～２回以上は１時間以上運動すると 
回答した児童生徒の割合 

新体力テスト 総合評価 
上位３ランク（ＡＢＣ） 
の児童生徒の割合 

小学校 ７９.５ ％ ７９.６ ％ ７８．８％ 
５ランク中上位３ランクの児童生徒の割合 

中学校 ８４.９ ％ ８５.５ ％ ８４．６％ 

◎教育委員会の評価の結果   

  
   

教
育
委
員
会
の
評
価 

児童生徒の体力低下が懸念されている現状から、児童生徒の体力向上は学校においても大きな

課題の一つとなっており、本市においても児童生徒の体力向上を目指し、さまざまな取組を行う

ことができた。小体連・中体連が中心となって児童生徒の運動に対する意欲を高め、日常的な運

動の推進及び運動の機会を増やすことができた。小学校体育連盟では、親善バスケットボ－ル大

会や連合運動会の取組をとおして、運動時間、運動機会の確保につながった。さらに連合運動会

では、ブロック制を変更して、２２校が共に競い合えるように競技方法を改善した。中学校体育

連盟では、部活動の大会を目指し、日頃の練習の充実が図られた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

児童生徒の日常生活における運動の機会は減少傾向にあり、体力向上を図る事業の重要性は今

後さらに増していく。また、本市では「ボ－ル投げ」「長座体前屈」について特に課題となってお

り、授業研究会等をとおして、指導方法等の改善について研究等を行い、課題解決を図っていく。

また、体育授業において、各学校で課題種目を準備運動等で取り入れて体力の向上を図っていく。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  

教育に関する３つの達成目標 体力 
（週１時間以上運動する児童生徒の割合） 

７７．４％ ８０．０％ ８２．０％ 

新体力テスト 総合評価 
上位３ランク（ＡＢＣ） 
の児童生徒の割合 

小学校 ７８．８％ ８０．０％ ８０．０％ 

中学校 ８４．６％ ８５．０％ ８５．０％ 



 

 

 
 

 

 

 

基本目標Ⅲ 

安心・安全で質の高い学校教育の推進 

 

 

 
施策１ 教職員の資質・能力の向上 

事業番号２２（再掲） 指導法改善事業 

施策２ 学校経営の改善・充実 
事業番号４（再掲）  魅力ある学校づくり事業 

事業番号２２（再掲） 指導法改善事業 

事業番号３４    学校評議員制度運営事業 

事業番号３５    元気な学校をつくる地域連携推進事業  【再Ⅳ－１】 

施策３ 学校施設・設備の整備・充実 
事業番号７（再掲）  準教科書・副読本整備事業 

事業番号２０（再掲） 小中学校図書整備事業 

事業番号３６     小中学校教育教材整備事業 

事業番号３７     小学校校舎改築事業 

 

施策４ 学校のＩＣＴ化の推進 
事業番号２２（再掲） 指導法改善事業 

事業番号３８     小中学校コンピュ－タ整備事業 

事業番号３９     小中学校電子黒板整備事業 

施策５ 学校安全の推進 
事業番号４０     児童生徒安全推進事業 

事業番号４１     学校安全パトロ－ルカ－事業 

事業番号４２     通学路安全対策事業 

施策６ 就学支援の充実 
事業番号６（再掲）  日本語指導職員派遣事業 

事業番号４３     入学準備金・奨学金貸付事業 

事業番号４４     小中学校就学援助費補助事業 

事業番号４５     小中学校特別支援教育就学奨励事業 

事業番号４６     要保護児童生徒医療費援助事業 

事業番号４７     準要保護児童生徒給食費援助事業 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

129   [事業番号 ３４]  学校評議員制度運営事業 

 
事業番号 ３４ 学学校校評評議議員員制制度度運運営営事事業業   担当 指導課 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策２ 学校経営の改善・充実 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

学校運営に関し、保護者や地域住民の意向を把握し、意見等を反映させたり、協力を得たりするなど、特

色ある開かれた学校づくりを推進するため、学校評議員制度の運営充実を図る。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立各小・中学校   各校５人×３３校＝１６５人 

事業の内容 学校評議員の委嘱及び学校評議員研修会の開催等 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ５９０ 千円 ５９０ 千円 ５９０ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

学校評議員会議開催回数 ３.３０ 回  ３．２１回 ３．３０回 １校あたりの学校評議員会議の開催回数 

学校評価に対する意見聴取回数 １.８２ 回  １．８４回 ２．３０回 学校の自己評価等に対する評議員からの
意見聴取回数 

◎教育委員会の評価の結果   

教
育
委
員
会
の
評
価 

各学校では、学校自己評価等に対する学校評議員からの意見聴取回数が平成２４年度を上回っ

た。また、学校評議員開催回数も上回った。また、学校評議員を行事や授業参観に招き、積極的

に学校を公開し、学校評議員が校長の学校経営について理解を深めることができた。各学校で、

積極的に学校評議員制度の活用を図ることにより、開かれた学校づくりが推進された。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

本年度はすべての学校評議員が経験年数３年以内（１年目７２人、２年目４５人、３年目４８

人）となった。学校評議員運営要綱第３条にある「通算の在任年数が３年を超えない」を継続し

ていくことにより、より多くの地域の方々から学校評議員としての意見をいただけるようになっ

た。 

委嘱式後の研修会では、２つの事例が発表されたが、２例とも校長による発表だった。学校評

議員の役割を理解していただくためにも、学校評議員による事例発表を行っていく必要がある。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  学校評議員会議開催回数 ３．３０回 ４．００ 回 ４ ．００回 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ３５]  元気な学校をつくる地域連携推進事業 130 

  

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

地域の方々の児童生徒の活動にかかわる取り組みの機会を増やし、学校に協力いただくとともにより深く

学校を理解していただき、地域で子どもを育てるという意識を高める。また、学校応援団員の専門的な知

識やすぐれた技術など、地域の教育力を学校教育に積極的に活用し、より効果的な学習活動を推進する。 

事業の対象 

対 象 数 
上尾市立小・中学校 ３３校 

事業の内容 

学校が積極的に家庭や地域社会の教育にかかわることにより、学校の活性化を図るとともに、家庭や地域

社会の教育力の向上を目指し、学校・家庭・地域社会が一体となって子どもの育成に取り組む。地域から

学校応援団を組織するとともにコ－ディネ－タ－を介して、学校に対しての学習支援や環境整備、児童生

徒の安全確保・事故防止の支援などを行う。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２２０ 千円 ２２０ 千円 ４３８ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

学校応援団員数 １０,４３４人 ９,５１０人 ６,９１８人 各学校の学校応援団登録者数合計 

学校応援団活動日数 ９,０２９日 ８,８９２日 ９,７５１日 各学校の学校応援団活動日数合計 

◎教育委員会の評価の結果   

 

事業番号 ３５ 元元気気なな学学校校ををつつくくるる地地域域連連携携推推進進事事業業   担当   指導課 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 基本目標Ⅳ 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 

施 策 施策２ 学校経営の改善・充実 施策１ 学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

学校の活性化を図り、家庭や地域の教育力の向上を目指すため、学校・家庭・地域が一体とな

って子どもの育成に取組むことが求められており、各学校における学校応援団の役割は大きい。

市内全小・中学校で学校応援団の組織率は１００％で、各学校には学校応援コ－ディネ－タ－が

配置されている。学校応援団による安心安全、学習支援、環境整備、体験活動などの活動日数が

増え、各学校において一層の教育活動の充実が図られた。学校応援団活動の推進により、学校の

教育が活性化し、家庭や地域の教育力の向上につながっている。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

平成２５年度、市内全小・中学校に学校応援コ－ディネ－タ－が配置され、ボランティアと学校

の橋渡し役となって、学校の全教育活動に一役を担っている。学習活動、安心安全、環境整備、

体験活動、部活動、生徒指導、環境教育、学校ファ－ム等に係る活動において年々充実してきて

おり、学校応援コ－ディネ－タ－を中心に地域的な活動としての効率性が高くなり、本年度の学

校応援団活動日数は、昨年の８６９２日から９７５１日と増加した。また、賠償責任保険を市独

自で予算化し、活動を支援している。学校応援団の高齢化に対応するために、本年度は、傷害保

険の補償内容を一部変更し、怪我や事故等にあったときの補償額を引き上げた。本年度の学校応

援団員は、事故や怪我もなく活動できた。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  学校応援団活動日数 ９,７５１日 １０，０００日 １０，０００日 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

131   [事業番号 ３６]  小中学校教育教材整備事業 

 
事業番号 ３６ 小小中中学学校校教教育育教教材材整整備備事事業業   担当 教育総務課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 
授業等で使用する学習教材、教具の整備・充実に努め、学習環境を整備する。 

事業の対象 

対 象 数 

小・中学校の児童・生徒（平成２６年５月１日現在） 

小学校・・・児童数１２，２３８人  中学校・・・生徒数 ６，３８２人 

事業の内容 授業等で使用する学習教材の整備 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決算額 
総 額 ４３，９６１ 千円 ４３，８８８ 千円 ３５，１９４ 千円 

ＩＣＴを除いた金額 ３６，３８３ 千円 ３８，２８８ 千円 ３５，１９４ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

小学校の児童１人当たり
の支出額 

１，６７２円 １，６７８円 １，６１４円 小学校事業費（ICT分除く）／児童数 

中学校の生徒１人当たり
の支出額 

２，３５６円 ２，７２４円 ２，４１８円 中学校事業費（ICT分除く）／生徒数 

備品購入費（小学校） ２６，６６２千円 ２６，５９１千円 １９，７５８千円  

備品購入費（中学校） １７，２９９千円 １７，２９７千円 １５，４３５千円  

◎教育委員会の評価の結果   

    

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策３ 学校施設・設備の整備・充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

今年度も限られた予算の中で、学校からの購入計画を基に、学校規模に応じて備品を効率的に

整備した。理科備品については今年度も国庫補助金を活用した。 

２４年度から導入した備品管理システムへの教材備品デ－タの移行が２５年度で完了した。こ

れにより、学校全体の備品整備状況が把握しやすくなるので、より効率的な予算執行が可能とな

る。 

今後も子どもたちが安心して授業をうけることができる学校環境整備のひとつとして教材備

品を整備することは重要であり、予算を維持し、学校と教育委員会が協力して効率的な教材備品

購入を継続していく。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

 

昨年度から続けてきた学校備品管理担当者の会議を今年度も継続的に実施した。そのため、紙台

帳であった教材備品台帳デ－タの備品管理システムへ移行作業が今年度中に終了した。会議の中で

は、デ－タ移行だけでなく備品管理方法の再確認が図れた。 

備品管理システムを中心とした運用管理方法が学校間で統一的に業務できるよう学校、教育委員

会とで調整作業を行ってきた。現在も継続中である。 

※決算額が平成２３、２４年度より大きく下がっているのは、ICT関連の備品購入費がコンピュ－

タ整備事業に移管したためである。 

 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
備品購入費（小学校） １９，７５８千円 １９，１４２千円 １９，８００千円 

備品購入費（中学校） １５，４３５千円 １２，９５７千円 １５，４００千円 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ３７]  小中学校校舎改築事業 132 

 

事業番号 ３７ 小小中中学学校校校校舎舎改改築築事事業業   担当 教育総務課 
 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策３ 学校施設・設備の整備・充実 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

地震発生等の災害時に児童生徒の安全を確保するとともに、時代の変化に対応できる学校施設整備を図

るため 

事業の対象 

対 象 数 
昭和３９年以前に建築された校舎が残る、富士見小学校、中央小学校、上尾中学校の３校を対象とする。 

事業の内容 

耐力度調査、基本設計、実施設計を経て改築工事を実施する。富士見小学校については、全面改築とし

平成２３年度に竣工、また、中央小学校は、南校舎棟の部分改築で平成２５年度に竣工した。      

上尾中学校については、南校舎棟及びプ－ル・格技場の重層棟、屋内運動場棟の部分改築とし、平成２４

年度に基本設計、平成２５年度に実施設計を完了した。平成２６年度に工事着手し、平成２７年度に竣工

する予定である。この上尾中学校改築事業の完了をもって、小中学校の耐震化率が１００％に達する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

   決 算 額  １，４４８，９４８ 千円 ３２３，４１９ 千円 １，４７３，４６１ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

富士見小学校校舎改築 
工事出来高率（％） 

１００％ － － 平成２３年度竣工 

中央小学校南校舎改築 
工事出来高率（％） 

実施設計 ２０％ １００％ 平成２５年度竣工 

上尾中学校校舎改築工事 － 
基本設計 
耐力度調査 

実施設計 

平成２６年度～２７年度南校舎改築・ 
平成２６年度ﾌﾟ－ﾙ･格技場改築（予
定） 
平成２７年度体育館棟改築（予定） 

改築事業完了校累計数 １校／３校 １校／３校 ２校／３校 
改築事業校：３校 
（富士見小・中央小・上尾中） 

◎教育委員会の評価の結果   

教
育
委
員
会
の
評
価 

平成２５年８月末に中央小学校南校舎の改築工事が竣工し、耐震補強工事も改築事業の上尾中学校

を除き、平成２５年度末までに完了している。上尾中学校についても、実施設計が完了し、平成２６

年度、２７年度の改築事業に向けて、順調かつ計画的に事業展開をしている。 

 また、時世に即した改築事業を行うことで費用対効果が図られると共にトイレのリニュ－アル化も

完了し、健康管理や心の育成にも寄与している。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  改築事業完了校累計数 ２校／３校 ２校／３校 ３校／３校 

 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

133   [事業番号 ３８]  小中学校コンピュ－タ整備事業 

 

事業番号 ３８ 小小中中学学校校ココンンピピュュ－－タタ整整備備事事業業   担当 教育総務課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

・子どもたちの情報活用能力を育成するための教育機器の整備 

・ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した効率的な授業実現のための授業支援機器の整備 

・校務の効率化のための校務機器の整備 

事業の対象 

対 象 数 

小・中学校の児童・生徒及び教職員 

小学校・・・児童数１２，２３８人 教職員数６００人 

中学校・・・生徒数 ６，３８２人 教職員数３８５人 

事業の内容 
学校に配置しているコンピュ－タシステムの整備及び整備機器の保守 

※パソコン２，５５２台（教育用１,４５６台、校務用１,０９６台）、プリンタ、その他周辺機器 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 １１２，７２５ 千円 １１７，９３９ 千円 １２４，９２５ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

教育用パソコン設置台数 １，４５３台 １，４５３台 １，４５６台 年度末現在 

校務用パソコン設置台数 １，０８６台 １，０８０台 １，０９６台 年度末現在 

教育用ﾊﾟｿｺﾝの目標達成値 
（児童生徒３.６人に１台） 

１３.２人に１台 １３.０人に１台 １２.８人に１台 児童生徒数÷教育用パソコン設置台数 

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策４ 学校のＩＣＴ化の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

 

校務用パソコンにおける文科省の達成値（教職員１人に１台）についてはすでに実現できている

が、教育用パソコンにおける達成値（児童生徒３．６人に１台）はいまだに実現できていない。 

上尾市では教育用パソコンとして学校に配置しているのは、パソコン教室や学校図書館に配置し

ているものだけであり、普通教室で使用するパソコンは配置できておらず、ここ５年間は増台でき

ていない。 

普通教室へのパソコン配置をするだけではなく、普通教室において効率よくパソコンを運用する

には無線ＬＡＮによるネットワ－クの設置が不可欠である。 

 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

 

小学校パソコン教室に配置している教育用パソコンが平成２５年１０月３１日でリ－ス期間が

終了したことを受けて、新たに新機種への入替作業を行った。今回の入替はノ－トパソコンではな

くタブレット端末を導入した。タブレット端末を導入したことにより、小学校ではパソコン教室だ

けでなく普通教室にもタブレット端末を持ち込み、授業に活用していた。 

また、デジタル教科書が小中学校に多くの科目で導入され、益々授業のＩＣＴ化が求められてい

る状況の中、子どもたちが授業で使用するパソコンを配置することが授業の充実を図ることにな

る。 

 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ｂ  教育用ﾊﾟｿｺﾝの目標達成値 １２.８人に１台 １２.７人に１台 １２.４人に１台 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ３９]  小中学校電子黒板整備事業 134 

 

事業番号 ３９ 小小中中学学校校電電子子黒黒板板整整備備事事業業   担当 教育総務課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

大型テレビを電子黒板として活用し、子どもたちに授業に対する興味・関心を持たせ、集中力を高められ

るようなインパクトのある授業を実現するため、電子黒板ユニットを整備する。 

事業の対象 

対 象 数 

小・中学校の設定必要台数（小学校）通常学級＋特別支援学級＋特別教室用４台（１校につき）） 

            （中学校）通常学級＋特別支援学級＋特別教室用５台（１校につき）） 

小中学校学級数 （小学校）４００学級 （中学校）２０３ 

事業の内容 

市立小中学校３３校への大型テレビ、電子黒板ユニットの整備 

※電子黒板用大型テレビ総数 ６２６台（小４８９台、中１３７台） 

※電子黒板ユニット総数   ３８１台（小２８９台、中 ９２台） 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ７，８７５ 千円 ４，７１２ 千円 ４，６２０ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

電子黒板ユニット設置必要台数（小学校） ５３９台 ５１３台 ５１６台  

電子黒板ユニット設置必要台数（中学校） ２５８台 ２５５台 ２５４台  

大型テレビ設置台数（小学校） ４８７台 ４８７台 ４８９台  

大型テレビ設置台数（中学校） １１７台 １１７台 １３７台  

電子黒板ユニット設置台数（小学校） 
１２８ 台 

（１５７台） 
６６ 台 

（２２３台） 
６６ 台 

（２８９台） 
（  ）内はユニット総数 

電子黒板ユニット設置台数（中学校） 
２２ 台 

（４８台） 
２２ 台 

（７０台） 
２２ 台 

（９２台） 
（  ）内はユニット総数 

電子黒板ユニット設置率
（小学校） 

２９．１ ％ ４３．４ ％ ５６．０ ％ ユニット設置総数／設置必要台数 

電子黒板ユニット設置率
（中学校） 

１８．６ ％ ２７．４ ％ ３６．２ ％ ユニット設置総数／設置必要台数 

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策４ 学校のＩＣＴ化の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

小中学校ではデジタル教科書が多くの科目で導入され、電子黒板を授業で活発に利用している。

また、小学校にはタブレットが導入されており、電子黒板との連携したデジタル授業が小学校で研

究されてきており、デジタル教材を使用した授業が徐々に増えてきている。今後、大型テレビをす

べての小中学校に配備し、デジタル教科書の活用を一層図れるよう環境を整える必要がある。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

教科書や教材等のデジタル化が普及・促進しており、子どもたちの学力や情報処理能力の向上

を図るため、電子黒板ユニットの配置は必要不可欠であると考える。今年度は前年度同様、小学

校では１校につき３台ずつ、中学校では１校につき２台ずつ設置することができた。設定率１０

０％に向けて必要最低限には設置台数を増加することはできた。今後は、中学校への電子黒板ユ

ニット設置率を増加させていく必要がある。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  大型テレビ設置率 

小学校 ９４．７％ １００％ １００％ 

中学校 ５３．９％ １００％ １００％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

135   [事業番号 ４０]  児童生徒安全推進事業 

 

事業番号 ４０ 児児童童生生徒徒安安全全推推進進事事業業   担当 学校保健課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 
学校管理下における児童生徒の安全確保を図るとともに、健康教育向上に資する。 

事業の対象 

対 象 数 

小・中学校児童生徒（平成２５年５月１日現在）  

 小学校の児童 １２，２３８人 

 中学校の生徒  ６，３８２人 

事業の内容 

学校管理下における児童生徒の事故に備え、教職員への応急手当（心肺蘇生法）講習を行うと

ともに、事故等に対し、その医療費等を補償する。また、児童生徒の登下校等の安全確保のた

め、防犯ブザ－を貸与する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２０，８０２ 千円 ２０，５６７ 千円 ２４，０８２ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

新規防犯ブザ－貸与数 ２，１５０人 ２，１６０人 ２，２１０人 市内小学校２２校の新１年生に配布 

スポ－ツ振興センタ－
災害共済加入負担金 

１７，９６５千円 １７，６５０千円 １７，４４８千円  

全市立学校に対する 

応急手当普及員在籍率 
－ － １００％ 

心肺蘇生法講習等を指導する応急手

当普及員の資格を持つ教職員が在籍

する学校（平成２５年度より配置） 

◎教育委員会の評価の結果   

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策５ 学校安全の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

学校管理下における児童生徒の安全確保のため、心肺蘇生法講習会（プ－ル開始前に教職員に

対し実施）、防犯ブザ－の貸与（登下校時の犯罪抑止）、タクシ－借上料（緊急時の病院への搬送）

の事業を行っている。また、学校内の不審者対応として、ネットランチャ－を更新し、各小・中

学校に配備した。これらの事業により、大きな事故発生や犯罪の防止につながり、効果があった

と思われる。 

また、学校管理下で起きた事故や病気については、日本スポ－ツ振興センタ－の災害共済給付

制度より、事故発生から治癒まで負担した医療費を給付している。さらに、児童生徒に賠償責任

がある場合にも保険加入しているため、保護者の負担軽減になっている。さらに、大規模災害時

の安全対策として、平成２３年度末に改訂した上尾市学校安全マニュアル（防災編）をもとに、

平成２４年度に上尾市立小・中学校一斉避難訓練を行い、学校・地域・教育委員会の連携を図っ

た。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

心肺蘇生法講習会の形態を変更し、応急手当普及員の資格を持った教職員が、自校において講師

となり、他の職員に心肺蘇生法の研修を実施する。なお、応急手当普及員不在などの学校には、

アドバイザ－として消防職員の派遣をお願いしている。今後、応急手当普及員の在籍率を１００％

維持できるよう、事業を進めていく。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
全市立学校に対する 

応急手当普及員在籍率 
１００％ １００％ １００％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ４１]  学校安全パトロ－ルカ－事業 136 

 

事業番号 ４１ 学学校校安安全全パパトトロロ－－ルルカカ－－事事業業   担当 学校保健課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

市内各中学校１１校に、学校防犯パトロ－ルカ－を配備し、教職員、ＰＴＡ、事務区などと連携し、地域

防犯パトロ－ルを実施し、登下校の安全と地域の犯罪抑止力を期するもの。 

 
事業の対象 

対 象 数 

小・中学校児童生徒（平成２５年５月１日現在） 

  小学校の児童 １２，２３８人 

  中学校の生徒  ６，３８２人 

事業の内容 
各中学校校区単位に青色回転灯とスピ－カ－を装備した白黒ツ－トンの巡回用パトロ－ルカ－を配備し、

学校・ＰＴＡ・事務区等の協力のもと、学校内パトロ－ルを実施する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ３，３８８ 千円 ３，３５５ 千円 ３，２０８ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

月あたりパトロ－ル回数 １５．２回 １５．６回 １５．３回  

登下校時の交通事故件数 １５回 １３回 ４回  

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策５ 学校安全の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

学校・家庭・地域が連携をして活動する「学校安全パトロ－ルカ－事業」も今年度で６年が経

過し、地域の実態に合わせ、組織的に取り組むことが定着してきた。学校だけでは補えないパト

ロ－ル活動に対し、保護者や地域の方々が積極的に参加していただける状況が整ってきているの

で、年々交通事故・不審者の数が減少している。子供たちが安全に登下校を行えるのも、この事

業を中心とした地域の見守り活動によるものである。今後も、「地域の子供たちを地域で守る」の

具体的な取り組みとして着実に浸透させていく。 

平成２５年度の成果として、事故件数が大幅に減少した。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

警察からの防犯速報を各学校に情報提供することで犯罪・不審者の防止の抑止力につながった。

運転者登録・パトロ－ル実施者証取得者の増加に伴い、より効率的な運用が必要である。また、

車両修繕費の保険で適応できない部分も検討が必要である。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  登下校の交通事故件数 ４件 ０件 ０件 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

137   [事業番号 ４２]  通学路安全対策事業 

 
 

事業番号 ４２ 通通学学路路安安全全対対策策事事業業   担当 学校保健課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

他市での登下校中の交通事故が相次ぎ、市として通学路の安全確保に集中的に取り組むことを目的とす

る。 

事業の対象 

対 象 数 
平成２５年度 １４か所の対策を実施 

事業の内容 
市ＰＴＡ連合会からの通学路危険個所改善要望を基本とし、市が実施すべき改善内容のうち、必要性緊急

性が高い箇所の改善対策を実施する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ─ 千円 ─ 千円 ８，２６４ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

危険個所改善要望箇所数 １６０箇所 １６８箇所 １６４箇所 小学校通学路に関する改善要望箇所数 

学校管理下での児童の交
通事故件数 

５件 ７件 １件 
児童が学校管理下内で交通事故にあっ

た件数 

安全対策実施箇所数 ─ ─ １４箇所  

◎教育委員会の評価の結果   

  
  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策５ 学校安全の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

他市での登下校中の交通事故があり、平成２４年６月市議会定例会において、通学路の改善要

望の進捗についてなど通学路の安全対策に関する一般質問が出されるなど、通学路の安全対策

は、緊急かつ集中的に取り組む必要がある。 

そのため、関係各課により改善に取り組むために調整会議で検討重ね、市ＰＴＡ連合会からの

通学路改善要望をもとに、改善箇所を抽出し、市が行うべき改善対策を学校保健課の事業として

平成２５年度から通学路安全対策事業を実施している。 

このことにより、通学路危険個所の改善が確実に進んでいる。 

なお、検討を重ねる中で、平成２６年度以降の通学路安全対策の取り組み方法について、さら

に調整が必要なことが明らかになった。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

改善箇所の抽出方法を見直し、関係各課による専門的な知識を活かした改善箇所の選定を行う

こととした。 

また、計画的、かつ集中的に事業に取り組んでいることから、国の補助金を活用することとし

ている。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
学校管理下での児童の交通

事故件数 
１件 ０件 ０件 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ４３]  入学準備金・奨学金貸付事業 138 

 

事業番号 ４３ 入入学学準準備備金金・・奨奨学学金金貸貸付付事事業業   担当 教育総務課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

進学の意欲を有する者で経済的な理由により就学困難なもののために、入学準備金又は奨学金の貸付けを

行い、教育の振興を図る。 

事業の対象 

対 象 数 

市内に引き続き１年以上居住し市税を完納している世帯の保護者（入学準備金）、子女（奨学金） 

 

事業の内容 

入学準備金 ①高等学校（特別支援学校含む）・高等専門学校・専修学校高等課程 

        公立…２０万円 私立…３０万円 

      ②短期大学・大学・専修学校専門課程 

        公立…３０万円 私立…５０万円 

奨学金   ①高等学校（特別支援学校含む）・高等専門学校・専修学校高等課程 月額１万円 

       ②短期大学・大学・専修学校専門課程 月額２万円 

●事業費決算額の推移 

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

８，４０４ 千円 ５，９８０ 千円 ３,０８０ 千円 ５，１８３ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

貸付件数 １１人 １１人 １７人 新規・継続貸付人数 

高校進学率 ９８.１％ ９８.２％ ９８．９％ 高校等進学者／市内中学校卒業生 

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策６ 就学支援の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

入学準備金・奨学金の貸付けは、独立行政法人日本学生支援機構や埼玉県をはじめ複数の制度

があり、各自治体においても独自の制度を設けている。多様な貸付制度の中から利用者が自身の

経済状況等を踏まえ、貸付条件や返還条件等を検討し、最も適した制度を選択できる状況を用意

することで、経済的理由による就学困難者の救済に寄与することから、本事業の役割は大きい。 

平成２２年度から高校授業料の無償化が開始されたが、毎年度、入学準備金・奨学金の貸付け

件数は合わせて１０件以上の実績がある。経済的支援は数値目標が設定しにくく、貸付件数等の

増減をもって評価することは困難であるが、利用希望者もいることから事業を継続する。経済的

理由で進学を断念することがないよう、必要とする者に制度を周知していく。 

入学準備金・奨学金の貸付額は、対象者の学業に有効に機能することが大前提であり、その返

済においても、保護者又は学生自身が安易に滞納することがないよう、納付状況を注視しながら、

適切な納付促進や滞納の解消に向け、働きかけていくものとする。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  － － － － 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

139   [事業番号 ４４・事業番号 ４７]  小・中学校就学援助費補助事業・準要保護児童生徒給食費援助事業 

 

事業番号 ４４ 
事業番号 ４７ 

小小・・中中学学校校就就学学援援助助費費補補助助事事業業  

準準要要保保護護児児童童生生徒徒給給食食費費援援助助事事業業  
 担当 

学務課・ 

学校保健課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

経済的理由により就学困難と認められる学齢児童生徒の保護者に対し、就学に必要な費用を支給すること

により、児童生徒の就学に係る経済的負担を軽減し、義務教育の円滑な実施を図ることを目的とする。 

事業の対象 

対 象 数 

対象者 就学困難と認められる学齢児童生徒の保護者 

対象となる児童生徒（平成２５年度 児童９７１人、生徒６４７人） 

事業の内容 
経済的理由により就学が困難と認められる市立小中学校在籍児童生徒等の保護者に対して、学用品費、修

学旅行費、学校給食費等の就学に必要な経費の一部を援助する。 

●事業費決算額の推移 

年  度 事 業 名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 

小中学校就学援助補助事業 ４６，１３１ 千円 ４７，８２０ 千円 ４９，２７９ 千円 

準要保護児童生徒給食費 
補助事業 

６４，９４４ 千円 ６６，６１３ 千円 ６８，６２４ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

就学援助申請人数 １，５８９人 １，６１５人 １，６９３人 認定人数＋不認定人数 

就学援助認定割合 ９５．７％ ９７．８％ ９５．６％ 認定人数／申請人数 

就学援助申請割合 ８．３％ ８．６％ ９．１％ 申請人数／市内全児童生徒数 

◎教育委員会の評価の結果    

   

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 
施 策 施策６ 就学支援の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

長引く景気の低迷、ひとり親世帯の増加等により経済的に困窮する世帯が増えている中、就学

援助制度により、生活保護世帯が対象となる要保護に準じる程度に困窮した保護者を援助するこ

とで、憲法第２６条の「すべての国民が教育を受ける権利」や教育基本法第４条の「教育の機会

均等」を保障し、経済的理由による教育格差の無い円滑な義務教育の実施を実現することができ

ている。市内小・中学校に在籍する児童生徒に対して就学援助申請の案内を配布する等の十分な

周知が図られ、適正に事務が進められており、上尾市教育振興基本計画の施策６「就学支援の充

実」を推進するために必要な事業となっている。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

平成２５年度の就学援助の認定者及び認定割合も前年度より増加し、経済的に困難と判断され

る家庭が増えている中、平成２５年８月から生活保護基準の見直しが行われ、就学援助制度への

影響が懸念されている。本年度、就学援助認定基準等の見直しの検討を行い、平成２６年度は影

響が及ばないよう認定基準の維持を行った。今後、認定基準等の見直しを検討する中で、他市町

村との均衡も保ちつつ、財政状況を勘案するとともに、引き続き、増加する経済的な理由で就学

が困難な家庭に援助ができるよう検討していく。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  就学援助認定割合 ９５．６％ ９６．０％ ９６．５％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

 [事業番号 ４５]  小中学校特別支援教育就学奨励事業 140 

 

事業番号 ４５ 小小中中学学校校特特別別支支援援教教育育就就学学奨奨励励事事業業   担当 学務課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

教育の機会均等の趣旨にのっとり、特別支援学級への就学の事情を鑑みて、その保護者の経済的負担を軽

減し、もって特別支援教育の推進に寄与する。 

事業の対象 

対 象 数 
小学生：受給者１０１人（対象者１０８人）      中学生：受給者６９人（対象者８１人） 

事業の内容 
市内小・中学校の特別支援学級等に在籍する児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、学用品費、

修学旅行費、学校給食費等の対象となる経費の一部を援助する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ５，３６１ 千円 ５，１５０ 千円 ５，４８４ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

奨励費申請書の配布・回収 
小学校 １００% １００% １００%   

回収数／配布数（在籍者数）×１００ 
中学校 ９７% １００% １００%   

奨励費受給者の割合 
小学校 ９４% ９０% ９４% 

受給数／在籍者数×１００ 
中学校 ８６% ９３% ８５% 

◎教育委員会の評価の結果   

   

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 ６ 就学支援の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

障害のある児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するための事業であり、在籍者のほぼ９割に

支給することができた。障害のある児童生徒が就学する上での事情を鑑み、保護者の負担を軽減

することは、教育機会均等の考えからも、その必要性は高い。また、特別支援教育の推進のため

には必要な事業である。 

 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

学校と円滑かつ速やかに連絡を取り合い、国の基準に基づいて効率的に事務を執行している。

平成２５年度から、一定の条件に該当する通常学級の児童生徒にも支給対象者が拡大されたため、

該当する児童生徒を把握し、申請を受けた上で支給を行った。平成２６年度においても、継続し

て適切な事務遂行を行う必要がある。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
奨励費受給者の割合（小学校） ９４% ９４% ９５% 

奨励費受給者の割合（中学校） ８５% ９１% ９２% 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

141   [事業番号 ４６]  要保護児童生徒医療費援助事業 

  

事業番号 ４６ 要要保保護護児児童童生生徒徒医医療療費費援援助助事事業業   担当 学校保健課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

経済的な理由により、就学困難な児童生徒の保護者に対して、学校病（伝染性または学習に支障を生じる

恐れのある疾病で、学校保健安全法施行第８条で定めるもの）について医療費の援助を行う。 

 
事業の対象 

対 象 数 

上尾市立小・中学校に通う要保護児童・生徒のうち学校病の治療を必要とする者 

           平成２５年度実績 ３１人（うち２名、Ｈ２４年度要保護児童生徒未請求分） 

事業の内容 
生活保護受給者（要保護）に対し、学校保健安全法施行令第８条で定めた学校病に係る医療費を援助する。 

（国庫補助事業） 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２２５ 千円 １９７ 千円 ５０７ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

医療券交付人数 ５２人 ５４人 ６９人 要保護児童のみ対象 

医療券使用人数 １５人（３人） １６人（１人） ３１人（２人） （ ）内は前年度未請求分 

医療券使用人数割合 ２９．０％ ２９．６％ ４４．９％ 医療券使用人数/医療券交付人数 

◎教育委員会の評価の結果   

   
 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策６ 就学支援の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

要保護児童・生徒の学校病（伝染性または、学習に支障を生じる恐れのある疾病で、学校保健

安全法施行第８条で定めるもの）については、医療券を発行し治療を促している。各学期ごとに

医療券の使用状況を学校へ確認したことや、治癒になるまで医療券を発行して治療を継続するよ

う促したことにより使用人数が増えた。今後も継続して支援していく必要がある。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

学校（養護教諭）と円滑に、かつ速やかに連絡をとり合い、事務を執行している。 

医療券の請求が、次年度にならないよう医療機関への周知も行う必要がある。 

   

次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ｂ  医療券使用人数割合 ４４．９％ ５０．０％ ５５．０％ 



 

 

 

 

 

基本目標Ⅳ 

学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 

 

 

 
施策１ 学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進 

事業番号３５（再掲）  元気な学校をつくる地域連携推進事業 

施策２ 家庭教育の充実 
事業番号４８       家庭教育推進事業 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

143  [事業番号 ４８]  家庭教育推進事業 

 

事業番号 ４８ 家家庭庭教教育育推推進進事事業業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

子育て中の親に対し、子どもが生活のために必要な習慣を身につけ、自立性を育むための家庭教育に取り

組めるよう、学習機会や情報について、学校等や地域と家庭の連携を図りながら提供する。 

事業の対象 

対 象 数 

・幼児～中学生の子どもを持つ保護者と小中学校ＰＴＡ会員 

・市内幼稚園保護者会・上尾市ＰＴＡ連合会 

事業の内容 

家庭教育推進のため、家庭教育をテ－マにした講演会の開催などの啓発事業を行う。家庭教育講演会は市

ＰＴＡ連合会の研究大会の講演会と合同で実施。また、市ＰＴＡ連合会に市ＰＴＡ連合会で定める「家庭

教育行動指針」を啓発する事業を委託。また、市内幼稚園の保護者会にも家庭教育に関する講座等の企画・

開催を委託している。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ４５０ 千円 ４９０ 千円 ４９０ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

家庭教育講演会開催数 １ 回 １ 回 １回  

家庭教育に関する講座等
委託団体数 

４ 団体 ６ 団体 ５団体  

家庭教育に関する講座・ 

講演会参加者数 
１,４２６ 人 １，５５２人 １，３３３人 

委託団体開催講座・家庭教育講演会の

参加者数の合計 

◎教育委員会の評価の結果   

    

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅳ 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 

施 策 施策２ 家庭教育の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

 平成２５年度については、市ＰＴＡ連合会と共催で家庭教育講演会、幼稚園保護者会５団体に委

嘱して家庭教育に関する講座を実施した。家庭の教育力の低下が指摘される中、子育て中の親に対

する家庭教育に関する学習機会の提供を効果的、効率的に行うことができた。 

また、市ＰＴＡ連合会に委託して「家庭教育行動指針」の啓発事業を行った。「あいさつをしよ

う」「こどもをほめよう」「会話をしよう」という行動を呼びかけるこの事業は、実際に子育てを行

っている世代の団体である市ＰＴＡ連合会が自ら企画制作しており、団体が主体的に取組んでいる

という点においても効果的に啓発することができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

「家庭教育行動指針」の啓発は、本年度は家庭で目にとめてもらえるよう、カレンダ－として

利用できるリ－フレットを作成した。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ｂ  
家庭教育に関する講座・ 

講演会参加者数 
１，３３３人 １，５００人 １，５００人 



 

  

   
 

 

 

 

基本目標Ⅴ 

生涯にわたる豊かな学びのサポ－ト 

 

 

 
施策１ 生涯学習体制の充実 

事業番号４９       生涯学習指導者活動推進事業【再Ｖ－３】 

施策２ 生涯学習施設の整備 
事業番号５０       学校施設開放（生涯学習）事業 

施策３ 生涯学習機会の提供 
事業番号４９（再掲）  生涯学習指導者活動推進事業 

事業番号５１       成人式事業 

事業番号５２       子ども大学推進事業 

事業番号５３       公民館講座事業 

施策４ 人権教育の推進 
事業番号５４       人権教育推進事業（生涯学習課所管分） 

事業番号５５       人権教育集会所運営事業 

施策５ 図書館運営の充実 
事業番号２１（再掲）  図書館資料整備事業 

事業番号２５（再掲）  子どもの読書活動支援センタ－運営事業 

事業番号５６       ブックスタ－ト事業 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

145  [事業番号 ４９]  生涯学習指導者活動推進事業 

 

事業番号 ４９ 生生涯涯学学習習指指導導者者活活動動推推進進事事業業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 
学んだ成果の活用、市民の学びたい事業の実施を行うため、生涯学習指導者の活動の支援を行う。 

事業の対象 

対 象 数 
市民、上尾市まなびすと指導者バンク活動推進会議会員 ７５人・生涯学習推進員 ８人 

事業の内容 

市民講座を上尾市まなびすと指導者バンク活動推進会議（上尾市まなびすと指導者バンクに登録している

有志で構成された団体）に委託し、学校開放（特別教室）を利用し開催し、様々な分野の学習機会を市民

に提供している。また、生涯学習推進員があげおふるさと学園を市と協働で企画・運営している。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ４４４ 千円 ４３１ 千円 １,１６５ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

市民講座（実施講座数） ２８講座 ５１講座 ３７講座  

市民講座（参加者数） ４６４人 ６１７人 ４２９人  

◎教育委員会の評価の結果   

    

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ生涯にわたる豊かな学びのサポ－ト 

施 策 施策１生涯学習体制の充実 施策３生涯学習機会の提供 

教
育
委
員
会
の
評
価 

市民自らが生涯学習指導者となり、学校開放施設を活用して市民講座を開講するこの事業は、

まなびすと指導者バンク活動推進会議に委託して実施した。その結果、市民の生涯学習活動で学

んだ成果を活かして、市民の多様な学習ニ－ズに応える多くの事業を実施することができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

講座テ－マによっては、受講希望者が講座開催要件の５名に満たないため開講に至らない講座

が多く、前年度に対し講座数・参加者数共に昨年度に比べて減少する結果となった。今後は講座

の企画内容についての検討が必要である。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ｂ  市民講座（実施講座数）  ３７講座 ４５講座 ５０講座 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

[事業番号 ５０]  学校施設開放（生涯学習）事業  146 

 

事業番号 ５０ 学学校校施施設設開開放放（（生生涯涯学学習習））事事業業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

市民の学びの場、また、余暇活動の充実を図る場として、学校の特別教室を活動拠点施設として活用して

もらうため、地域に開放する。 

事業の対象 

対 象 数 

市内に在住・在勤・在学の方で構成された施設利用登録をしている生涯学習団体。 

登録団体数 ８８団体 

事業の内容 平日の夜間及び土日に、平方東小学校・芝川小学校・富士見小学校の特別教室の一部を地域に開放する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２，２４８ 千円 １，７５４ 千円 １，５９３ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

利用団体登録 ４２団体 ７１団体 ８８団体  

利用件数 ４０９件 ６７２件 ７５９件  

利用者数（延べ人数） ４，４４５人 ７，６７６人 ７，６７７人  

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポ－ト 

施 策 施策２ 生涯学習施設の整備 

教
育
委
員
会
の
評
価 

生涯学習や社会教育の場の確保を目的として、学校の特別教室の一部を無料で開放する事業で

ある。平成２５年度は、利用団体や利用件数が昨年度と比べて増加しており、市民の生涯学習・

社会教育の場として、着実に役割を果たしてきている。 

また、開放施設を利用して、まなびすと指導者バンク活動推進会議に委託した市民講座を開催

しており、市民の自発的な学習活動を推進する拠点としても役割を果たしている。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

富士見小学校の利用は増加しているが、芝川小学校の利用は伸び悩んでおり、市民への周知に

重点を置く必要がある。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
利用団体登録数 ８８団体 ９０団体 ９０団体 

利用件数 ７５９件 ８００件 ８００件 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

147  [事業番号 ５１]  成人式事業 

 

事業番号 ５１ 成成人人式式事事業業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

２０歳を迎えた、あるいは迎える若者が成人としての自覚を高められるよう、２０歳を祝う成人式を実施

する。 

事業の対象 

対 象 数 

平成５年４月２日から平成６年４月１日までに出生した市内在住の人。また、現在は市外に居住しているものの、中学

校卒業時に上尾市内に在住していた人。対象者２,２４７名（男性１,１５９名 女性１,０８８名 平成２５年１１月

１日時点） 

事業の内容 
アトラクションと式典の２部構成で実施し、新成人の前途を祝福する。  

 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２,３７０ 千円 ９９１ 千円 １,０４９ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

成人式対象者 ２,１４４ ２,０９９ ２,２４７  

成人式参加者 １,５９３ １,５３３ １,６００  

参加率（％） ７４.３０％ ７３.０３％ ７１.２１％ 対象者／参加者×１００ 

◎教育委員会の評価の結果   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポ－ト 

施 策 施策３   生涯学習機会の提供 

教
育
委
員
会
の
評
価 

成人式は、新成人の門出を祝福し、成人としての自覚を高めるための事業として実施している。 

公募及び市内各中学校から推薦された新成人（各校２名ずつ）で構成される成人代表者会議が

主体となって、式典の進行、アトラクションの企画を行っており、成人としての自覚や責任を持

って成人式の運営が行われている。このことは、参加する新成人にも効果が波及している。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

平成２５年度の成人式は、成人式参加者による式典の妨害や混乱等もなく、穏やかに行われた。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  成人式参加率 ７１.２１％ ７３．００％ ７４．００％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

[事業番号 ５２]  子ども大学推進事業  148 

 

事業番号 ５２ 子ども大学推進事業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

地域の大学や企業、市町村が連携し、子どもたちが自発的に好奇心をもって取り組むことができる体験型

の学習事業を展開することにより、子どもたちに「科学する心」、「思いやりの心」、「開かれた心」さらに

は「コミュニケ－ション能力」の醸成を図る。 

事業の対象 

対 象 数 

上尾市・伊奈町・桶川市に在住の小学校４年生から６年生 

合計９０名（上尾３０名） 

事業の内容 

上尾市・伊奈町・桶川市・聖学院大学・日本薬科大学・ＮＰＯ法人マナビバが連携し、大学教授や各専門

家が講師となり、ものごとの原理やしくみを追及する「はてな学」、地域を知り郷土を愛する「ふるさと

学」、自分を見つめ人生や将来について考える「生き方学」の３つの分野に分かれ、子どもたちに講義・

実験を行う。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ０ 千円 ０ 千円 ６０ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

応募者数 １２９人 ９４人 ６９人  

参加者数   ６０人 ６２人 ６９人  

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポ－ト 

施 策 施策３   生涯学習機会の提供 

教
育
委
員
会
の
評
価 

上尾市・伊奈町・桶川市の３市町から計６９名が参加した。 

聖学院大学では地域のバリアフリ－について、ボランティアと手話について、日本薬科大学で

はドクダミやサケの白子と言った身近なものを使った実験を行うなど、各大学の特色を生かした

授業を提供することができた。また、地域に関して学ぶ「ふるさと学」では、伊奈町のニュ－シ

ャトルの駅を見学し、地域に根差した学習の提供ができた。 

また、最終日には全体を通しての振り返りの時間と発表会を設け、講義の一貫性を作ることが

でき、参加者の満足度が向上した。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

・県主催の交流・連携事業「子ども大学特別講義」に子ども大学あげお・いな・おけがわから６

名が参加し、他の子ども大学生と交流を行った。 

・応募者が多いことから、広報の量を制限したところ、応募者全員の参加が可能となった。しか

し、周知が十分になされていないという課題があり、今後は広報の方法の検討が必要である。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  応募者数 ６９人 １００人 １００人 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

149  [事業番号 ５３]  公民館講座事業 

 

事業番号 ５３ 公公民民館館講講座座事事業業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

各種の講座事業などを行うことによって、市民の教養や健康増進などの向上を図るとともに、地域におけ

る自主的・主体的な生涯学習を推進する。 

事業の対象 

対 象 数 
市民の年齢や性別を問わず、広く市民を対象とする。 

事業の内容 生涯学習の場の提供として、６公民館で講座事業を実施する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２，９３７ 千円 ３，４１４ 千円 ３，３６１ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

講座数 １３６講座 １３０講座 １３６講座 公民館まつりを除く 

講座参加者数 １０,１０４人 １０,５４９人 １１,４２７人 公民館まつりを除く 

◎教育委員会の評価の結果   

  
 
 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポ－ト 

施 策 施策３ 生涯学習機会の提供 

教
育
委
員
会
の
評
価 

 社会教育法に基づく社会教育機関として、上尾・上平・平方・原市・大石・大谷の６つの公民

館があり、上尾市の生涯学習や社会教育を行う拠点として、基幹的な役割を担っている。公民館

事業として講座等の事業を実施し、平成２５年度には全公民館で１３６講座１１,４２７人の参

加を得ており、市民の多様な学習ニ－ズに対応して、堅調な事業運営を行うことができた。 

また、各公民館で公民館まつり等を実施し、学びの成果の発表の場を提供することができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

 上尾公民館で昨年度から実施している講座・「伝統文化に親しむ」については、いけばなや茶道

など日本の伝統文化について、その歴史と初歩的な体験をセットにした講座で、特色のある事業

実施している。 

   

次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  講座参加者数（延べ人数） １１,４２７人 １１,０００人 １１,０００人 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

[事業番号 ５４]  人権教育推進事業（生涯学習課所管分）  150 

 

事業番号 ５４ 人人権権教教育育推推進進事事業業（（生生涯涯学学習習課課所所管管分分））   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

市民を対象に、差別意識の解消に向けた人権教育・啓発を充実し、市民一人ひとりの人権意識の高揚を 

図る。また、小中学校においても「やさしい心を育む」・「他人の痛みに共感する力を育む」という２つの

視点を持ち、人権を大切なものとして認めあえるような啓発活動の推進を図る。 

事業の対象 

対 象 数 

・市民 

・市内小中学校の児童生徒 １８，６１７人 

事業の内容 

上尾市人権教育推進協議会の開催及び、北足立北部地区人権教育推進協議会や各種団体が開催する研修

会・会議等への参加。 

市内小中学校児童生徒の人権標語コンク－ルの実施。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ９８５ 千円 ９９１ 千円 １,０３７ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

人権標語作品応募点数 １８，７０５点 １８，８６７点 １９,２０３点  

◎教育委員会の評価の結果   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポ－ト 

施 策 施策４ 人権教育の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

【人権問題研修会】 

職員に向けての研修会では「差別の現実に学ぶ」ということをテ－マに、差別をより身近なも

のとして実感し、職員として高い人権意識の必要性を自覚できるよう、差別を受けている当事者

や差別の解消に取組む方を講師としている。また、市民に向けての研修会では、講師や参加者同

士の対話が生まれるよう工夫し、参加者が人権問題を身近な問題として主体的に考えることので

きるよう実施できた。 

【人権標語コンク－ル】 

子どもの頃から「人権感覚」をはぐくむことを目的に全小・中学生を対象とした人権標語コン

ク－ルを実施した。平成２５年度は市内全児童生徒数を超える点数の応募があり、多くの児童・

生徒に対して人権意識の高揚を図ることが出来た。 

   

次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  人権標語作品応募数 １９,２０３点 １９,０００点 １９,０００点 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

151  [事業番号 ５５]  人権教育集会所運営事業 

 

事業番号 ５５ 人人権権教教育育集集会会所所運運営営事事業業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 
人権教育推進プランを基にして、人権教育推進の拠点施設として、人権意識の普及啓発を行う。 

事業の対象 

対 象 数 
市民全般 

事業の内容 原市集会所・畔吉集会所の主催事業の実施 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 １,５７３ 千円 １,８２５ 千円 １,６８５ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

人権教育集会所主催事業
参加者数 

４９１人 ６１４人 ７１１人  

人権教育集会所利用者数 ２６,８６９人 ２６,７７４人 ２５,４９１人  

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポ－ト 

施 策 施策４ 人権教育の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

人権教育集会所の主催事業は、利用者間のふれあいを通し偏見差別の払拭を目指し、人権意識

及び文化的教養の向上のために実施され、平成２５年度は原市集会所で２１事業４０３人、畔吉

集会所で１６事業３０８人の健康、歴史、料理、親子教室など多様な事業を実施することができ

た。 

また、両集会所で、展示・実演発表などのイベントを中心とした集会所まつりを実施した。平

成２５年度は１,２００人を超える市民の参加があり、地域及び利用者間の交流を深めることが

できた。 

集会所利用者全員を対象に、人権問題指導者研修会を実施し、平成２５年度は５６６人の参加が

を得て、人権問題を自身の問題としてとらえ、偏見や差別を許さない実践力を身につけて、これ

らの人が核となり地域社会に広げることとに貢献できた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

原市集会所では、隣接する原市南保育所との交流事業を積極的に行い、異世代間の交流を生み

出すことができた。 

   次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  人権教育集会所利用者数 ２５,４９１人 ２７,０００人 ２７,０００人 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

[事業番号 ５６]  ブックスタ－ト事業  152 

 

事業番号 ５６ ブブッッククススタタ－－トト事事業業   担当 図書館 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

地域の子育て支援のため、市内で生まれた新生児（保護者）を対象に、親子で絵本に親しみ、豊かな情操

をはぐくむことを目的に事業を行う。 

事業の対象 

対 象 数 
新生児（４か月児健康診対象者）１，６５９ 人 

事業の内容 
４か月児健康診査を受診した、新生児（保護者）を対象に絵本と絵本リストが入った「ブックスタ－ト・

バック」を渡す。 

●事業費決算額の推移 

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

３，０２４ 千円 ３，０２４ 千円 ２，８７７ 千円 ２，６１７ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

絵本配布回数（健康診査実施回数） ２４ 回 ２３ 回 ２４回  

配布率 ９８．２ ％ ９９．８ ％ ９９．８％ 配布人数／対象者 

０歳～６歳 図書館利用者数 １．６９８ 人 ２，３５１ 人 ２，４３２ 人  

児童書・紙芝居貸出点数 
児童書 １５３,６５４ 点 １５２，１９８ 点 １４９，００１ 点  

紙芝居 ３，５７３点 ４，１４０ 点 ４,５７２ 点  

◎教育委員会の評価の結果   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポ－ト 

施 策 施策５ 図書館運営の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

ブックスタ－トは平成２０年度から実施しており、早い時期からの読書に親しむ環境づくりの

一助となっている。受診率の高い４か月児健診時を利用して、パック（絵本２冊・あかちゃんえ

ほんリスト・おはなしかいパンフ）を手渡す。職員とボランティアが渡し忘れがないよう配慮す

ることで、毎年ほぼ１００％に近い配布率を達成している。一人ひとりの赤ちゃんに読み聞かせ

をして回ることで、保護者に自分の子どもが絵本に興味をもつ姿を見てもらい、絵本はふれあい

の一つの方法であると実感してもらうとともに早くから絵本に親しませることの重要性を認識

してもらう。また、手あそびの紹介もしているので、このブックスタ－トがきっかけで、図書館

の「あかちゃんおはなしかい」に参加するようになったケ－スが見られるようになった。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

平成２５年７月から、健康推進課の４か月児健診会場が変更になり、それに伴い、従来のえほ

んの読み聞かせの他に、健診会場での待ち時間に保護者からの読書相談などに応じたり、手あそ

びを披露し、あかちゃんおはなしかいのアピ－ル等を引き続き行う。またブックスタ－ト後のフ

ォロ－アップとして、保護者向けに啓発講座を年１回行うほか、ブックスタ－ト期の赤ちゃんを

対象にした「あかちゃんおはなしかい」を月１回開催し、上尾の子どもたちが誕生から読書に親

しむ環境をつくる。 

   
次年度以降の目標設定 

評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  ０歳～６歳 図書館利用者 ２，４３２ 人 ２，４９３ 人 ２，５５５ 人 



 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅵ 

文化芸術の創造と文化財の保護 

 

 

 
施策１ 文化芸術活動の推進 

事業番号５７       文化芸術振興事業 

事業番号５８       美術展覧会事業 

事業番号５９       市民音楽祭事業 

施策２ 生涯学習施設の整備 
事業番号６０       文化財調査・保存事業 

事業番号６１       埋蔵文化財調査事業 

事業番号６２       文化財保護啓発事業 

事業番号６３       歴史資料調査事業 

 

 
 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

[事業番号 ５７]  文化芸術振興事業  154 

 

事業番号 ５７ 文文化化芸芸術術振振興興事事業業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

市民の文化・芸術活動の展開や活動団体の育成を支援する。また発表の場を提供して市民が豊かな文化の

享受と発信ができるような環境づくりに努める。 

事業の対象 

対 象 数 

文化団体連合会と、その加盟団体１２団体 

市内の文化芸術団体、個人 

事業の内容 
文化団体連合会への補助金の交付 

社会教育指導員を配置し、市内の文化芸術団体等の活動支援 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２，１３５ 千円 ２，１０９ 千円 ２，０８２ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

文化団体連合会加盟団体数 １２団体 １２団体 １２団体  

文化芸術祭参加者数 ３，０００人 ３，０００人 ３，０００人  

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 

施 策 施策１ 文化芸術活動の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

 文化団体連合会は、市内で活動する各種の文化芸術団体が加盟する団体である。会の運営は主

にそれぞれの分野における代表団体が行い、自立性の高い取り組みがなされている平成２５年度

で２９回目となる「上尾市文化芸術祭」では、様々な文化団体が一堂に会して展示や公演等を実

施し、団体間の連携や交流が行われたほか、市民に対して文化芸術に触れる機会を提供すること

ができた。 

 また、市民の文化芸術に関する事業について、名義後援という形で企画・運営団体に対し支援

を行うことができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

 文化団体連合会に加盟・非加盟に関係なく、市民の芸術活動に対して幅広く支援するべく、新

しい支援方法を検討する必要がある。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定 

 

目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ｂ 文化団体連合会加盟団体数 １２団体 １２団体 １２団体 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

155  [事業番号 ５８]  美術展覧会事業 

 

事業番号 ５８ 美美術術展展覧覧会会事事業業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

美術家協会との共催により広く市民の美術活動の発表の場として、公募により美術展を開催し、市民の創

作活動の奨励及び芸術活動への意識を高める。 

事業の対象 

対 象 数 
市美術展覧会出品者数 ５２２人 

事業の内容 
市美術展覧会を開催し、美術の創作活動を行う市民の発表の場を提供する。優秀作品には表彰を行い、さ

らなる創作活動の励みとする。 

●事業費決算額の推移 

年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決算額  １，２１０ 千円 １，２６１ 千円 １，３８７ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

作品出品数 ５０３点 ５４５点 ５６１点  

入場者数 ２，５７１人 ２，３６０人  ２，３４２人  

◎教育委員会の評価の結果   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 

施 策 施策１ 文化芸術活動の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

市民ギャラリ－、市役所ギャラリ－では、団体や個人の美術展が数多く開催されており、市民

の美術活動については、堅調であるといえる。本事業については、広く市民から作品を募集する

公募展であり、優秀作品を顕彰するシステムは、市民の美術創作活動の活性化のに大きく寄与し

ている。 

また、本事業の審査及び運営の多くの部分を担う上尾市美術家協会は、本事業を基本的な事業

と位置付けながらも、独自の事業（美術家協会展、街角美術館など）も実施するなど、本事業を

きっかけにして、上尾市域の文化芸術活動の活性化を推進していただいている。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
作品出品数 ５６１点 ５７０点 ５７０点 

入場者数 ２，３４２人 ２，４００人 ２，４００人 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

[事業番号 ５９]  市民音楽祭事業  156 

 

事業番号 ５９ 市市民民音音楽楽祭祭事事業業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

市民による音楽活動団体に発表の場を提供し、広く音楽活動の普及を図ると共に、実行委員会形式で実施

し参加団体間の交流を図る。 

事業の対象 

対 象 数 
市内で活動する音楽団体 

事業の内容 合唱祭、邦楽祭、吹奏楽・器楽祭の３部門で開催。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ５４０ 千円 ５４４ 千円 ５０５ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

参加団体数 ４９団体 ５０団体 ５０団体 ・３部門合計参加申込団体数 

入場者数 １，７７１人 １，９８９人 １，５５７人 ・３部門合計入場者数 

◎教育委員会の評価の結果   

   

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 

施 策 施策１ 文化芸術活動の推進 

教
育
委
員
会
の
評
価 

 平成２５年度で４０回を数え、市民の音楽グル－プの発表の場として定着している事業であ

る。参加した音楽グル－プにより実行委員会を組織しているが、３部門とも堅調な事業実施状況

であり、参加団体間の交流が活発であり、特に吹奏楽については、学生と社会人の団体の交流が、

それぞれの活動の活性化につながっている。 

 ただし、平成２５年度邦楽祭は、実行委員会での準備を重ねてきたが、実施日当日が記録的な

大雪となり、急きょ中止となった。また、その翌日実施の吹奏楽・器楽祭は、開催はできたが入

場者数はやや少なくなった。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

 市制施行５５周年事業として、市民音楽祭周知のための駅前コンサ－トを１０月に実施した。 

   

次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
参加団体数（３部門合計） ５０団体 ５０団体 ５０団体 

入場者数（３部門合計） １，５５７人 １，９００人 １，９００人 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

157  [事業番号 ６０]  文化財調査・保存事業 

 
事業番号 ６０ 文文化化財財調調査査・・保保存存事事業業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 
文化財保護法や上尾市文化財保護条例に基づいて文化財の保存と活用を図り、市民の文化的向上を図る。 

事業の対象 

対 象 数 
市内の国・県・市指定・登録の文化財及び未指定・未登録の文化財 

事業の内容 
未指定及び未登録の文化財の基礎調査。指定・登録文化財の維持管理やそのための交付金の交付及び修

理・修繕のための補助金の交付。文化財周知のため説明板や標識の設置管理を行う。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２，００３ 千円 ４，０９３ 千円 ３，０１４ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

市指定・登録文化財の数 １１７件 １１７件 １２０件  

◎教育委員会の評価の結果   

   

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 

施 策 施策２ 文化財の保護 

教
育
委
員
会
の
評
価 

平成２５年度は、新たに登録無形民俗文化財２件と登録有形民俗文化財１件の合計３件の登録

を行った。特に、無形民俗文化財については継承者の減少や高齢化により、その存続が危ぶまれ

ている。市の文化財として登録することは、保持団体の活性化が期待できる。 

文化財の保存・管理事業として、文化財修繕１事業、文化財修繕の補助事業１事業、６件の文

化財の説明板・標柱の改修事業、指定無形民俗文化財７件への維持交付金の交付等を行い、文化

財の保存・管理の支援をすることができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

本年度は、中平塚の祭りばやし、中分の大山灯籠行事、弁財の浅間塚の３件の文化財につい

て登録することができた。 

   

次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  市指定・登録文化財の数 １２０件 １２４件 １２４件 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

[事業番号 ６１]  埋蔵文化財調査事業  158 

 

事業番号 ６１ 埋埋蔵蔵文文化化財財調調査査事事業業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 
文化財保護法に基づき、埋蔵文化財を保護するため、範囲確認や記録保存の調査を実施する。 

事業の対象 

対 象 数 

埋蔵文化財埋 

周知の埋蔵文化財包蔵地 ４２０か所 

事業の内容 

周知の埋蔵文化財包蔵地で土木工事等の計画が示された際、工事主体者より申請を受けて試掘・範囲確認

調査を実施し、保存すべき遺構・遺物の有無を確認する。遺構・遺物が確認され、土木工事等の計画変更

が困難である場合、発掘調査を実施し、調査報告書を刊行して記録保存する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ３，７６２ 千円 ３，６０９ 千円 ４，０２２ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

－ － － －  

◎教育委員会の評価の結果   

  
 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 

施 策 施策２ 文化財の保護 

教
育
委
員
会
の
評
価 

 埋蔵文化財包蔵地内で住宅建設等の土木工事等を実施する場合、発掘調査が必要であるが、そ

の範囲を確認するために試掘調査を実施する必要があり、平成２５年度には７０件の試掘調査を

実施し、希望通り調査を実施することができた。 

また、試掘調査の結果、発掘調査が必要であった２件について、発掘調査を実施した際に、工

事の時期に影響を与えることなく調査を実施することができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

景気回復等の影響により、試掘調査の件数は多くなってきている。また、平成２２年以降２年

ぶりに発掘調査を実施した。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  － － － － 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

159  [事業番号 ６２]  文化財保護啓発事業 

 

事業番号 ６２ 文文化化財財保保護護啓啓発発事事業業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

文化財保護法、上尾市文化財保護条例の趣旨に基づき、市民に対して文化財の活用を図り、その保存継承

のための意識啓発と文化財保護に対する理解を深めるためにセミナ－や展示会を実施する。 

事業の対象 

対 象 数 

市民 

平成２５年度実績 ２，３７２人 

事業の内容 
あげお歴史セミナ－・上尾の文化財展・市制施行５５周年記念事業「上尾の歴史クイズラリ－あるある文

化財探検隊」の開催 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２３ 千円 ４２ 千円 ５７ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

文化財保護啓発事業 
延べ日数 

１５日 ４３日 ２５日  

文化財保護事業参加 
延べ人数 

９７７人 ３，５３３人 ２，３７２人  

◎教育委員会の評価の結果   

 

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 

施 策 施策２ 文化財の保護 

教
育
委
員
会
の
評
価 

地域の文化財を活用して講座・展示会・見学会等を実施し、市民が地域の文化や歴史の理解を

深める支援を行った。 

歴史セミナ－は、講座と現地見学を組み合わせて実施、展示会は、尾山台団地自治会や地域振

興公社との共催で、尾山台団地、自然学習館、コミュニティセンタ－の各会場で実施、市制施行

５５周年記念事業の「上尾歴史クイズラリ－」は主として小学生を参加対象として実施した見学

会というように、多様な内容の事業を実施することができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

市制施行５５周年記念事業として実施した「上尾の歴史クイズラリ－あるある文化財探検隊」

は、主に小学生を参加対象とし、次世代を担う子どもたちに地域の文化や歴史を伝えることがで

きた。 

※１ これまでの調査成果の展示を繰り返しているため、新たな展示物の調査事業も必要となる。

平成２６年度以降は開催回数を縮小し文化財等の調査期間とする。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
文化財保護事業参加延べ人

数 
２，３７２人 

※１ 

１，０００人 

※１ 

１，０００人 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

[事業番号 ６３]  歴史資料調査事業  160 

 

事業番号 ６３ 歴歴史史資資料料調調査査事事業業   担当 生涯学習課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 
市史刊行事業やその後の調査で収集した歴史資料について、保存と活用を図る。 

事業の対象 

対 象 数 
歴史的価値のある公文書、諸家文書 

事業の内容 歴史的価値のある公文書の収集。文書目録の刊行（『原市町役場文書目録（下）』）。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ３，８１５ 千円 ２，６０８ 千円 ２，７４７ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

文書目録の発行 

１冊 
（５,７７６点）
上平村役場文書 
目録（下） 

１冊 
（９,０５０点）
原市町役場文書 
目録（上） 

１冊 
（１０,００５点） 
原市町役場文書 
目録（下）   

毎年度１文書刊行 

※括弧書きは掲載点数 

◎教育委員会の評価の結果   

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 

施 策 施策２ 文化財の保護 

教
育
委
員
会
の
評
価 

市史編さん事業で収集した歴史資料について、保存・活用を図るための事業を実施している。

平成２５年度については、原市町役場文書目録（下）について計画通り刊行することができた。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

 原市町役場文書目録の発行と同時に、旧大谷農協文書の整理に着手し、平成２７年度からの文

書目録刊行の計画を立てた。 

   

次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  文書目録の刊行 １冊 １冊 １冊 



 

 

 

 

 

基本目標Ⅶ 

健康で活力に満ちたスポ－ツ・レクリエ－ション活動の推進 

 

 

 
施策１ スポ－ツ振興計画の策定 

施策２ スポ－ツ施設の整備・充実 
事業番号６４       学校施設開放（スポ－ツ振興）事業 

施策３ スポ－ツ・レクリエ－ション事業の充実 
事業番号６５       スポ－ツ大会・教室等開催事業   【再Ⅶ－５】 

事業番号６６       子どもの体力向上地域連携事業   

施策４ スポ－ツ指導者の育成 
事業番号６７       スポ－ツ活動推進事業 

施策５ スポ－ツ・レクリエ－ション活動の支援 
事業番号６５（再掲）    スポ－ツ大会・教室等開催事業 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

[事業番号 ６４]  学校施設開放（スポ－ツ振興）事業  162 

 

事業番号 ６４ 学学校校施施設設開開放放（（ススポポ－－ツツ振振興興））事事業業   担当 スポ－ツ振興課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

学校施設開放（校庭・体育館）の利用にあたり、随時、施設・備品等の修繕を行い、利用者の安全を確保

する。 

事業の対象 

対 象 数 

市内在住・在勤・在学の人（２５年度実績） 

校庭（小学校２２校・中学校１１校）２０９，９２９人 

体育館（小学校２２校・中学校１１校）１５２，４１３人 

夜間照明付き校庭開放（東小）８２０人         総計３６３，１６２人 

事業の内容 学校施設（体育館、校庭）の開放のために、修繕、備品の交換、補充や固定テント等の設置等を行う。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２，８８５ 千円 ３，９３７ 千円 ５，３５０ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

学校開放登録団体数 ５５２団体 ５３６団体 ５５１団体 学校開放利用団体名簿 

学校開放施設使用者数 ３２３,０００人 ４１７,１６１人 ３６３,１６２人 学校開放月例利用報告書 

◎教育委員会の評価の結果   

    

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポ－ツ・レクリエ－ション活動の推進 

施 策 施策２ スポ－ツ施設の整備・充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

学校施設の利用にあたり、学校開放運営委員会が市内各小中学校で組織され運営されている。

身近なスポ－ツ施設として学校施設開放の利用者が増えている中、平成２５年度は耐震工事等に

より利用できない期間もあったが、各学校開放運営委員会が協力し合い、利用者のニ－ズに対応

した。 

また、東小学校夜間照明施設等の経年劣化が原因である設備修繕を行い、社会体育トイレにつ

いても、各学校開放運営委員会の報告を受け、随時修繕等の対応を行った。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

各学校開放委員会に対し要望アンケ－トを実施し、社会体育トイレの設備修繕等、利用者の意

見も考慮し、設備修繕を検討していく。 

   

次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ｂ  学校開放施設利用者数 ３６３,１６２人 ４１７,０００人 ４１８,０００人 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

163  [事業番号 ６５]  スポ－ツ大会・教室等開催事業 

 
事業番号 ６５   ススポポ－－ツツ大大会会・・教教室室等等開開催催事事業業   担当 スポ－ツ振興課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

様々な大会を開催し、生涯スポ－ツ・レクリエ－ションの普及、振興を図る。またそれらの大会を通じ、

心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与する。 

事業の対象 

対 象 数 

（２５年度実績） 

○いきいきライフ大運動会  ８２８人    ○市民体育祭 約５,０００人 

○上尾シティマラソン   ９,６７２人   ○市民駅伝競走大会 ０人（中止のため） 

事業の内容  生涯スポ－ツ及びスポ－ツ・レクリエ－ションの振興を図るために、各種大会を実施する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ２３,１９１ 千円 ２４,００８ 千円 １８，５７１ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

大会の開催日数 ３日 ４日 ３日  

上尾シティマラソン 
参加者数 

８，８０５人 ９，３７４人 ９，６７２人  

◎教育委員会の評価の結果   

   

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポ－ツ・レクリエ－ション活動の推進 

施 策 施策３ スポ－ツ・レクリエ－ション事業の充実 施策５ スポ－ツ・レクリエ－ション活動の支援 

教
育
委
員
会
の
評
価 

平成２５年度上尾市民駅伝競走大会は、積雪及び凍結の影響のため中止となったが、その他各

種大会については、上尾市市制施行・体育協会創立５５周年記念事業としてスポ－ツ推進委員及

び体育協会の協力を得て、企画・運営ができた。 

上尾シティマラソンについては、市最大のスポ－ツイベントとして全国各地から多くの参加者

を迎え開催した。また、上尾市をシティセ－ルスする大会でもある。 

大会運営にあたっては、体育協会加盟団体をはじめ、市内中学・高校・大学等ボランティアス

タッフ含め約１０００人の協力を得て大会を実施できた。 

スポ－ツステップアップ講座を実施し、スポ－ツ推進委員以外の方にも指導者養成が図られ

た。また、高齢者対象に軽体操やレクリエ－ションゲ－ム等を行う長生きスポ－ツ教室等も定着

してきており、好評であった。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

 Ｈ２５年４月からリニュ－アルオ－プンした上尾市民体育館でいきいきライフ大運動会や講

座・教室を開催。 

上尾シティマラソンハ－フの部男子大学生１位・２位の選手及びコ－チをニュ－ヨ－クシティ

マラソンハ－フ大会へ招待している。 

※Ｈ２５年度決算額は、スポ－ツ推進委員関連の予算（５,０８１千円）をスポ－ツ活動推進事

業にしたため、Ｈ２４年度と比較し減となっている。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  上尾シティマラソン参加者数 ９，６７２人 ９，７００人 １０，０００人 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

[事業番号 ６６]  子どもの体力向上地域連携事業  164 

 
事業番号 ６６ 子子どどもものの体体力力向向上上地地域域連連携携事事業業   担当 スポ－ツ振興課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

昭和６０年頃に比べ子どもの体力の低下が認められる中、運動する子どもと運動しない子どもの二極化が

顕著に現れている。そこで子どもが運動や遊びを通じて体を動かす場と機会を提供し、運動する習慣や意

欲を養い、体力の向上を図ることを目的とする。 

事業の対象 

対 象 数 
市内の小学校児童から中学校生徒まで 

事業の内容 教室、大会の開催やげんきチャレンジの実施 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ０ 千円 ０ 千円 １９６ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

小学生ドッジボ－ル大会 － － ８９８人 参加児童数（５・６年生） 

中学生バレ－ボ－ル教室 － － １４６人 参加生徒数 

上尾市なわとび大会 － － ２，０４１人 参加児童生徒数（延べ人数） 

ランニング教室 － － ２００人 参加人数 

◎教育委員会の評価の結果   

  
 

  

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポ－ツ・レクリエ－ション活動の推進 

施 策 施策３ スポ－ツ・レクリエ－ション事業の充実 

教
育
委
員
会
の
評
価 

平成２５年度からの新たな事業として「子どもの体力向上地域連携事業」に取り組んだ。 

小学生ドッジボ－ル大会については、新体力テストの結果として、課題とされている投げる力を

向上させることを目標とした。 

中学生バレ－ボ－ル教室では、参加生徒の体力測定を行うことで、次年度以降もデ－タの収集

と分析を行っていく。 

上尾市なわとび大会は、小学３年生からの参加を呼びかけていることもあり、多くの児童生徒

がなわとび大会に取り組むことが出来た。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

小学校低学年も参加できる教室などを開催する必要がある。 

げんきに楽しく体力向上を図れるよう、「げんきチャレンジ」を実施する。 

※「げんきチャレンジ」とは、身体を動かす遊び等を通じて、運動を楽しむきっかけをつくり、

運動に親しむ習慣や意欲を養い、体力の向上を目指します。 

   

次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  大会・教室回数 ４回 ５回 ５回 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（事務事業評価） 〕 

165  [事業番号 ６７]  スポ－ツ活動推進事業 

 
事業番号 ６７ ススポポ－－ツツ活活動動推推進進事事業業   担当 スポ－ツ振興課 

●事業の概要 

事業の目的 

事業の目標 

市民への生涯スポ－ツ・レクリエ－ションの普及、振興を図ることを目的としたスポ－ツ推進委員連絡協

議会の活動を支援し、スポ－ツ活動の推進を図る。 

事業の対象 

対 象 数 
スポ－ツ推進委員自主事業（スポ－ツ推進委員数４８人、定員５０人） 

事業の内容 地域スポ－ツの推進を担うスポ－ツ推進委員等の資質向上を図るため、研修や講習会を実施する。 

●事業費決算額の推移 

年 度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

決 算 額 ０ 千円 ０ 千円 ５，０８１ 千円 

●評価指標 

指標名 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 指標の説明 

スポ－ツ推進委員研修日数 １０日 ９日 １３日 市、県、地区、関東、全国、自主事業 

スポ－ツ推進委員研修参加

人数 
１５３人 １４９人 １７１人 延べ参加者数 

◎教育委員会の評価の結果 

      

上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポ－ツ・レクリエ－ション活動の推進 

施 策 施策４ スポ－ツ指導者の育成 

教
育
委
員
会
の
評
価 

スポ－ツ推進委員は地域スポ－ツの推進を担い各々の資質向上を図るため、スポ－ツ推進委員

内部での自主的な研修をはじめ、北地区、県、関東地区で行われる研修会に参加している。また、

市で主催するスポ－ツステップアップ講座等を受講し、地域の指導者として活躍しており、また、

市が主催する大会に積極的に協力し、大会運営を進行する上で重要な存在となっている。 

長生きスポ－ツ教室は、公民館事業として定着しており、スポ－ツ推進委員は講師として、身

体を動かす機会が少ない高齢者を対象に軽スポ－ツ、レクリエ－ション等を指導し、スポ－ツの

楽しさを伝えながら参加者の健康の保持や体力増進を図った。 

本
年
度
の
特
色
・ 

改
善
点
等 

ＡＥＤ講習会では、心肺蘇生法及びＡＥＤ操作方法を習得し、スポ－ツレクリエ－ション活動

における救命措置の必要性・重要性の理解を図った。 

 

※スポ－ツ活動推進事業は、スポ－ツ推進委員の活動を支援・推進するもので、平成２５年度

から新たな事業とした。この予算は、平成２４年度までスポ－ツ大会・教室等開催事業に含

まれていた。 

   
次年度以降の目標設定 

事業評価判定  目 標 指 標 平成２５年度実績 平成２６年度 平成２７年度 

Ａ  
スポ－ツ推進委員研修日数 １３日 １３日 １３日 

スポ－ツ推進委員研修参加人数 １７１人 ２００人 ２００人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成２６年度 （平成２５年度実施事業対象） 
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